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会 報 
会 員 動 静 , 会 費 納入 の 件 , 投稿 規定 
夫人 介 
真珠 の 研究 (小林 新 二 郎 , 渡部 白光 共著 ) 
日 本 産 鉱物 文献 集 (原田 準 平 著 ) 
偏光 頭 微 鏡 (坪井 誠太郎 著 ) 
抄 
伝 物 学 及び 結 品 学 Cinnabar と Metacinnabar の 安定 関係 外 6 件 
岩石 学 及 び 大 山 岩 共存 久 物 中 に 於 ける 元素 の 分 布 を 主 と し た 
南西 Quebec HARA TOMA, 黒雲 母 , 角 図 石 外 5 件 
& & Gk RR 4 硫黄 同位 元素 と 熱 水 鉱床 外 4 件 
A yh GK 床 学 構造 上 か ら 見 た 日 本 及び その 周辺 の 産油 並 
びに 含 油 地 域 外 5 件 
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東北 大 学 理 学部 岩石 鉱物 鉱床 学 教室 内 
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(CHHABRA) 同和 鉱業 株 式 会 社 花岡 久 業 所 (秋田 県 北 秋 田 郡 花 矢 町 花岡 町 ), 西山 保田 

(北海 道 山 越 郡 八 圭 町 中 外 鉱 業 株 式 会 社 八雲 鉄 業 所 ) , ペー キン ズ きゃ オリ エン タル プ ツ ク 
ス 東 京 出 張 所 (東京 都 中 央 区 銀座 西 7 の 1), 日 本 久 業 株 式 会 社 中 央 試験 所 (埼玉 県 足立 
郡戸 田町 ), 堀越 Al (秋田 県 北 秋 田 郡 花 矢 町 花岡 録 業 所 探査 課 ), 加藤 敏郎 (東京 都 世 田 
ヶ 谷 区 代田 2 の 681 の 2), YEUX SNSHUAMA BALE AMMA ZAS), 日 
鉄鉱 業 株 式 会 社 庶務 課 (東京 都 千 代田 区 丸の内 2 の 20) 


[転勤 及び 転居 ] 米国 地質 調査 所 (東京 都 北 区 下 十 条 1894, 米 陸 軍 地 図 局 26 号 ビ 
ル ), 鈴木 HB (倉吉 市 市 役所 内 原子 燃料 公社 出張 所 ), 藤川 武 臣 (仙台 市 成田 町 107), 
鈴木 礼 吉 (埼玉 県 入間 郡 福岡 村 壌 ヶ 丘 公団 住宅 147 の 406), 鈴木 勝 (大 阪 市 東 区 瓦 町 
4 丁目 31 住友 金属 工業 株 式 会 社 ), 久保 恭輔 (岡山 県 若田 郡上 斉 原村 原子 燃料 公社 人 
形 峠 出張所), 斎藤 仁 (札幌 市 北 一 条 西 17 TARAS), RECO (秋田 県 鹿角 郡 十 和 
田町 大 湯 , 磯部 鉱業 株 式 会 社 不 老 倉 鉄山 ) 
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CH A) 編集 委員 長大 森 落 一 民 は 昨年 9 月 以来 , 米国 ニュ ーー ヨー ク 市 コロ ン ビ マヤ 
大 学 で 行わ れつ つ ぁ つた 鉱物 学 の 研究 を 終了 , 続い て 英 , 1h, RB 国 の 主要 大 学 鉱物 学 教 
, Sytem, 地質 調査 所 等 を 歴訪 後 , スイ ス 国 チュ ー リ ツ と ヒ 市 で 8 月末 か ら 9 月 上 
WIC CHS NBR SS 1 回 会 議 に 出席 し , 更に イタ リー, ギリ シマ ヤ 及 び 
タイ 国 の 大 学 そ の 他 を 訪問 , 9 ARIAS Neo 


新 Tl 紹 介 


真珠 の 研究 小林 新 二郎 , 渡部 哲 光 共著 本 書 は 著者 等 が 1952 年 以来 , 世界 で 始め 
て と 思わ れる 真珠 養殖 の 講義 を 三重 大 学 で 行 つ た 経験 に 基 ず いて 著述 され た も の で , ¥ 
者 の 小林 氏 は 生物 学 , 渡部 氏 は 銘 物 学 の 立場 か ら 真 珠 を 究明 , これ ら 両 学問 の Grenz- 
gebiet を 明か に され て いる 。 第 1 編 真珠 の 養殖 , 第 2 編 ARB, 真珠 及び 養 殆 真珠 に 
関す る 研究 史 , 第 3 編 真珠 及び 真珠 具 の 生物 学 的 研究 (9 章 よ りな る ), 第 4 編 真珠 
DEWAN Clit, BIR 雷 石 と 方 解 石 , 第 2 章 ARO-KWER BSH 真 
珠 の 一 般 的 性 状 , BAe 真珠 及び 中 殻 の 化学 的 性 状 , 5B 真珠 及び 上 呉 殻 の 物理 的 
VER, OR 生 柱 層 の 構造 と 成長 , 第 7 章 AROS MSH 真珠 の 色彩 と 光沢 
に つい て 述べ て いる 。 本 書 の 内 容 の 大 部 分 は 閉 者 等 の 研究 に 基 ず くも の で あつ て , AY 
BRANT S M, 渡部 氏 は 米国 ノー スカ ロラ イナ 州 の デュ ー TRE OBR 
招 か れ て , 上 且 下 引続き , 中 殻 形成 の 生 結 品 学 的 研究 を 行い つつ あぁ あり, 業績 は 極め て 大 き 
Wo 本 書 を 讐 物 学 専 政 の 学生 並び に 真珠 に 興味 を 持つ 方 々 に 推薦 する 。 

(本 文 280 BH, 付図 128, 昭和 34 年 技報堂 発行 定価 600 円 ) (KA) 
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2, 3 OHEKRARUAKRABSE KMS (COLT 
Some anorthite bearing basic volcanic rocks in Japan 


河 野 義 礼 (Yoshinori Kawano)** 
青 木 謙一 郎 (Ken-ichiro Aoki)** 


Abstract: In the lavas of Kayodake, Komagatake and Iwate volcanic 
groups of the Nasu volcanic zone in the north-eastern Japan, there are 
many basalts and basic andesites which contain much large plagioclase 
phenocrysts (up to 2cm.) of anorthitic composition (An 95). Particularly 
the lowest lava of the Kayodake volcanic group contains plagioclase phe- 
nocrysts more than 43 per cent in volume; therefore its Al,O,; and CaO 
contents attain to 23.74 and 12.34 per cent, respectively. Its chemical 
composition resembles to that of anorthositic’ gabbro or kenningite. 

Regarding to the Al,O;, this is probably highest value ever reported 
in the world in the effusive form. It is considered that the origin of such 
lavas of abnormal composition should be attributed to the floating up 
of anorthite crystals and to the sinking down of olivine and pyroxene 
crystals formed in the early stage. 


L£aw s 


ee D— KIT FILA REG KUBAOR, その 最 下 部 & RMT 6 BAKKRA 
(An95) の 最大 2cm に 達する 斑 品 が 異常 に 多量 に 存在 し て いる も の を 見 出し た 。 灰 長 
BOK WHER HRA TIC TEZE LCV> SIA AEC IR, BRET Sh BRU 
BEKO MBC > PMT So MRC LMC OMOKRA TAZ ERK GC AIL, AAO 
$d LU CHYBUAILAE, 千島 火山 帯 及び 富士 火山 帯 の 第 四 紀 火山 岩 及 び 同 帯 に 平行 な 第 三 紀 
DLO AREY HEH» 日 本 の 他 の 地域 に も また 世界 の 他 の 火山 に も 産出 の 例 は 
非常 に 少な い 様 で ある 。 

従来 本 邦 に 於 て この 種 の 産 状 の 灰 長石 の 久 物 学 的 研究 は 数 多く 行なわ れ , か つ その 成 


* 1959 年 1 月 岩 鉄 学会 総会 講演 
++ ALKA ROAR AE 
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因 に つい て る も 種々 議論 され て いる 9 の 。 し か し な が ら こ の 様 な 灰 長石 の 含有 晶 や その 岩石 


の 総 化学 組成 v 
PERK VE 


ZO CARS NI DOUERL RV BHE LOR: 異常 な 岩石 即ち 
Sl 6 迄 含ん だ 類 岩 が 天然 に 実在 する か 又 深 成 斜 長 岩 に どの 程度 近似 し 


72h ODAILUHE LV CHET SPER SRD MERARI OMT MEARAD Bt 
測定 し , EOBKO(ILBAAREAROK, KROGRAIEOBAS 今 迄 世界 で 知ら れ 
て いる 火山 岩 中 , 最も Al2O。 RU CaO に 富む 話 岩 と 思わ れる の で ここ に 報告 し , か つ 
その 成因 の 議論 を る も 試み た 。 


Table 1. Chemical compositions and optical properties of anorthites 
1 2 | 3 4 
SiO, 43.15 43 .13 44.49 43.65 
Al,O3 36.05 35.87 36.00 36.27 
Fe,O; 0.83 0.45 0.08 0.79 
FeO nd 0.29 nd nd 
MgO tr 0.08 0.04 tr 
CaO 19.05 19°27 19.49 19.18 
Na,O 0.53 0.65 0.59 0.59 
KO 0.01 0.05 0.03 0.04 
H,O+ 0.17 0.63 nd nd 
20- 0.33 0.35 nd nd 
Total 100.12 100.77 100.72 100.52 
An % 95.4 94.3 94.9 94.8 
a 1.575 1.5748* 1.5748* 1.5749* 
B 1.583 1.5828 1.5828 1.5829 
Y 1.588 1.5880 1.5880 1.5881 
2V 4 79° 78° て 79° 


1, Phenocryst in olivine bearing hypersthene basalt, Tazawa-zawa, Kayo- 
dake volcano. Analyst, K. Aoki. 
2. Crystal lapilli erupted in 1940, Miyake-zima volcano. Analyst, Y. 


Kawan 


0.7) 


3. Crystal lapilli erupted in 1874, Miyake-zima volcano. Analyst, H. S. 
Washington.®) 
4. Phenocryst in augite hypersthene basalt, Mitaki, Sendaicity. Analyst, 


K. Aoki. 


Optical properties are determined by I. Kato.?) 


1) 
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5) PRIPRERE : 地質 , 61, 481~495, 1955. 
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2. 族長 五 の 化学 組成 と 光学 的 性 質 


灰 長 石 の 光学 的 性 質 及 び 化学 組成 は 従来 既に 多く の 学者 に より 測定 研究 され て いる 。 
筆者 等 の 研究 し た 荷 葉 岳 , 三宅 島 及 び 仙台 市 三滝 ( 再 分 析 を 行なっ つた) 産 の も の は Table 
1 の 如く で ある 。 表 の 如く , これ ら の 化学 組成 及び 光学 的 性 質 は 極め て 類似 し , 又 他 産 
地 の る も の と る も 略 一 致し て いる 。 


3. 族長 石 母 結 の 性 質 


a. WEE AKA R EEO PR ER RT SKRALR AIS AMANO KAMRCS 
0, RAZRICECRD LSS. AUKRAMGS S Bl EL, 最大 2m に 達 す 
So LALEBSBGARMO 斑 品 は 認め られ な い 。 鏡 下 に お いて 観察 する と 斑 品 と し て 
BE OKRA L OK DROME RURIEE AAD 51, 又 磁 鉄 鉄 を 含む も の も ある 。 
斜 長 石 は 長き さ 1~7mm, 時 に 2cm に も 達する 自 形 結晶 で あり , TXTRAMAMEBT. 
AGRA POM (An95) に お いて は 認め られ な い が , 外縁 部 に お いて や や 著しい (An 
80~72) 。 Sek (Fs32) 1x 0.4~1.2mm の 短 柱 状 自 形 結晶 で あり , UV AY ERAO 
反応 緑 に よ つ て 包ま れ て いる 。 MUBAIE 0.2mm 以下 の や や 丸 味 を 帯び た 自 形 結 品 で あ 
る 。 

石 基 は 中 灯 ~ 細 粒 完 品質 で あり , 構成 鉄 物 は 和 斜 長 石 , クリ スト バル 石 , ビジ オン 畑 石 , 
普通 輝石 , 磁 鉄 鉄 , チタ ン 鉄 鉄 で ある 。 尻 高 沢 の 類 岩 は 石 基 に 相当 量 の 礼 色 グ ラス を 合 
ACwBo 

b. BE KURRAW ARM KEHROBATCSH ), 0.5~1.5cm OM 
石 斑 唱 が 多量 に 存在 し , BM 2-5mm OMG, PHORM MDSERYLNZ. 鏡 下 で 
観察 する と , Meat CHERA, ME, RRA RUTARRY 5614. SRA 
は 0.5mm 以上 の 柱状 ~ 短 柱状 自 形 結 品 で あり , 通常 褒 片 双 品 を な す 。 累 帯 構造 は 中 心 
部 に お いて は 殆 ん ど 認 め ら れ な い が , 外縁 部 に お いて や や 著しい 。 BIC HE LEE 
BOMB MESE. — OFMEAIL HIG PLO HOS LIZ LISS ONO HRA 
を 示す が , これ は 注目 すべ き 事 で ある 。 PihAli 1.5mm 以下 の 半 自 形 結晶 で あぁ あり, 通 
eeepc kD, MERE VA VERGO 反応 線 に よ つ て 包ま れ て いる 。 結晶 外縁 
は イデ ィ VI RZBCRARAL Ww So Se 0.4~0.6mm の 柱状 自 形 結 品 で あり , ピ 
ジオ ォ オン 交 石 の 反応 縁 に よ つ て 包ま れ て いる 。 稀 に 普通 灯 石 の 包 有 4 物 を 含む 。 普通 輝石 は や 
や 和 丸 味 を 帯び た 通常 2mm 以下 , 短 柱 状 自 形 結 品 で ある が 稀 に は 4mm に も 達する 。 し 
ば し ば (100) を 接合 面 と する 双 卓 を な し , 反 覆 し て いる こと も ある 。 稀 に 標 要 石 の 包 右 
物 が 認め られ る 。 石 基 は 細 炒 完 上 品質 で あり , 構成 鉄 物 は 倖 長 石 , クリ スト バル 石 , ビジ 
AVNER, 普通 輝石 , 磁 鉄鉱 及び チタ ン 鉄 鉄 で ある 。 

c. 仙台 市 三滝 …… 肉 有 眼 的 に は 品 黒 色 統 密 の 岩石 で あり , 多量 の 稿 長石 (最大 3cm) と 
SEORAREMDAD SNA. BICHAIZthzMAt LCARA, FARE, SRG 
が 認め られ , Als PSEA CHOTHRA TVARAVA, UCVYAVHRG, FH 
YEG, BEES, FV VRRRUBKBELYN MS. くわ し い 記 載 は 根本 や に ょ つて 行なわ 


1) 根本 忠 寛 : HoK, 4, 17~28, 1930. 
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れ て いる の で 省略 する 。 

d. 三宅 島 1940 年 臣 火 スコ リア …… 1940 年 7 月 噴火 の 際 , 灰 長石 結晶 弾 と 共に 噴 
出し た スコ リア は 肉眼 的 に は 黒色 多孔 質 で あり , 1mm 以下 の 倖 長石 が 少量 点 在 し て い 
So MECH CHBT SL DRONE (Imm 以下 ), see (Imm 以下 ) と 普通 
fa (0.8mm 以下 ) 斑 品 が 認め ちら れる 。 


Table 2. Chemical compositions of anorthite bearing volcanic rocks, 
anorthositic gabbro and kenningite. 


1 2 3 4 5 6 7 8 
SiO, 47.53 | 50.40] 50.96 | 52.57} 49.71] 50.14 || 48.53] 52.13 
TiO, 0.71 0.78 0.77 1.41 0.73 0.50 | 2.05) 0.50 
Al,O3 23.73 | 21.90] 19.20] 15.76] 21.30 | 19.48 || 24.33) 24.15 
Fe,O03 5.22 4.04 2.53 4.80 3.30 4.34 Ded, 0.90 
FeO 3.93 5.19 7.50 Tic hi 5.97 6.69 || 4.60) 3.34 
MnO 0.15 0.11 0.12 0.22 0.20 0.24 0.06 = 
MgO 2.37 2.29 5.03 4.50 2.80 3.83 | 1.65) 2.42 
CaO 12.34] 11.75 | 10.54 9.36} 12.59) 10.98 || 11.59) 10.36 
Na,O 1.89 2.27 2.06 2.32 1.58 1.46 2.62 4.31 
K,0 0.13 0.43 0-15 0.51 0.45 0.20 |! 0.30), 9 £225 
H,O+ 0.95 0.49 0.59 0.65 1.08 0.75 1.61 0.60 
H,O-— 0.85 0.39 0.64 0.58 0.75 1.22 | 0.53 : 
P,0; | 0.07 0.10 0.10 0.21 0.24 0.14 | 0.16} 0.03 
Total 99.87 | 100.14 | 100.19 | 100.60 | 100.70 | 99.97 || 99.80) 100.13* 
Phenocrysts 
Plagioclase | 43.1 42.4 29.4 44.8 33.7 
Olivine 0.0 0.0 0.7 - = 
Hypersthene| 0.8 0.5 6.0 ae a 6.6 
Augite = ー 3.1 ah + 0.6 
Magnetite = 0.0 = — — 
Groundmass | 56.1 57.1 60.8 55.2 59.1 


* Rest 0.05% 


1. Olivine bearing hypersthene basalt, Tazawa-zawa, Kayodake volcano, 
Akita Prefecture. Analyst, K. Aoki. 

2. Olivine bearing hypersthene basalt, Shiritaka-zawa, Kayodake volcano. 
Analyst, K. Aoki.) 

3. Olivine augite hypersthene basalt, Yunosawa, Takakura-yama, Koma- 
gatake volcanic group, Iwate Prefecture. Analyst, K. Aoki. 

4, Olivine basalt, lapilli erupted in 1940, Miyake-zima volcano. Analyst, 

Y. Kawano. 

Augite hypersthene basalt, Mitaki, Sendai city. Analyst, T. Nemoto.2) 

Augite hypersthene basalt, Mitaki, Sendai city. Analyst, K. Aoki. 

Anorthositic gabbro, Hokusemmen, Kato-gun, Keisho-nando, Korea. 

Analyst, Y. Kawano.?) 

8. Kenningite, Sweden.) 


Non 


TYP SStL « FABRE —EB : 火山 , 4, 49~64, 1959 (印刷 中 ). 
ABARAT > Ok, 4, 68~80, 1930. 

YU SPSEtL + BEEP : 地学 , 45, 404~412, 1943. 
Buddington, A.F. : 前 出 , 235, 1939. 
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4. モー ド 及 び 総 化学 組成 の 特性 


以上 述べ た 灰 長石 母 岩 の 化学 組成 と 構成 鉱物 を Table 2 cm UL. AEG LSROK 
岩 は 約 4096 に 達する 倖 長 石 班 品 を 合 ん で いる が BAS MP EIA LSA CORO 
が 特徴 で ある 。 高 倉山 妖 岩 は 約 309%8 ONRAO TL HA4EO SER, TEAR URI 
MAMmeSt. 三宅 島 の 1940 年 7 月 に 灰 長石 及び 横 橋 石 結晶 弾 と 共に 噴出 し た スコ 
リア は 無 斑 品 に 近い 。 

右 基 の モー ド は 測定 し な か つた が が, 荷 葉 岳 田 沢 沢 の 妖 岩 の ノ ルム 長石 は 約 7398 OE 
し , 極め て 長石 に 富む 岩石 で ある 事 が これ か ら も うか が う 事 が 出来 る 。 

人 王 宅 島 を 除く 他 の 装 岩 は いづ れる も Si0,50% 前 後 の 去 武 岩 質 岩 類 で あり , Al,O3, CaO 
BA, Na,O と KK20 に 乏しい 。 特に 荷 薬 岳 田沢 沢 の 妖 岩 は Al20。23.7396 に も 達 
し , 筆者 等 が 調べ た 本 邦 火 山 岩 約 850, 外国 産 火山 岩 約 1500 に は この 様 に Al2O。 に 
富む も の は な く , SAE CREAN? KUBO BH Al,O3; BU LOCHSO 

5. PiCHHMROMMBRARBRUAR CORUM 

BRI RURD & B BUS DRE O MCPS PRA CAT 3 Dea AS 
長 岩 や kenningite (7 =v 738) - (porphyritic dike rock of anorthosite compo- 
sition) に 極め て 近似 し て いる こと で , 前 者 の 例 で は 筆者 の 一 人 河野 が 1940 年 に 分 析 
Le BMEM BEEOMGEAAREY で , 後者 の 例 は Buddington) の 報告 し た スエ 
ー デ ン (Table 2) の も の で ある 。 こ の 様 に 深 成 斜 長 岩 に 近似 し た 類 岩 が 存在 し 得る 実例 
で あぁ つて , 世界 で 最初 の も の で あぁ あろ 3 う 。 


Table 3. Calculated groundmass compositions of the anorthite 
bearing volcanic rocks. 


1 2 3 4 5 
SiO, 52.0 54.9 52.3 53.5 54.5 
TiO, 1.2 1.3 1.0 im 0.9 
Al,O3 15.9 13.3 15.0 15.7 14.1 
Fe,O3 8.4 6.5 6.6 4.3 6.3 
FeO 6.8 8.6 8.9 10.0 9.1 
MnO 0.2 0.2 0.1 0.1 0.4 
MgO 4.1 3.6 4.3 3.6 87 
CaO | 7.6 8.5 8.0 8.5 
Na,O 2.9 3.2 2.6 3.0 1.9 
K,O 0.2 0.7 0.5 0.3 0.3 
PO; 0.1 0.2 0.1 0.1 0.2 
Total 99.9 100.1 99.9 99.9 | 99.9 


Olivine bearing hypersthene basalt, Tazawa-zawa, Kayodake volcano. 
Olivine bearing hypersthene basalt, Shiritaka-zawa, Kayodake volcano. 
Olivine basalt, Umagata-zawa, Kayodake volcano.?) 

‘Olivine augite hypersthene basalt, Yunosawa, Takakura-~yama volcano. 
Augite hypersthene basalt. Mitaki, Sendai city. 


1) yuSPzerL - PRE : 前 出 , 1943. 
2) Buddington, A.F. : Geol. Soc. Am. Mem. 7, 1939. 


3) 河野 義 礼 ・ 青 木藤 一 郎 : 前 出 , 1959. 
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FeO+Fe.0; 


Na,0 + K.0 MgO 


Fig. 1. Composition of the groundmass of the anorthite bearing 
volcanic rocks plotted in a MgO—FeO+Fe,0O,—Na,0+K,O 
diagram. P: differentiation trend of the pigeonitic rock series 
of the Izu and Hakone district and Kayodake, Komagatake 
and Iwate volcanic groups in the Nasu volcanic zone. 


6 KAW SR 


KRABB Re SC KWAORAICBEL, 又 灰 長石 の 成因 に 関し て は 過去 に 於 て 多く 
の 学者 に よ つ て 議論 され て いる 。 

この 様 な 火山 岩 類 は SiO。 47 へ ~5396 の 去 武 岩 ~ 塩 基 性 安山岩 類 と 60% 前 後 の 安山岩 
類 に 分 けら れる 様 で ある が , 前 者 が その 量 に 於 て 圧倒 的 に 多い 。 
筆者 等 が 研究 し た 荷 葉 岳 , FI SPAR, 三宅 島 及 び 三 滝 の 灰 長石 塩基 性 火山 
岩 類 や , IS, BE. KB, FE, 箱根 地方 の も の は すべ て VU F VY RABBI 
属し て いる 。 す で に 述べ た 様 に 荷 薬 岳 そ の 他 の 灰 長 石 塩基 性 岩 類 は いづ れる も Al20。 と 
CaO に 富み , Na と KK。20 に 逐 し い 。 こ れ ら 話 岩 の 石 基 組成 と 荷 工 岳 灰 長石 支 武 岩 類 
と ほぼ 同時 期 に 流出 し た 斑 品 に 逐 し い (AHR 1196, «BIE 296) 去 武 岩 の 石 基 組 成 を 
Table 3 に 示し た 。 Table 3 No. 1 の 荷 薬 岳 灰 長石 支 武 岸 と No. 3 ORB RE 
の 石 基 組成 が ほぼ 一 致し て いる 事 は 注目 すべ き 事 で ある 。 これ ら の 石 基 組成 は いづ れる も 
total FeO に 富み , MgO に 逐 し い の が 特徴 で あり , FE. abe Oty eR 
ARE LRA RUE (AR HULL, Al。O0。, CaO, Na。O 及び K,O に 
著しい 相違 は 認め ちら れ な い 。 


1) 久野 A: 火山 及び 火山 岩 , 1954. 
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次 に これ ら の 石 基 組成 を MgO 一 FeO+Fe。O。-NagO+K。O 三角 形 図 に 点 示 する と 
すべ て 伊豆 ・ 箱 根 地 方 及び 那須 火山 幕 ビ ジオ ォ ン 輝石 質 岩 系 分 化 径 路 り 3 の 最も ROW 
し た 区 域 に 入り , 分 化 作 用 の 中 期 を 示し て いる 。 

以上 の 事 か ら 筆 者 等 は 灰 長 石 塩基 性 火山 岩 類 は 高温 且 つ 粘性 の 低い ソレ ー ア イト 質 マ 
グマ か ら は ほ ば 完全 な 平衡 条件 下 に 於 て ゆ つ くり と 灰 長石 , SURE RU RRR, 
重力 分 化 に た に よ つ て 有色 鉱物 が 取 去 られ , 灰 長石 が 浮上 し た マグ マ の 固 結 し た も の で ある 
と 考え る 。 荷 葉 岳 田沢 沢 の 灰 長 石 玄武 岩 は 最も 重力 分 化 が 良く 行なわ れ , 多量 の 灰 長石 
REEL, 一 方 有色 久 物 が 殆 ん ど 完 全 に 取 去 られ た も の と 考え られ る 。 —HSAUBBI 
荷 葉 岳 の も の ほど 充分 で な か つた 為 相当 量 の 有色 久 物 が 存在 し て いる 。 石川 3 PAR” 
は 灰 長石 玄武 岩 ~ 安 山岸 の 成因 を マグ マ の アル ミナ す 質 岩石 の 混成 作用 と 考え て いる が , 
FBI BRAD SOOT, KO や ゃ ノル ム Wo の 増加 が な い の で アル ミナ 質 
岩石 の 混成 作用 は あぁ まり 大 きく な か つた と 考え て いる 。 筆者 等 の 研究 し た BEARS 
あり ノルム Wo, K。0 が 非常 に と 少 なく, かつ 総 化学 組成 叉 は 石 基 組成 を みた 場合 ) す 
で に 述べ た 様 に total FeO が 多く MgO が 少な い の は 混成 作用 で は 全く 説明 が つか な 
Wo 

し か し な が ら SiO。609 MROKRREL SERIA MLAB AE ROLOCHDY, 
機 前 火山 は その 好例 で ある 。 こ れ は 石川 3) や 太田 が が 述べ て いる 如く アル ミナ 質 岩 石 の 
混成 作用 に よ ょ つて 生成 され た 可能 性 も ある が , 上 記 含 灰 長石 塩基 性 火山 岩 類 が 花 賜 岩 質 
岩 類 を 同化 し つつ 分 化し た マグ マ 中 に 灰 長石 が 分 別 さ れず に 取 残 され た 可能 性 も あり , こ 
の 成因 に つい て は 今後 更に くわ し い 研 究 を 行なう 必要 が ある 。 


な お , この 研究 に は 文部 省 科学 研究 費 (昭和 33 年 度 ) の 一 部 を 使用 し た 。 


KES 久 : 前 出 , 1954. 
河野 義 礼 ・ 青 木 議 一 郎 : 前 出 , 1959. 
石川 俊夫 : 前 出 , 1951. 
太田 良平 : 前 出 , 1958. 
勝 井 義雄 : ATHY, 1955. 
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火山 載 中 の ジル コン に 関す る 研究 
一 九州 地方 産 安 山 江 中 の ジル コン に つい て 一 


Zircons in volcanic rocks 
—Zircons in andesite from Kyusyu— 


山 本 4¢ (Takashi Yamamoto)* 


11% % Ss 


PRM CICTEREPORIRADRMY VIAVicpATFSARRs 九州 大 学 の 冨田 達 
教授 を 中 心 と する 研究 協力 者 に よ つ て , BRANZAXBSZORR”- ) 示 あ ぁ る 。 こ れ と 
と も に 諸 外 国 の 学者 に よ つ て る も 深成岩 中 の ジル コン の 乾 石 学 的 , 鉄 物 学 的 研究 成果 が あ 
げ ら れ て いる 。 そ れ ら の 結果 , 最近 の 火成岩 成因 論 上 ジル コン の 果す 役割 は ひじ ょ うに 
大 きく 評価 され つつ ある 。 

これ に 反し て , 火 山 岩 中 に 微量 で は ある が 殆 ん ど 普遍 的 に 含有 され る ジル コン に つい 
て の 研究 は 今日 まで ほとん ど 行 われ て いな い 現 状 で あぁ る 。 

そこ で 大 山 岩 と くに 先ず 九州 地方 の 安山岩 を 選び , それ ら の な か に 含ま れる ジル コン 
に か ん し て , 岩石 の 時 代 別 ・ 種 類別 或 は それ ら の 属す る 地域 別 ・ 火 山 帯 別 な ど に よ ょ つて で て, 
ジル コン の 物理 的 性 質 . と くに 色 .・ 結晶 の 大 き さ ・ HRI - AA EE その 他 の 性 質 の 
間 に , 何ら か の 異同 ・ 特 質 が 認め られ る で あろ うか , そし て 更に 将来 の 発展 課題 と し て , 
上 記 の 諸 性 質 に も と ずい て , マグ マ に お いて 行わ れ た と 療 え られ る 講 作 用 すなわち , 品 
出 分 化 作用 叉 は 同化 作用 ・ 混 成 作 用 等 の 証拠 が ジル コン 自身 に 求め られ は し な いか と い 
う 上 邊 標 の も と に この 研究 を は じ め な た 次 第 で ある 。 

ここ に , 筆者 に この 研究 を 観 め られ , た え ず 激励 と 御 教 示 を 賜わり , po MRMe TS 
に 御 校 関し て 頂い た 九 大 ・ 冨 田 教授 に 裏 心から 御礼 申 上 げ る 。 

2. 料 

試料 に は , 筆者 が 過去 迷 年 以上 に わた つて 調査 研究 し , 地質 や 岩石 が 比較 的 よく わか 
つて いる 熊本 ・ 鹿 児島 両 県 境地 域 に また が り , 主として 畑 石 安山岩 より 構成 され る 第 三 
AOKI CHS “ACBEKUK” (仮称 ) の 岩石 お よび これ を 含む 琉球 火山 帯 (第 三 紀 
お よび 第 四 紀 を 含め て ) 中 の 主 な 交 石 安山岩 類 な ら び に 雲仙 岳 ・ 由 布 后 ・ 両 子 山 お よび 


* PINT RAS Be 

1) Tomita, T. : Mem. Fac. Sci. Kyusyu Univ., Ser. D, Geol., 4 
135~161, 1954. 

2) 冨田 達 : 地球 科学 , 26.27, 36~51, 1956. 

3) Tomita, T. & Karakida, Y.: Mem. Fac. Sci. Kyusyu Univ,, Ser, 
D. Geol., 8, 25~34, 1958. 
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1) PROVE E DIYCH Zo 


姫島 な どの , WDMSZAIULLK 
山 帯 に 属す る 角 図 石 安山岩 類 
その 他 か ら 和 任意 に 選ん だ 安 山 
岩 か ら 分 離し た ジル コン 結 品 
TAM 56 UK BRET OR 
Be - WEORHL Ur. Hl 
表 に は 上 述 の 岩石 試料 を 示し 
TEES 


3. ジル コン の 分 離 


基山 岩 類 中 に 含有 され る ジ 
VAY ORI 76 BB TOF 
の 酸性 岩 類 に お ける BAO 
1/10~1/50 以下 , と き に は 
それ より 閉 し く 少 く , 一 般 に 
(ZHRD CHE CHS. MICE 
察 お よび 測定 に 必要 な 程度 の 
量 の ジル コン を うる た め に は 
花 賠 岩 な どの 場合 より も は る 
か に 多量 の 岩石 試料 を 必要 と 
する 。 つ ぎ に 安 山 岩 中 の ジル 
コン の 大 き さ は , まれ に は 長 
さ 0.5mm に 達する も の が 
ある が 普通 に は , FX 0.05 
~0.15mm. 1 0.03~0.07 
mm 程度 で ある 。 HVS 単体 
分 離さ れ た ジル コン 結 品 を う 
る た め に は BAR 料 は 大 体 
ー70mesh LL Fi RRS ZO 
と が 必要 で ある 。 

分 離 法 : 火山 岸 中 の ジル コ 
ン を 分 離す る に は 岩石 数 kg 
程度 を 用 い , 70mesh に 粉 
REL, これ を 数 個 に わけ , & 
ー カ カー 又は その 他 適当 な 容 
a” に 入れ 水 を 加え て pan- 
ning を 行う 。 

磁 鉄 鉄 その 他 比 重 の 大 きい 
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黒色 鉄 物 を 指示 鉄 物 と し て , それ ら を 洗い 流さ な いよ うに panning +3 2b Be gre 
の 中 に 濃縮 され た ジル コン を 得る 。 

Panning を 繰り 返し 丁寧 に 行え ば ぽ ば, 肉眼 的 に 殆 ん ど 黒 色 鍼 物 の み と 認 め ら れる も の が 
得 ら れる 。 数 個 に わけ た 試料 毎 に 同様 な 操作 を 行い , 最後 に 残 つ た BASE Hm TH 
燥 させ る 。 これ ら の 黒色 鉄 物 は , FAA PRR: FH VRK- WA ABI PORE 
伝 物 お よび ジル コン に 限ら れ , 長石 お よび 石英 な どの 軽い 鉱物 は 殆 ん ど 含 まれ な い 。 

次 に 上 述 の 比重 選 鍼 に よる 産物 を 磁力 選 鉄 する 。 筆者 が 使用 し た 磁 選 器 は 日 本 磁力 選 
SK K.K. (福岡 県 戸畑 市 ) #0 “high flux magnetic tester’) と 称 さ れ て いる も の 
で , 試料 を 少量 づつ と り , は じ め に HRA RE ( 約 5000 ガウ ス ) OY L CRG 
を 除去 し 次 に 高い 磁場 ( 約 15000 ガウス) CHEE - RE FOR ERMERET SO 
これ を 2 へ 3 回 繰 返 す と 非 磁性 讐 物 と し て 残る も の は 殆 ん ど ジ ルコ ン 結 晶 の み で あぁ る)。 

上 記 の よう に し て 得 ら れ た ジル コン を 肉 眼 に て , その 色 (ME) を 観察 し た 。 一 方 こ 
れ を バル サム で スラ イド グラ ス に 封じ こみ , 顕微 鏡 下 で 観察 な ら び に 測定 し た 。 以下 そ 
の 結果 を 述べ よう 。 


4. ジル コン の 色 ( 群 色 ) 


地質 年 代 を 異 に する 多く の 深成岩 中 の ジル コン の 自然 光 下 で の 色 ( 群 色 ) に は 種々 の 
色調 が あり , し か る も 一 般 に 同一 時 代 に 属す る 岩石 中 の ジル コン は 大 体 同 じ よ うな 色合い 
(hue)・ 色 調 (tone) を 示す こと が 冨田 教授 ら に よ つ て 認め られ , Wirtnsk) Ewa 
の 対比 と 地質 年 代 の 推定 に 利用 され て いる 。 

拓 山 岩 と くに 第 三 紀 お よび 第 四 紀 の 安山岩 中 の ジル コン に か ん し て 筆者 が ' 本 論文 で 取 
扱っ た 試料 は 第 1! 表 に 示す よう に 九州 産 の , し か も ご く 小 数 の 例 に すぎ な い が , LOB 
BACs, 色 ( 群 色 ) に は 淡紅 色 ・ ビ ンク 色 な いし 淡い ビン ク 色 ・ 無 色 ・ 淡 灰色 ・ 昔 補色 な 
いし 淡い 黄 福 色 な ど を 示す 。 こ れ ら を 第 2 表 の 如く 分 類 し た 。 表 か ら わ か る と お り , 第 
三 紀 の 交 石 容 山 岩 の 殆 ん ど 大 部 分 が ピン ク 色 な いし 淡い ビン ク 色 を 示し , 小数 の も の が 
UATE BUSSE FBT Go 

第 2 表 の 1 に 示し た 淡紅 色 ジ ルコ ン ESE RAISE KI RHC, 噴出 時 代 の 早期 
に 属す る も る ので, 年 代 は 中 新 世 末期 又は 鮮新 世 初 期 (本 1」) と 推定 され る も の で あり , (1) 
DARED - SEG AULA SEER MRAARORA ERT LOC, (13) の 流 紋 岩 
は (1) OBA*EHE, ARKOWDW AME LBA EN TWOSIOTCHSO 

Il の ピン ク 色 な いし 淡 ビ ンク 色 ジ ルコ ン を 含む 岩石 の な か で (3) EY (8) まで は 肥 
世 火 山区 の 代表 的 な る の で , 年 代 は 鮮新 世 初 期 な いし 末期 の 間 に 叶 出 し た と 考え られ る 
LOC, それ ら の 問 に お ける 時 代 的 差異 は 認め られ な い が 類 岩 噴出 の 順序 は 大 体 に お い 


1) 直流 の 高 磁力 分 離 試験 器 で 最高 16000~ 20000 ガウ ス の 磁束 を 有する 。 人 簡単 
な 装置 で ある る が , 作業 能率 は Franz の magnetic separater より も か えつ て すぐ 
NC US 0 

2) た だ し 黄 鉄 鉄 や , 殆 ん ど 非 磁性 に 近い ある 種 の チタ ン 鉄 鉄 な ど が 岩 夏 中 に 含 
有 き れる 場合 に は ジル コン 濃縮 中 に 同時 に 含ま れる 。 また 最初 の panning が 率 分 
で な いと 長石 や 石英 な ど が 混入 され る こと が ある 。 これ ら は 者 酸 で 処理 する と 藩 け 
去る ぅ 


A GK) GK YR A ab 


岩 


286 


SLL ELEEMEOX I BUGEOM ( ) * 


es a a 


oY md Be CEE ae ie (Ab W hal) optsopue -Ay-Sy (IZ) g@ MW Mw 
WE w TR Be ay (ERIN) oysopue -oySq--Sa (oz) AI 
Oo ma a in 6 WO, (SNORE) opsopue hq (gy) | 4S BEE 
4 EY FA eyisopue ‘oH (cz) Bo mM %& 
Him | OM: +s (SIGE) epsepue “Sq (ct) ae 
Y= eae Ren cence (MEME) osopue “Ad -“Bq-1Q (91) | MX @ BH 
4 TT Bel BAEC eysepue ‘oy “Sq-Aq (Zz) 
” EY NE Bt (ARH Y $f) opsopue ‘oy-Ig  (47z) 
cy hd TTT ES 38S es Set (HIME!) opsopue -oy-tq (ez) 
4 AIS Epa SE el (FRILL) oytsepue -Ad-1Q (gq) 
PARAL CH SEC as op BY eyIsopue ‘oy-‘3e- XH (ZI) 
¥ BY ’ (BREBVE) onsopue Sa (11) | gy pany 
" ENG “SHS IC HH SB a (ME) opsopue oy--Ay “8q-8y (OT) 
, I CLS NE, (BMBVuL) ensopue “hq (6 ) eS : 
’ We oy (HRB) onsopue Sey (g) | 品々 < al 
” TREY 4 ” (HATIEEY) 93tsepue -8e--Ay-19 (zg ) 
4 MEG LPC BE (AGF) 93tsePue 8e--Ay-19 (9 ) 
4 4 DCH YS ee (#MBT) opsopue Be--Ay (¢ ) 
4 AAD Cee ae (HMR) opsopue-ojroep -Ay-3By (rp ) 
2 Pe es SIGHS DRC ead (AMSG) oztsopue Be-ApZ (¢ ) | 
4 ゴ 回 94ISPULeMIL A (DE < 
Moe | Moy qoywneway ewosy-orserg a(s1) | Iaxenge| | 
Wee | i Hl 2 _ (@#) B | $x 
eee eS eee 


BoP NMYMOrcr wz 


2G 


GR RH“ 287 


て (3) か ら (8) に 向 つ て , 古い 方 か ら 新 し いも の へ 配列 し た 。 ま な た (9), (10) BEU 
(11) の 岩石 も 広義 の 同 火 山区 に 属し , 時 代 的 に は これ ら と は ば 同時 と 思わ れる 。 岩 質 の 
MCEEMD (3) か ら (11) まで の 岩石 の 大 部 分 が 同質 また は 類似 の も の で 紫 療 煙 石 ・ 
VALU CHS 

な お 以上 の 岩石 の ほか , 雲仙 火山 の BUbBLUOAEO BES - AMER hce 
有 さ れる ジル コン る も 淡い ビ ピンク 色 を 示し , この 群 に 属す る 。 さら に 大 分 県 両 子 火山 の 紫 
HEB ERUBPOSODINKAS. 

ここ で 雲 休 火山 お よび 両 子 火山 の 岩石 は 第 四 紀 の も の で あり , UNSW (BAKLKO 
第 三 紀 の 岩石 と 同系 の 色 を 示す こと は 注目 に 値する 。 

次 に I の 無色 な いし 淡 灰 色 を 示す も の に は 圭 島 火山 の 古 期 類 岩 (第 三 紀 ) と 思わ れ 
て いる , いわ ゆる 栗野 燈 岩 ( 含 ふ ん らん 石 ・ 煙 石 究 山 岩 ), AUK BB AUC BOOK 
Whee (輝石 安山岩 ) HLUADRAAEAWAS (ABER) BSS. 

最後 に , 非常 に 興味 深い の は , 1V ORME LKRBEREEBTSZLOC, 宮崎 県 
飯野 町 に , Reattcé DU CBM TS BB Kies (輝石 安山岩 ) の ジル コン が これ に 
属す る 。 そ の ほ み か , FRRUOKS (SHA AHGRWE, 第 三 紀 ) BLURS 
ee (RARE SRG RU - BOA) の ジル コン が 淡 黄 色 味 を 帯び る 。 

以上 述べ た よう に , 第 三 紀 お よび 第 四 紀 の 安山岩 中 の ジル コン の 色 (ME) は 大 体 に お 
いて 時 代 に よ ょ つて 差異 が あり , 時 代 の 古い 岩石 中 の も の が 新しい 岩石 中 に お ける も の に 
比較 し て 色 が 濃く , 後者 で は 淡い 令 向 が ある 。 し か し その 例外 る も 少く な く , 例え ば 第 三 
ROD IRE KI KO ¢ OFF BRS t POMOBIAL その 他 の 岩石 中 の ジル コン と の 
間 に は 色 の 相違 は 殆 ん ど 認 め ち られ な い 。 し か し 後述 する 如く 結晶 の 大 き さ ・ 卓 相 お よび 
卓 澤 な ど で は 著しい 差異 が ある 。 ま た 却 島 火山 新 期 糖 岩 の 如 く , SRURO 若い 岩石 中 
に 含有 され る も の が , 濃い 色 の , すなわち , 黄 礼 色 を 示す 事実 は 注目 すべ きこ と と 云 わ 
ね ば な ら な い 。 

な お この 問題 に つい て は 後 で 顕微 鏡 下 の 観察 結果 の 事実 に 従 つ て 考察 し た い 。 


5. 結晶 の 大 き さ ・ 伸 長 比 


REE: 変 山 岩 中 の ジル コン の 大 き さ は 前 述 し た よう に 一 般 に 細 粒 で 大 体 0.04x0.02 
mm な いし 0.35 x0.10mm の 立 状 結 品 が 多く 時 に は 長 さ 0.45mm 程度 に 達する 長 柱状 
EEO DSZ. RIMMER Wat ANAK 」 岩 お よび 流 紋 岩 に お ける も の と を 比較 する と , 
前 者 の ジル コン が 後者 の それ より さら に 一 般 に , より 細 粒 で ある 。 す な わ ち , MARA 
の 場合 に は , ジル コン の 大 き さ は 約 0.04x0.02mm な いし 0.25 x0.10mm, まれ に は 
0.25 x0.05mm に 達する こと が ある が , 大 部 分 は 0.15 x0.07mm 以下 の 大 き さ を 有 有 す 
Bo 

一 方 , AMPGRUEH LUMALE CI, ジル コン の 大 き さ は 約 0.08 0.05mm な いし 
0.25 x0.15mm の 尊 状 結 品 で あり , 時 に は 0.40x0.05mm の 長 柱 状 結 品 が ある 。 

伸長 比 : 次 に 数 個 の 代表 的 な 岩 右 に お ける ジル コン 結 品 の 伸長 比 (し /B) を 測定 し , 
その 大 き さ の 箇 囲 を 第 3 表 の 如く エ より VIII まで の 8 群 に 区 分 し , 4HORKRE AR 
(未だ な s 

次 に この 表 に も と づい て 第 1 図 に 伸長 比 一 頻度 曲線 を 示し た 。 図表 か ら 明 ら か な 如く 
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bw a 
@ 煙 安 山 岩 中 の ジル コン 
り 角 隔 石 安山岩 


CH Hi 


第 5 図 S-C-D 図 


@ Tyroxene andesite 
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第 6 図 A-G-M 図 


290 ok yy Oh RSS 


BF | I Il V V Vl Wl Vil 


L/B 
て 1~1.51.6~2.0l2.1 へ ~2.512.6~3.03 .1 へ 3.5|3.6 へ 4.04.1 へ 4.5| 4.6~ 
No 


5 1 61 28 7 2 1 1 0 0 
ie 2 37 43 |, 20 0 0 0 0 0 

3 43 38 10 5 1 1 0 1 
“a 4 44 38 9 2 3 1 1 2 
% 5 16 63 17 1 1 0 0 2 
a 6 67 20 5 3 2 0 1 2 


1 Zircons in hypersthene-augite andesite, Bispace 

2 ” ” ” , ESR 

3 2 in augite-hypersthene dacito-andesite, Wika 
No. 4 ” in biotite-hornblende andesite, Z2(|/S U4 

5 

6 


2 in pyroxene-bg. hornblende andesite, [jl 
” in hornblende andesite, 由布 岳 


伸長 比 エ (1 へ 1.5) ORSPAIIE IT (1.6~2.0) DBO LOMB Bwo 故に 伸長 比 
1 へ 2.0 D#HD b> DMATKOIZIE 80% 内 外 を 占め る 。 そ し て 伸長 比 の 大 きい 例え ば 
3.1 以上 の も の は 19% 以下 で ぁ る 。 

ここ で 粗 石 安山岩 と 角 軸 石 安山岩 の 場合 と を 比較 する の に 全体 的 傾向 で は 一 致す る が , 
交 石 安山岩 中 の ジル コン で , SHIRL OH II 群 の 方 が 頻度 が 大 きい 場合 (EAU 
KEG) が ある 。 

また 伸長 比 の 大 な る も の に つい て みれ ば は , ABER BUCS BE LSC ERR TT, 
伸長 比 の 大 な る も の が 僅か な が ら 多 い 。 

石 安山岩 類 の 中 で 肥 葉 火山 区 の も の は 伸長 比 が と くに 小 で 殆 ん ど 2.5 以下 で あぁ る 
(第 8 図 , 1 へ 6)。 


6 BSHbBILUVARB 


mat : 前 述 し た よう に 安山岩 中 の ジル コン は 多く は 細 粒 また は BRORBBEAS, & 
数 の も の が 長 柱状 の 自 形 結晶 で ある 。 上 記 の ほか 時 に 融 触 その 他 に ょ つて 丸 味 を 量 す る る も 
の , また は 破砕 形 を 量 す る も の , また は その 他 の 不 規則 交 形 状 を 示す も る の が 認め られ る 。 

自 形 結晶 の 品 相 は 様々 で ある が , その な か で 第 2 図 に 示す 如き 5 つの 型 の も の が が HY 
普通 で ある 。 FONE a b, c, d お よび e 型 と し , これ ら 5 つ の 型 に お ける 頻度 を 第 
4 表 お よび 第 3 図 に 示し た 。 図表 か ら 明 ら か な よう に , 5 つの 型 の うち も で, c, dBL 
び e 型 の 頻度 が 大 で , a お よび b 型 は 比較 的 に 小 で ある 。 次 に 此 度 の 比較 的 大 な る c,d 
お よび e 型 の 3 つの 型 の うち では, 一 般 に , d 型 の 頻度 ボ が 最も 大 で ある 。 

次 に 第 4 図 に 示す よう に 交 石 安山岩 中 の ジル コン と 角 関 石 安山岩 中 の ジル コン と を 比 
較 す る と , 一 般 に , 後者 に お いて d 型 の 頻度 が 著しく 大 で , 他 の 型 は 無視 され る 程度 に 小 
CHSo OMIM MARU HOY Vay Ck, dd 型 結 品 の 頻度 が 最大 で は ある が , そ 
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第 4 を OR 
A. 琉球 火山 帯 
x » beers g | eo | eae | ame 
a BEG Ne SPADA CLR NSC 
1 9; 0|54|2%|12| 9|52|39 | 12 | 14 | 74 
5c 2 || 28] 16] 23] 26] 7 | 43 | 23| 34 |] 15 | 22 | 63 
3 0 | 36| 21} 27 | 16 |) 35 | 21 | 44) 3 | 20| 77 
i 第 4 0|51| 0| 41] 8] 51) 0|49| 5 | 29] 66 
te 5 1| 0] 1/63/35] 1] 1/98} 4/95] 71 
? 6 6| 0| 25] 40| 30] 6 | 25] 69] 6 | 23] 71 
jot 7* Aci ee al Se ee eee 
区 = 8 4| 0|64| 21/11] 4] 65| 31) 0 | 11 | 89 
Je 9 0; 0|66| 22/12 | 0 | 63| 37 || 10 | 24 | 66 
ti a 10 1/ 0] 8|89| 2] 1] 8| 91} 3] 29] 68 
= 11 1|0| 9|84| 6| 1| 9l90|| 7|27166 
7a 
12 0| 0] 22] 50] 28] 0 | 22) 78] 2/12] 86 
13 0| 4/29] 49/18] 4/29] 67] 5| 6| 89 
gage | VU 0| 0/77! 1] 22] 0| 78| 22} 2) 15] 83 
g is 15 9 | 49|22| 7/13 || 57| 22 | 21 |) 11 | 95 | 54 
BE 
1K 16* SS 
山 第 四 紀 17* 
18* oy eee 
桜島 火山 | 第 四 紀 19* 
gaia | 20 0| 0! 70114116] 0 | 64| 36] 15 | 13 | 72 
Fee ie | i ] 
Peder XY | 2 | 7/ 0] 22/67] 4] 8] 0] 92] 2/19] 79 
第 四 紀 29% = 
B. 大 山 (AW) 大 山 帯 
23 OMOEA 1] 5/94] 4] 20] 76 
雲仙 大 山 | 第 四 紀 | 24 0] 0] OG 2] OO 166 
由布 火山 | 第 四 紀 | 25 o| o}| 3] a TO 0 97 || 2 | 10 | 88 
両 子 火山 | sg | 26 o| o| 2/96] 2] 0] 21/98] 0 | 22] 78 
姫島 火山 | 第 四 紀 | 27 4| 0} 5/88| 3] 4] 511100 "51 49 
* ジル コン の 結 品 粒 が , きわ め て 微量 か 破砕 , MARISA IS 7 PIER EIUT 


WADIA: GRE AHA SD Do 

Nos. 19, 22 は 極め て 僅か し か ジル コン を 含ま な い 。 

Nos. 7, 16 は 太 砕 片 や 融 人 触 さ れ た も の が 多く 唱 相 品 肖 は 不明 確 。 

Nos. 17, 18 は 殆 ん ど 全 て の 結 品 が メタ ミク ト 化 作用 を 受け て いる た め 品 相 ・ 
HEEB CH Bo 
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の ほか こと c 型 あ よ び e 型 も 可 成 り 大 で ある 。 b 型 ジル コン 結 品 は 交 石 安山岩 で は 和 区 に は 50 
9% も 含ま れ て いる こと が ある が 一 般 に は 殆 ん ど 含 まれ な い 。 ま た る a 型 ジ ルコ ン 結 晶 は 導 
石 安山岩 お よび 角 関 石 安山岩 の 両方 に 含有 され る が , その 頻度 は 一 般 に 非常 に 小 で ある 。 

次 に , alle kUbMe Tracht-S), c 型 を Tracht-D, d 型 お よび e 型 を Tracht- 
C と し , これ ら 3 者 の 関係 を S-C-D 三角 図 に 示す と 和 貸 5 図 の 如く で ある 。. COMM 
お いて 交 石 安山岩 の 場合 と 角 関 石 安山岩 の 場合 と を 比較 する の に , 後者 の ジル コン は 欧 
ん どこ c 頂点 より に お ちる も の の み で ある が , 前 者 で は 可 成 り ぼ ら つい た HBC BAN 
分 布 す る 。 

輝石 実 山 岩 中 の ジル コン で 肥 栗 火山 区 に 属す る も の は 大 体 に お いて 次 の 3 群 に 分 けら 
れる よう で ある 。 す な わ ち (1) S 値 が 小 で C 値 に と む も の , (2) S 値 が 小 で D 値 に 比較 
人 的 と む も の , お よび (3) 比較 的 に S 値 に と む も の 。 こ の うち , (1) に 属す る 岩石 は 野外 
お ょ よび 舎 内 研究 の 結果 , マグ マ の 混成 叉 は 同化 作用 が 顕著 に 行わ れ た と 考え られ る る も 
DCHOCTEOUMIZ OVERLY LBA SENSBECHSO 

EE: MICY VIyvOMR? BER, AMBLUG B® の 三 型 に 分 類 し , 各々 
の 間 に お ける 関係 図 を 第 6 図 に 示し た 。 AME 冨田 り の 花 賠 岩 その 他 の 深成岩 中 の ジル 
コン の A-G-M 図 と 上 比較 する と , 深成岩 中 の ジル コン で は 大 体 に お いて は ASO 又は 
M40 な る 2 群 に 分 けら れる 傾向 が 認め られ る が , 安山岩 中 の ジル コン の 場合 に は A=0 
~15% (その うち の 大 多数 が 1098 LIA), G=50 へ 9096 の 箇 囲 内 に あつ て 比較 的 に 
密集 し て あり , 深成岩 中 の ジル コン の 品 癖 と は か な り 異 つた 傾向 を 示す 。 

次 に , 輝石 安山岩 中 の ジル コン と 角 関 石 安山岩 中 の ジル コン と を 比較 する と , 後者 に 
は 前 者 に 見 られ る よう な A の 大 きい も の が な い 。 


7. 不 規則 形状 の ジル コン 
前 項 で 述べ た 種々 の 唱 相 を 示す 結 品 の ほか に , 次 の 如き 種々 の 不 規則 な 形状 を 量 す る 
ジル コン が 顕 微 鏡 下 に 観察 され る 。 す な わ も ち も , 
1) BRORUSBRES 1 THRE BT ZO 
2) 破砕 形 を 呈す る も の 5) 
3) いわ ゆる metamictization の 結果 コロ ナ 構 造 を 呈す る も の 


1) 冨田 (1958) に な らい , Niggli 分 類 (Niggli, 1924, 641) に 準じ た 。 

2) 肥 葵 火山 区 全域 に つい て の 岩石 の 岩石 学 的 研究 か ら 本 源 マ グマ が 堆積 岩 を 温 
成 同化 し た 影響 が 大 きい と 考え られ る 。 

3) 冨田 に より , 唱 癖 を 柱 面 の 相対 的 の 広 さ に よ つ て 次 の 如く 分 類 し た 。 

HR A ;a 面 の みな, 又は a>2m 
ヶ M;m 面 の な, Rik m>2a 
MG 2m>as>m Nii 2Za>m>a 

4) A=0, G=M の 点 は 姫島 火山 の 角 関 石 安山岩 中 の ジル コン で ある 。 

5) BABE RT SD OMIA BH ORI 破砕 され た も の る 当然 差 え られ る 。 
し か し ある 試料 で は 殆 ん ど 破 砕 片 を 含ま ず , また 別 の 岩石 試料 で は , BREESE 
に 含む 。 岩石 試 料 は 先 づ 荒 割 り し た 後 , crusher で くだ き , 鉄 の 乳鉢 で 粉砕 し た 。 粉 
砕 に 要する 時 間 は 岩 質 に よ つ て 異 る が -70 mesh の 盗 料 を 元 の 岩石 の 1/3 B53 
程度 で すま し 長く 時 間 を か ける こと に ょ つて , 結晶 片 が 破砕 され る の を 少く し な た 。 


1 へ 3 : Bie (No. 4), 4,5: RI. RHR (No. 10), 6,7: EB 
wey (No. 5), 8~11 : MARE (No. 9), 12, 13 : BaF (No. 16), 
14, 15 : ABS (No.7), 16: Be -kiieee (No. 18), 17: ジ 
ルコ ン の 系 帯 構造 


正 記 の うち (1) お よび (2) は 同一 試料 中 に 同時 に 含有 され る こと も ある が , その 場 
合 に は 普通 2 者 の う ちの 何れ か が 他 に 比較 し て 優 つ て いる 。 WAIL LH (No. 5). 
BER (No. 4) BLUMAREEH (No. 9) で は 第 7 図 2 お よび 第 7 図 6~11 OM 
BORE CARE BUS LORS, WHS 小 量 認め られ る 。 Hh, iH 
(No. 16). ABguusHe (No. 7) Phiifketitee (No. 21) の 場合 に は , FAA EAE 
分 の 結 品 が metamictization を 受け た た め に FAAAAAMIMAVIA 確認 出来 な いこ と が ある 
(第 7 図 16)。 


8. ジル コン の metam ctization に つい て 


ここ に 取扱 つた ジル コン の 中 で いわ ゆる metamictization を 受け た も の は , Bas 
UPEAEIC BO CH7M 16 お よび 第 8 図 8 に 示す よう に , 結晶 の 内 核 は 変質 し な 
い 正 常 ジ ルコ ン で その 周囲 か ら , 等 方 性 叉 は 弱い 複 屈折 を 示す 淡 黄 礼 色 の 物質 に よ つ て 
変質 交代 され て , 一 種 の コロ ナ 構 造 を 示す も の で ある が , な か に は 結晶 全体 が 殆 ん ど 変 
質 さ れ て いる も の が ある 。 な お この よう な metamictization に よる aut Hae As 
る も の は 上 記 の ほか , KAORI - THEA KIUA ( 変 朽 安山岩 ) その 他 2, 3 の 
岩石 中 に も まれ に 認め られ る 。 コ ロナ 構造 の , 淡 昔 神 色 を 時 する WARE BATE 
離 に よる 産物 で あろ う 。 

この 論文 で 取扱 つた 岩石 試料 の な か で は , . 地質 時 代 の LY Bi BK LL BEI HNC 
含有 され る ジル コン の 殆 ん どす べ て が malacon 化 作 用 を 受け WRB BAU CWS 
Kid ¥ DH CRUVRIEAT AE LLL RDM Mo 

ジル コン の metamictization, すなわち malacon / 化 作用 は , 冨田 の 談話 に よれ は ば, 
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第 8 図 ジル コン の 頭 微 鏡 写真 


7 OS 


OE AS 


Se 4 
eK Bike 
Sh > Yj 


を 
9 | 
sei 


1: pb keke (No. 2) (ACMI) 品 相 は a, b, c お よび 4d MARAE 


4 A i 
程度 含ま れる (x42), 2: falioiieeed (No. 3) (同上 ) 品 相 は b BLU d 弄 


BA( cHLU eS CA 3 : Yates (No. 4) (同上 ) Hit 
人 触 さ れ て 丸 味 を お び た り , 又は 破砕 片 を 含む 。 ジ ルコ ン の 唱 相 は 殆 ん ど b お よび 
Cd A (x42), 4: 鹿児島 県 長嶋 , SER (No. 10) AFA PAHS 
が d 型 で 角 図 石 安山岩 中 の ジル コン に 酷似 する (x42), 5 : (同上 ), GAGE 
(No. 11) 第 4 図 の 場合 と 類似 する (x42), 6 : 鹿児島 県 大 口 鉄山 産 流 紋 岩 中 の 
Vay (No. 13) qatdtk c, d お よび e AM, Oo & に 長 柱状 結 品 が 認め られ る (x 
42), 7 : BeBe (BB KY) (No. 14) ジル コン の 破砕 片 を 多量 含む (x42), 
8 : BBVA (No. 18) ジル コン は メタ ミク ト 化 作用 を 受け て 特異 な コロ 
THEE EA (x42), 9 : BalRe - Geile (No. 20) 破砕 片 を 著しく 多く 含 
Lo 不 規 則 形 状 の も の の 大 部 分 は イル メ ナ イ ト 。 (x42), 10 : 雲 人 火山 妙見 岳 
の 黒雲 母 ・ 角 関 石 安 山岸 中 の ジル コン , BR OER LED % DICE L SER DEL 
く 大 で ある (No. 24) (x42), 11 : 大 分 県 , 由布 岳 (No. 25) 大 部 分 が 短く 太い 
d 型 結晶 で ある が 長 柱状 も 含ま れる (x42), 12: 同上 姫島 (No.27) Bees. - 
ANAK. 10 お よび 12 の ジル コン は 殆 ん ど d 型 結晶 で ある (x42) 
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次 の 3 要因 , すなわち 

1) ジル コン が metamict < な る 条件 , すなわち 主として ジル コン の 結 品 構造 

2) 放射 能 源 (U, Th な ど ) が ジル コン 結晶 の 内 部 に あつ た か 又は 外部 に あつ た か 
3) 時 間 の 経過 
% EIRBAN SEW 

Bama POY VayYO metamictization は 上述 の どれ に 基 因 する も の で あろ 
うか 。 

ジル コン が 捕獲 結晶 と し て , 古い 時 代 の 岩石 か ら 由 来 し た る も る の で あろ うみ か 或 は その 
ジル コン の 結 品 構造 上 , metamict され 易 い 条 件 が 備 わ つ て いて それ に 支配 され た も の 
か , 又は 放射 能 源 の 問題 に ある の か , 何れ も 可能 性 の あぁ る 因子 と し て 差 え られ よう が し 
か し この 問題 に つい て は 盗 料 が 貧弱 で あぁ り 今 後 の 研究 に まつ こと と し , ここ で は 事実 だ 
け を あげ て 成因 問題 に は 触れ な いこ と と する 。 


9 2 & 構造 


YW ay Reis 7h OC Ll BG HE CART VOMBDHLNS, すなわち, 大 分 県 両 子 
Kilkee 6 £ URE KWKO REAR EOY Vay hic 第 7 図 17 に 示す 如き 
RPHaGCRTVORHSM, 一 般 に は 変 山 岩 中 の ジル コン の 場合 に は 少 い よう で ある 。 


10. ジル コン の 包 有 物 


ジル コン 中 に は , 岩石 試料 の 相違 に よ つ て 包 有 有 物 を 殆 ん ど 含 まな いも の と 著しく 多量 
に 含む も の と が 認め られ る 。 例え ば LOS MARA - RE-AMBBLU ARE 
Kea SKEW: ORES LOMFAKUABPO ジル コン 中 に は 展 々 多量 の 包 有 物 
を 含有 する 。 

包 有 物 は 多く は 細長 い 針 状 結 品 で AKA Bons), 一 般 に ジル コン の 伸長 方 向 と 
平行 で ある 。 そ の は ほか 滴 状 物質 な ど を 含む (第 7 図 1 ユ へ 11)。 


ll. 要 約 


九州 地方 の 主 な 安山岩 類 ) すなわち も 第 三 紀 琉 球 火 山 帯 に 属す る 肥 臣 火山 区 の wR LL 
BE, 第 相 紀 琉球 火山 帯 の 代表 的 石 安山岩 類 お よび 第 四 紀 の 火山 で ある , いわ ゆる 大 
山 火 山 帯 に 属す る 雲仙 , 由布 岳 お よび 両 子 山 な どの PPI Me Opie 副 成 分 と し 
て 含有 され る ジル コン を 分 離し , 主 に た その 色 (FR) - MAE - A RES Be 
定 し た 結果 を 簡単 に 要約 する と 次 の と お り で ある 。 

1) 肉 服 観察 た よる ジル コン の 色 ( 群 色 ) は ここ に 取扱 つた 試料 で は (1) 淡紅 色 な い 
し ビン ク 色 , (2) ピン ク 色 な いし 淡い ピン ク 色 , (3) 無色 な いし 淡 灰 色 , (4) Bear 
いし 淡 黄 福 色 に 分 類 さ れる が , これ ら の う も 第 三 紀 の 央 石 中 の も の は 殆 ん ど (2) OR 
し , 第 四 紀 の 岩石 中 の も の は (2) お よび (3) に 属す る 。 ま た まれ に (4) の 色 を 示す 場 
合 が ある 。 

琉球 火山 帯 で の 第 三 紀 安山岩 中 の ジル コン と 第 四 紀 容 山 岩 中 の ジル コン で は 一 般 に 前 
者 が 淡い ビン ク 色 を 帯び る の に 対し て 後者 は ピン ク 色 を 示さ ず , 無色 , 灰色 , 淡 黄 補色 
な ど を 量 す る 。 し か し 一 般 に 第 四 紀 容 山 岩 中 に 含有 され る ジル コン は , 第 三 紀 の 岩 石 に 


Bie 
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紀 較 し て その 量 が 閉 し く 少 いか また は 桜島 ・ 阿 藤 な ど に お ける 如く 殆 ん ど 含 まれ な いり リ 。 

2) 安山岩 類 中 の ジル コン 結 品 の 大 き さ は 一 般 に きわ め て 小さ い が 輝石 安山岩 中 の ジ 
ルコ ン は 角 関 安山岩 中 の ジル コン より も さら に 小さ い 。 すなわち 前 者 で は 0.04x0.02 
mm な いし 0.25x0.10mm, 後者 で は 0.08x0.05mm な いし 0.25x0.15mm OI 
結晶 が 普通 で ある が 長 柱状 結晶 も 少量 認め られ る 。 

次 に 伸長 比 は 全般 的 に みて 1 へ 2.0 の 箇 囲 の も の が 80% を 占め る 。 そ の うち 1~15 
又は 1.6 へ ~2.0 の も の が ビー ク を 示す 。 

3) 次 に 品 相 お よび 品 癖 を 夫々 SHEL 3 ANC PMLA OBE BLUBAME LE 
ML. OCR, 明らか に 安山岩 中 の ジル コン の 唱 相 お よび 品 癖 と 深成岩 中 の ジル コ 
ン の それ と は 異 る 傾向 が み ら れ る 。 ま た MERWBHOY Vay LANBAWBHOD ジ 
ルコ ン と を 比較 すれ ば , 両 種 の 問 に は 可 成 り 相 違 が だ が み られ る 。 

また 一 つの 大 山区 域内 で は ジル コン 結晶 の 卓 相 お よび 品 癖 に は 類似 性 が ある か Barts 
これ か ら 研 究 を 進め て ゆく 段階 で あぁ つて 現在 の と ころ まだ 不明 で ある が , IE AKUKOM 
石 究 山 岩 中 の ジル コン を 例 に と る と , それ ら の 間 に は 可 成 り の 差異 が 認め られ る 。 し か し 
例え ば 琉球 火山 帯 と 大 山 火 山 帯 の 音 石 中 の ジル コン と の 問 に は 明か に MEMRAM SNS 

4) 多く の 岩石 中 に は ジル コン の 自 形 結晶 の ほか 融 触 され て , EPIX NC WK 
EHUAZ COD, BURRS OBR ES RKSELERDS. 破砕 結晶 の 一 部 は 勿 
論 岩 右 粉 循 時 に お ける も の も ある が 殆 ん ど 同 じ 方 法 で 同じ 程度 に 粉 循 し 分 離し た ジル コ 
ン 中 に , AER ESET 自 形 結 品 の み の 場 合 が 少く な い の に 対し , 一 方 ある 試料 
で は 著しく 多 基 の 破砕 片 を 含む 事実 な どか ら 療 える と , 破砕 結 品 は ジル コン 自身 の wR 
性 に 差異 が な い 限 り で は , BAO MEDIA BT CUS 破砕 され て いた の で は な いか と 思 
われ る 。 

そう で ある と すれ ば , 融 人 触 形 叉 は 破砕 片 を 普遍 的 に 含む 岩 右 で は , マグ マ の 混成 作用 
叉 は 同化 作用 が 行わ れ た と 推定 され る 力 な 証拠 と し て これ ら が 療 え られ は し な いか 。 
例え ば 肥 想 火山 区 の 岩石 で 鬼 岳 系 お よび 上 場 系 の 岩 右 の ジル コン に BARB ART BOD 
Bh, 矢 管 岳 帳 岩 に は 少 い こと は , 前 者 で は マグ マ の 混成 作用 ・ 同 化 作用 が 有力 に 働き , 
後者 で は それ が 少 い と 筆者 が , 岩石 学 的 な ちび に 岩石 化学 的 研究 か ら 結論 し た こと を 裏 
が きす る も の で は な か ろう か 。 

5) 霧島 火山 新 期 姓 岩 に お ける よう に , 殆 ん ど 大 部 分 の ジル コン 結晶 が metamictiza- 
tion を 受け て お り , 需 明 な 正常 ジル コン が 殆 ん ど 含 まれ な いこ と が ある 。 MLWRBER 
の ジル コン が この よう な 変質 作用 を 受け て いる の は , 古い 時 代 の 岩石 か ら 由 来 し た 捕獲 
ita CHD Mo 或いは ジル コン の 結 品 構造 US BARRO AEC 帰せ られ る べき で あ 
ろう か 。 何れ も 可能 性 の ある 因子 で ある が , 本 問題 は ジル コン 研究 に 課せ られ た 多く の 
未 解 決 の 問題 と と も に 将来 の 詳細 な 研究 に よ つ て 解決 され る べき 重要 な 課題 の 一 で あろ 
Dro. 


1) Rib KIER, BLUMER OBRS, 岩石 容 料 と し て 約 15kg 用 いた 
が ジル コン の 結 品 料 は 極め て 僅か 数 える 程度 し か 得 ら れ な か つ な た 。 

STOMA IGS £ URE IEC OW TOA 10kg 程度 使用 し た が , きわ め 
て 竹生 し か 分 離 出来 な か つた 。 HRC SAL OWNS RUNS YO Vik 非常 に 少 
WN ZR 
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四国 三波 川 結晶 片 海中 に 見 られ る 和 磁 鉄 鉱 ・ 
赤 鉄 鉱 の 産 状 と その 微量 成分 に つい て * 


On the occurrence and the minor elements of magnetite and 
hematite from the Sambagawa crystalline schist in Shikoku 


山 岡 一 #& (Kazuo Yamaoka)** 


Abstract : On the magnetite and the hematite from the cupriferous 
iron sulphide deposits, such as the Shingu, Shirataki, Sazare, and Kotsu 
mines, occurring in the Sambagawa crystalline schist zone, the writer has 
chiefly investigated occurrence, various textures under the ore-microscope 
distribution of minor elements and magnetic property. 

It is the purpose of this paper to give some interpretation on the 
genesis of Kieslager. 


1. 緒 B 

COB = AReaoH a Pick 赤 鉄 鉱石 英 片 岩 ・ 鏡 鉄 鉄 石英 片岩 が 薄 層 と し て 広く 分 布 
する こと ょ と, 層状 合 鉛 硫化 鉄 鉄 石 に 接し て その 上 毅 あ る い は 下 毅 側 に 磁 鉄 鉱石 英 岩 が 存在 
する こと は 以前 か ら よ く 知 られ て いる 。 

筆者 は Kieslager の 成因 考察 の 一 資料 を 得る 目的 で , 三波 川 系 結晶 片岩 中 に 用 胎 す る 
新宮 ・ 和 白洲 ・ 佐 々 連 ・ 高 越 各 Kieslager 近傍 に 見 られ る 磁 鉄 鉱 ・ 赤 鉄 鉄 の 産 状 ) その 化 
学 成 分 並び に 微量 成分 それ ら と 含 銅 硫化 鉄鉱 と の 関係 に つい て 主として 研究 し て みた 。 

この 研究 に 関し て は 新宮 銘 業 所 佐藤 寛一 所 長 , 植原 直 敬 ・ 岡 明 政 両氏 , 白 漠 鉱 業 所 佐 
Rik KEGAMAR, 佐々 連 鉱 業 所 大 喜多 義一 前 所 長 , 金 尾 直 才 ・ 右 川 順一 ・ 平 
田 洋一 の 諸氏 , 高 越 録 業 所 岡村 昇 所 長 , 峰 賢 一 氏 等 を は じ め , 各 鉱 業 所 の 方 々 か ら 種々 
の 御 協 力 を 頂い た 。 ま な た 分 光 分 析 で は 東北 大 学 植田 良夫 助教 授 , 磁気 測定 で は 同 大 学 前 
FARE, 化学 分 析 で は 今野 弘 氏 か ら 御 親切 な 御 助 力 を 頂い た 。 ここ に 以上 の HR 
に 厚く 感謝 の 意 を 表す る 。 

本 研究 中 多く の 御 教示 と 御 鞭 捧 を 頂い た 竹内 常 彦 教授 に 深 基 な 調 意 を 表す る 。 また 分 
光 分 析 回 械 の 使用 を 許可 され た 東北 大 学 岩 石 鉱物 鉱床 学 教室 に あわ せ て 調 意 を 表す 。 


2. 三波 川 系 結晶 片 夫 中 に 見 られ る 磁 鉄鉱 ・ 赤 鉄鉱 の 一 般 的 産 状 


三波 川 系 結晶 片岩 中 , 磁 鉄 鉄 ・ 赤 鉄 鉄 を 著しく 含む 岩石 に は 次 の よう な も の が ある 。 
i. 石英 質 岩 石 

a. 赤 鉄 鉄 石英 片岩 ( 薄 層 で は ある が 分 布 は 広い ) 

b. 錯 鉄 鉄 石英 片岩 (例え ば 千 原 ・ 佐 々 連 鉱 山 な ど ) 

* 日 本 地質 学会 第 66 年 会 に お いて 講演 し た も の を 一 部 補足 し た 。 


** 熊本 大 学 理学 部 地学 教 稼 
1) 例え ば 鈴木 醍 , 日 本 結晶 片岩 , 岩波 講座 , 1932. 
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岩石 


SK tn Gk RAB 


fe} 


d. 
@ 


7 &) 


me 


ii. 


緑 泥 石 質 も て しく は 角 関 石 質 岩 右 
a. 赤 鉄 鉱 緑 泥 片 岩 ( 緑 泥 片岩 中 に し ば し ば 見 られ , ARBRE 1mm DAD 


層状 を な し て 存在 する こと が 多い ) 


aoe 


e. 


ZNEOIY, Hire i. bre, it. b 
SIE FA 


近傍 に 見 られ る こと が 多く 


. SSK (石英 ) 緑 泥 片岩 (A 
・ 磁 鉄 鉄 緑 泥 も し く は 角 際 片岩 
鏡 鉄 久 磁 鉄鉱 緑 泥 も し く は 角 隊 片 岩 (例え ば 高 越 鉄山 ) 
BRORGKBERZE th & Sts RARE IT 28 « BRU ASBUT 28 72 E On 

~d は 含 鉛 硫 化 鉄 体 と 相 接 する か , も し く は その 


えば 高 越 鉄山 ) 


と 同様 に 格 曲 する 。 


. REBRGK (FRE) 石英 片岩 (例え ば 別 子 ・ 自 滝 ・ 新 宮 久 山 な ど ) 
鏡 鉄 舗 磁 鉄鉱 石英 片岩 (例え ば 佐々 連 ・ 新 宮 鉄 山 な ど ) 
. 磁 鉄 鉄 ザ クロ 石 石英 片岩 (いわ ゆる “ 赤 は ぶ ぷ ”, 例え ぼ 別 子 ・ 佐 々 連 ・ 白 滝 鉄山 


(ZHU - fe -23H - SRBKLU Ze E) 


また その 消長 は 必ず し も ゃ も 含 


SABE SEIKO MEE LUE BET, その 連続 性 も る 一般 に は さほど 著しく な い 。 

以上 は いずれ る も 石英 質 岩 ある い は 緑 泥 石 質 岩 中 に 磁 鉄 鉄 ・ 赤 鉄 鉄 が 含ま れる も の で あ 
る が (度々 磁 鉄 鉄 ・ 赤 鉄 伏 は 理 酸 塩 鉄 物 よ り る も 容積 比 そ お いて 多量 に な る こと が あぁ ある), 
っ ぎ に 述 べ る 新宮 鉄山 の 層状 磁 鉄 鍼 は 殆 ん ど 磁 鉄 鉄 の みか ら 成 り , 脈 石 鉄 物 の 極め て 少 
な いも る の で , その 産 状 と と も に 注 且 に 値する 。 


3. 新宮 鉱山 産 層 状 磁 鉄鉱 
新宮 鉱床 * は 吉野 川下 部 層 和 群 中 の 川口 層 の 緑色 片岩 (部 分 的 に は 薄い 石 量 片 岩 を 伴う 


Sei GL EGR OOK ch OREGROK (斜線 の 部 ・… 


conc. HCl に は り 容 
ferrite ( 自 色 部 … 
と 思わ れる も の の 共生 


愛 怒 県 字 摩 那 新宮 村 


木村 
JE TAR : 
FPIERS * 
渡辺 武男 : 


の nr ot 
トン ーーー x 


NZ 


conc. HCl に 侵さ れ 難 し ) 


A ass 
ISO 


) & magnesio- 


小島 丈 児 : 地質 雑 , 57, 177~190, 1951. 
TE, EAM : 地 調 月 報 , 3, 1~10, 1952. 
地質 雑 , 59, 363~371, 1953. 
SKEET, 9, 137~149, 1959. 
鉄山 地質 , 7, 87~97, 1957. 
堀越 Al: Skee, 8, 33~40, 1958. 


こと が あぁ ある) 中 に 肥 胎 し た 
Ok FE CB SZ Ys2)2)3)4), 
= CULE ST CSR EE 
FBLC RER KALE 
る 。 こ の 鉄 石 中 に は 典型 的 
の 腹 庄 構造 の 見 られ る こ 
と は , すでに YD"). 
MO RM RMESNKR FC 
DREGRGKEKD 1b 5 Be FD 
は , 第 1 表 (BR no. 

1010, 1011) か ら 知 られ 
る EAD OITON 

MnO SHS NAW BH 
BCShSZ2LL, MgO a 


> 
how 
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第 1 表 層状 磁 鉄 鉄 お よび 含 鉄 石英 片岩 の 化学 成分 


\ eG 新 es hk = 
、 試料 番号 | No. 1010 | No. 1011] No. 1012 | No.8. 23.4 | No.8. 26.3 
\ aby g & : 
化学 成分 ~ RE) mma | Rprmakek (PASE) SURGES | SURGES 
JN er i ie =i Are 

SiO, 9.21 % 9.28 | 90.26 %| 93.10 | 82.64 % 
Fe,O, 56.78 58.37 4.09 5.44 15.59 
FeO 27.09 26.54 0.50 0.36 0.43 
MgO 4.63 4,26 none none none 
CaO 0.22 none vee 0.11 0.10 
TiO, none none none none none 
MnO none none none none none 
Pb none none ーー — = 
As TEs tr. — — = 
= 1.04 1.34 none none none 
K,O = = 0.09 0.24 0.20 
Na,O == = 0.77 0.73 0.80 
(+)H,O = = 1.66 0.08 0.08 
(—)H,O 0.18 0.15 0.29 0.22 0.21 
Total 99715 99.94 99.88 100.28 100.05 


Al,O3; SSR DA EC RMEE CHS 


約 4.596 と か な り 著 量 存 在 す る こと に 特徴 を 有する 。 (ALO; MAAEFENAZWER 
うこ と は , ORB KOKA laterite ぁ ある い は laterite 質物 の 再 沈 淫 で は な いと 蓋 うこ 
ど を 示 て いる 。) 

COBB E REEF CRI NE, 色 ・ 硬 度 と も 全く 同様 に 認め られ る 磁 鉄 鉄 に も , 
conc. HCl に より 容易 に 座 触 され て 福 変 する も の と , 座 触 に か な り 耐 える も の と の 両者 


第 2 図 
50 


Y (C94, emu) 
= 3 


ho 
© 


om 
So 


6 GEL BRERA D BAR Tit BR 


OQ 主 成分 或いは それ に 塗 ず る も の 
XX 


分 析 線 認め 得 ず 


や Xx 分析 線 基 だ し く 強 し 
x §5L 
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第 2 表 磁 鉄 鉄 ・ 赤 鉄鉱 ・ 

山 BE K 
名 番 = 試料 名 |Ag| Al| As| Au | Ba| Bi 
SPMARH Bt LT 8.23.4. aie SE GE GK BK va fase | 3 
佐 ' ¥ c . sacl Xx | ee 
” 7 d Va x XXX! XE] 一 | XE] 一 
a ERR EIR 8-25-8. af  g ga —| x| x4) -—|—| — 
” ” b ” Seats SOOM oes || a een 
a tlc hea ay 8-25-5. a 磁 倒 EE = 
xi Zein " b u — | や Xt — | — | — 
He “ 赤 は ぶ ぷ ” PHORERZEE|S-27-0. alpe 鉄 = =|= 
/ va b " == | KX) Ke) 一 xt) 一 

高 | QR , Baska - foperren0-8-10. ala gi] x. boox x 
= 中 DEER AE fa 7 b va Xo) XXX| 一 — — —— 
gal{ RAK aR POI AE|) 6 a BB BE fH — foood x] — | — | — 

中 2 d ” X-EIXXxx}] XE] 一 | 一 
GREG BHRBLUT [102 ab we - aR kl —|x |x ]—|—|— 
Ww Va — x x == es ーー 
新 Ee 状 GK At 1010 alm 鉄 Sk Gk Al x | xxx xe} — | — |] — 
AST u u b v7 x XXX} X—| 一 x — 
2 1011 alge 鉄 @k Sk Al x | xxx — |] — | xx] 一 
" va b / OK Xxx}! — == x ーー 
2 9-4-3. a 磁 鉄 Gk Bk A) x | xxx! — | — | xx | 一 
y y b " x XXX} — | — | XxX | — 
lH oR ok B 9-45. aliearen. geome) x |x [x | 一 x | — 
a " b " x x x — x => 
” 9.4.1. aliigkek - BSASkGkG| <x | xt] x | 一 |※x| 一 
" 7 b u x x x ce |p os ニー 


が ある 。 両者 は お の お の が 独立 し て 存在 する か , も し く は 第 1 図 に 示す よう な 共生 関係 
を と つて いる 。 脈 石 鉱物 に は 微細 の 石英 ・ 絹 圭 母 ・ 緑 泥 石 様 鉄 物 が 認め られ る が , い ず 
れる も 極 く 少 量 で ある 。 MgO の 存在 量 が 脈 石 久 物 と し て 消費 され る 量 よ り 多 量 に 考え ら 
れる こと と , 磁 鉄 鉄 と 思わ れる も の に 反射 光 下 で 2 種 あ る こと か ら , magnesioferrite の 
存在 を 推定 し て , 磁 鉄 鉄 の キュ ー リ ー 点 ・ 飽 和 磁 気 の 大 さ を 測 定 し た 。 そ の 結果 は 第 2 
図 に 示す 如く で ある 。 ( 磁 鉄 鉄 各 個体 の 大 さ は 0.005 へ 0.1mm 程度 の 微細 の た め 2 閉 を 


選別 する こと は 困難 で あつ た 。 


) 


第 2 図 か ら 判 る よう に 磁気 温度 曲線 は 300°C 附近 で 異常 が ボ あ る 。 こ の 曲線 は MgFe。 
O, と Fe,0, と の 2 相 温 合 (第 2 図 , I-II) 
(46264, II-ITT) と に 区 別 出来 そう で ある 。 と ころ で , 


MgFe,O, 
FesO; u 


キュー リー 点 440°C 


575°C 
で ある の で , この 程度 の 磁気 の 大 さ を 与 える た め に , MgFe.O, の 比重 を 4.5, Fe,0, の 
比重 を 5.2 と し て , CHEN 1gr. 当 り の 磁気 の 大 さ を 求 め る と MgFe,O, 24.4emu, 


と , Fe, の 磁気 が 大 部 分 で ある 場合 


uv 


飽和 磁気 110emu/cc 


480 
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含 銅 硫化 鉄 中 の 微量 成分 


元 素 

Cd | Co | Cr | Cu| Ge | Hg|Mg|Mn|Mo| Ni | P |PblSb Si | Sn|SriTe) TilV Wl Zn 
— | — | — |Kxxx} — | — | xxx] x —|—|— |) xXx KH} O —|—]| X x | 一 | Xt 
—}—|]— |» — a) X | — 1) — | — | KH} OO] — IE xk |x OJ xk 
—}|—|]— | xm — | — | xx xx | xx ME Se 
ae) ae me ee | ce] —— || XX SE — x エエ | Xx @ 一 | xx) X | 一 | Xe 
ーー くき ニー に = | OX We ta | —— | Xx | — |—-|—)xxxx} x |—}| — 
—}|—|xx/] x|— xx | xX | — |} — | — | Xe} xxx) — | 一 一 XX xx | 一 | 一 
ーー | 一 | 一 | xX] xt xx | xx | — | — | — }] x | 一 | x —|—| Xxx} x | 一 | xxx 
ーー 一 | 一 | X| x4} — | xx} xx] — | 一 - |x xx 一 | Xxx} Xx | 一 | xxx 
a xXx xx | xx xx x XXX} — [|—|—| xxx x |—] xx 
— = | XK] — | = | eK xx | — | xx x | Xxx XXX} X | 一 | xx 
— XXxx! Xxx} xxx} — | — | — | xx XXX} — | 一 一 | Xx | Xx 一 | xxx 
— — | Xxx} — | — | xx | xx x XXXX XX | XXX|—| XXX 
— | — | — |xxxx) — | — | xxx} «xx, — | X | xX | XxX | 一 XXXXx| x 一 | 一 | xxx} xxxl—] xxx 
— XXXX XXX) XXX — | Xx | XX | XK [-|XXxx} Xx キキ | 一 | 一 | xxx}! xxx\—| xxx 
— |— | — | xxx, — | — | xxx) x —|x —|x — OT — oir xt! X | 一 | 一 
ーー dX —|x x @ 一 xt] X | 一 | 一 
ーー」|X ぶ キト 一 | xx | xt} —] OC] x x | xt} — | xx |—| O}] — ー- = | | x 

ーー | x <x OTX x x エ — | XX 一 〇 |x ——|—|x | 一 | Xxx 
— | xx | — |xxxx| x —|O]} x+!| x x キキ | — | Xx 一 O} — | 一 一 | 一 | x4/—| xx 
— | xx | — |xxxx) x | — | ©} — | Xx] x4} — | xx 一 | O |} — | — | Xx 生 | 一 | xx 
— | xx | — > x — |©O} x4] xx] xt xX O - x XX 
re OOo) =—— © |e], OS KE XxX @) x 一 | Xt 
See — | Cal x | |, SOS Xa x XX © —|XXXX 
S| Se le al Gm Ve: xxx x xXx © —| Xxx 
— | Xxx} —- | © | xx | — ] xxx) x] xx | — XX @ —| <x | — j—1 xxx 
eC | | (Oy = XE Ox xX Chai = | le ore 


Xxx FPL 
Xt Pe7vel (agL 


Fe,O, 92.3emu と な り , その 比 は 略 1: 3.78 と な る 。 

また 第 2 Mme MgFe,O, & FesO』 と の 磁気 の 大 さ の 比 を 求め る と , ほぼ 1:3.90 
と な る 。 

以上 の こと か ら MgFe,O, t FesO』 と の 混合 割合 を 求め る と , 

MgFe,0, : FesO = 1 1.03 

と な り , magnesioferrite と 磁 鉄 鉄 と ば ぽ 等 量 存 在 す る こと と な る 。 

この MgFe,O, と Fe,;0, 2 相 混 合 物 中 の MgO の 量 比 を 計算 に よ つ て 求め る と 約 9 
96 と な り , 化学 分 析 か ら 得 られ た total MgO ( 鉄 石 ・ 脈 石 中 に 合 ま れる MgO の 量 ) 
の 値 は 約 4.596 で あぁ る か ら , 磁気 実験 か ら 求 め た 値 は 2 倍 と な つて いる 。 磁気 実験 で は 
MgFe。O。 の ォ キュー リー 点 附 近 に お ける FegO』 の 磁気 か ら 計 算 し た 値 を 基 と し て いる の 
で , 低温 側 で FesO。』 の 磁気 の 増加 を 考慮 する と , FesgO』 の 磁気 は 上 に 得 た 値 よ ょ り 数 % 
多い 。 すなわち MgFe。O』 の 量 は 上 の 値 よ り 若 干 少 な く な り , 従 つ て MgO OBS 
く な る 。 

る も し Mg が FesO4』 中 に 固 深 し て いる 場合 は , 第 2 図 の 高温 側 に お いて キュ ー リ ー 点 
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の 変化 が ある べき 箸 で ある 。 然るに 高温 側 で キュ ー リ ー 点 が 変化 し て いな いこ と , BL 
び 測 定 さ れ た 磁気 温度 曲線 は , 試料 が Fe,0, と MgFe。O。 と の 2 相 混 合 と 考え る こと 
最も 受 当 と し て いる よう に 思え る 。 これ は 反射 光 下 で 磁 鉄 鉄 と 思わ れる も の に 2 種類 
存在 する こと と る も 合致 する が , 化学 分 析 値 ( 脈 石 鉄 物 も 含ん で いる が ) か ら 算 出し た 磁 
鉄 鉄 と magnesioferrite の 量 比 と は 必ず し も る 一致 せ ず , 一 方 を magnesioferrite と 決 
定 す る こと ば , 更に 詳し い 物 理 昼 数 判明 する まで 待ち た い 。 
つぎ に この 和 磁 鉄 鉄 鉄 石 の 微量 成分 を 分 光 分 析 に より 検討 する 。 その 結果 は 第 2 表 ( 試 
¥*+ no. 1010 a&b, no. 10lla&b, no. 4 a RE の で ある 
FS 75 1D DRA AL, 
(1) KAD ADA CE MDC LW BERRY 5 NW 
(2) Ag-Ba-Co-Cu-Ge-Mo-Pb-Zn O§gvrpei severe An, まな た Mn-Ni な ど 
の 線 も 極め て 副 い 年 らい ずれ の 鉄 石 か ら る 検出 され る 。 As.Sn る 検出 され る こと 
が ある 。 
(3) V の 極め て 弱い 線 は 検出 され る が , Ti は この 磁 鉄 鉄 鉄 石 か ら は 全く 検出 され な 
Wo (この こと は この 磁 鉄鉱 鉄 石 が 火成岩 源 の 砂鉄 の 堆積 物 で は な いこ と を 示し て 
いる 29) 
(4) 通常 高温 型 元素 と 考え られ て いる Mo が 微量 成分 と し て 共通 に 検出 され る 。 
な どの 点 が 特徴 的 で ある 。 
ここ ろ み に この 磁 鉄 鉄鉱 大 と 写 層 する 含 銅 硫化 鉄 鉄 石 (第 2 表 中 試料 no. 9.4.5 
a&b, no. 8.4.1a&b) の 微量 成分 を 検討 する と , 含 銅 硫化 鉱石 で も Ag-As-Ba- 
Co-Ge-Mo-Pb-Zn な ど を いずれ の 試料 か ら る も 検出 出来 る 。( こ の うち COUEXH- A 
WE ASTRE CL, 貢 鉄 鉄 中 の 微量 成分 と な つて 存在 し て お り リ 2), Heme - BESTE - KE 
鋼鉄 な どの 鋼鉄 物 中 に は 存在 し な いか ら , 新宮 鉄山 に お いて も Co (LRG OBE Ay 
分 と な つて いる も の と 考え る 。) すなわち 磁 鉄 鉄 中 の 役 量 成分 と な り 易 い V 以外 は , 磁 
鉄鉱 鉄 石 ・ 含 銅 硫化 鉱 鉱石 の 微量 成分 は 極め て 類似 し て いる こと が 知ら れる 。 換言 すれ 
ば , 層状 磁 鉄鉱 ・ 含 鉛 硫 化 鉄 の 生成 に は 環境 の 相 異 が 存在 し た と 思わ れる に る も 拘ら ず , 
両者 の 微量 成分 は 酷似 し て いる と 芸 う こと で ある 。 
新宮 鉱山 の 層状 磁 鉄 鉄 は , その 産 状 か らち は 沈 濃 隆 の 磁 鉄 鉄 で ある と 信 ぜ られ る が , 始 
めか ら 磁 鉄 鉄 と し て 沈 源 し た か 3 り , も し く は 壮 鉄 鉄 ・ankerite な どの 炭酸 塩 讐 物 で あつ 
た か , ある い は 水 酸 化 鉄 で あつ た か に つい て は 立証 する 材料 に 逐 し い 。 magnesioferrite 
と 考 えら れる 鉱物 の 存在 は この 問題 解決 の 1 資料 を 与え る る % る の と も 療 え られ る 。 
Krauskopf!) (7HBMEO Mn 鉱床 に Mo が 微量 成分 と し て 濃 集 する こと を 述べ て いる 
DS, PS NORGE PYRO SOL TAI, eRe LCR XHZ Mo を 


1) Yamaoka, K. : Kumamoto Jour. Sci. ser. B, sect. 1, 2, 123~131, 
2) Yamaoka, K. ; Kumamoto Jour. Sci. ser. B, sect. 1, 3, 31>37, 
3) Huber, K.K. : Econ. Geol. 53, 123~140, 1958. 


4) Krauskopf, K.B. : Econ. Geol., Fiftieth Anniversary Volume, 411 
~463, 1955. 
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説明 する に る も 極め て 好都合 で ある 。 FPOCTINLEBL, 且つ 微量 成分 で も 酷似 する 新 
宮 鉱 山 の 含 鉛 硫 化 鉄 鉄 の 成因 は か な り 限 定 さ れ て くる よう に 思え る 。 
参考 の た め に 新宮 鉱山 含 銅 硫化 鉄 ( 粗 鉄 ) DEBMAODTERE 第 3 表 に 示し た 。 


第 3 表 新宮 鉱山 含 銅 硫化 鉄 の 主要 成分 
(昭和 26 年 (EBS GRATIS AT) 
(Co-Se (ik 2 OROR#H* tm 72) 


Au Ag Cu Fe S SiO, | Al,O, | CaO MgO | As 
g/t | g/t % % % % % % % % 


0.5 | 812 2.1~2.3 36~38 | 38~41 | 11~14 |2.5~3.5/2.0~2.5)0.5~1.2) tr. 


Co Mn Ni Pb Sb Se Zn BaSO, SO, 
% % % % % % % % % 
0.05 | 0.06 tr. te 0.05~0.1) 0.005~0.01/0.3~0.9|tr. ~0.2/0.2~0.5 


4. 白滝 鉱山 産 チ タン 鉄鉱 を 離 溶 し た 赤 鉄 鉱 


FAYESKIU* OR AGRRARA A, 磁 鉄 鉄 方 解 石 石英 片岩 , aes Friar 
“ADEE” と 称す る 磁 鉄 鉄 ザ クロ 石 右 英 片 岩 中 に は , し ば し ば 赤 鉄 鉄 一 チタ ン 鉄 鉱 共 生体 
が 観察 され る リリ 。 こ れ は 赤 鉄 鉄 の (0001) MICS TF IV RERMBBAL LOC, その 
逆 の も の , すなわち チタ ン 鉄 鉄 が host mineral を な し , CHUAGGKE REAL TSO 
は 見 当ら な い 。 和 母 岩 中 に お ける 赤 鉄 鉄 は 一 般 に は その 旗 面 を 母 岩 の a-b 面 に 平行 すし め 
て いる が , また し ば し ば その 配列 に は 乱れ が 観察 され る 。 母 岩 中 に お ける 赤 鉄 鉱 の 分 布 
に は , (4) Bee L CHAT SOO, (ロロ) これ が 連続 配列 を な す も の , (へ ) 数 結 品 
が 寄り 集 つ て 存在 する も の , (=) poikiloblastic な 結 品 と し て 存在 する も の な ど が あ 
る 。 赤 鉄鉱 の 大 さ は 単 結 晶 で は 底面 方 向 (伸び の 方 向 ) に 0.05 へ ~0.2mm, これ に 垂直 方 
向 に 0.01~0.03mm 位 の も の が 多い が , poikiloblastic な 結 品 (通常 イケ も し く は 数 ヶ 
DEES KD BAS) で は , 伸び の 方 向 に 0.1~1.2mm, これ に 垂直 方 向 に 0.05 へ 0.5 
mm と か な り 夫 型 に な る 。 

赤 鉄 鉄 と チタ ン 鉄 鉱 は 凡そ 600°C 以上 の 温度 で は 完 全 固 BAKE 形成 する が , この 固 
体 を 徐 冷 すれ ば 赤 鉄 鉄 と チタ ン 鉄 鉄 の 離 薄 現象 だ が あら われ る と きれ て いる 9940。 いま 問 
題 に し て いる 赤 鉄 鉄 一 チタ ン 鉄 鉄 共 生体 を 含有 する 白洲 鉱山 の 母 岩 は , 鉱物 相 (mineral 
facies) CHAI, 緑 角 石 角 図 岩 岩 相 に ほぼ 相当 し て いる 。 Barth) 2 fopew, mie 


* 高知 県 土佐 郡 大 川村 

1) Yamaoka, K. : Kumamoto Jour. Sci. ser. B, sect. 1, 3, 39-48, 
1958. 

2) Ramdohr, P. : Neues Jahrb. Min., Beilage-Band, 54-A, 320-379, 
1926. 

3) Schwartz, G.M. : Econ. Geol. 26, 739-763, 1931. 

4) Edwards, A.B. : Textures of the ore minerals and their significance, 
70~73, 1954. 

5) Barth, T. F.W. : Theoretical Petrology, 1952. 
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石 角 関 岩 相 , 緑色 片岩 相 に 与え た 温度 は 夫々 大 略 400°~500°C, 250°~400°C, 100°~ 
250°C で ある 。 本 地域 の チタ ン 鉄 鉄 を 離 深 し た 赤 鉄 鉱 を 含む 母 岩 が , 1 度 600°C 以上 
の 高温 まで 温度 が 上 昇 し た と は 鉱物 相 の 概念 か ら は 考え 離 い し , また その よう な 温度 上 
昇 を 認め る 証跡 も 見 当ら な い 。 そ うす る と この 赤 鉄 鉱 は 残存 鉱物 (relict mineral) で は 
な いか と る も 考え られ る が , 筆者 は 次 の 理由 に より これ を 変成 作用 の 結果 生じ た も の と 才 
え , 三波 川 系 の よう な 著しい 動力 変成 作用 の 行わ れ た 地域 で は , 実験 か ら 得 られ た 生成 
温度 は その まま は 当て は ま ら ず , この 程 度 の ぐい 違い は 起り 得る も の と 考え て いる 。 OF 
な わ ち , 

1. 残存 鉱物 な ら ば 低 変成 度 の 母 岩 程 多 く 見 出さ れ て よい と 思わ れる が , 現在 まで の と 
ころ 無 点 紋 帯 の 緑色 片岩 中 の 赤 鉄 鉄 に は この よう な 離 落 組 繊 を 示す も る の が 見 出さ れず , 
か えつ て 点 紋 帯 の と よう に か な り 変成 度 の 進ん だ 母 岩 中 に の み 存 在 す る 。 ( 点 紋 帯 中 で も 
Kieslager 録 体 に 近接 し て 特に 多く 存在 する よう に も 思え る が ボ が, この こと は 更に 検討 を 
加入 7 いい oe) 

2. ARRSKIS (HOLE L AR Gefuge を 有 し , また その 結晶 外形 は か な り 規 則 正 
し く , これ ら が し ば し ば 連続 配列 を 示す こと , 択 曲 し た 赤 鉄 鉄 の 見 られ な いこ と 。 

3. 赤 鉄 鉄 一 テ タ ン 鉄 鉄 共生 体 は , JRC CERES + RRR AA OE (RE 
は ん れい 岩 で は 最も 普通 に 現れ る 組織 で あぁ る ) ・ 和 倖 長 岩 な ど に 見 出さ れる が , PRS - 
面 岩 ・ 格 岩 ・ 関 緑 岩 ・ 安 山岸 ・ は ん れい 岩 ・ 交 緑 岩 ・ 玄 武 岩 な ど に は 見 出さ れ な い リ 2)。 
従 つ て 白滝 鉱山 附近 に 見 らち れる 赤 鉄 鉄 一 チタ ン 鉄 鉄 共生 体 を 火成岩 源 の る もの と すれ ぱ , 
前 記 3 種 の 岩石 の いずれ か の 由来 物 と 考え る の が 最も 考え 易い が , その 共生 体 は 江 質 片 
岩 中 で も 塩基 性 北 灰 岩 源 の 片岩 中 で も 同 程度 に 見 出さ れる 。 この こと は それ を 火成岩 源 
の 残存 鉱物 と 考え る こと の 困難 さ を 示 し て いる よう に 思え る 。 


5. 百 滝 鉱山 点 紋 片 吉 中 の 磁 鉄 鉱 斑 状 変 品 に つい て 


RCO HB FCRERASISA IS - GRR BDL Cid “GREE” な どの 中 に は KE 
0.2~5mm (通常 ユ ~2mm) の 磁 鉄 鉄 が 見 られ る 。 その 形 は お お むね 尊 状 で ある が , と 
き に は 8 面体 結晶 (ARIES? 中 で は し ば し ば 1 策 の 長 さ 2.5 mm に 及ぶ 美 品 と し て 現 
Hi) と し て 産 し , また これ ら の 磁 鉄 鉄 に は 石英 も し く は 緑 泥 石 に よる pressure shadow 
が 伴っ つて いる 場合 が ある 。 

本 磁 鉄 鉄 を 反射 光 下 に 検 す れ ば , 火成岩 中 の それ と は 明か に 異 る 種々 の 組織 が 認め ら 
れる 。 す な わ ち 片岩 中 の 磁 鉄 鉄 で は , 

1. BARRE AT SRRRORT ZO Lo HEE Cis BORGES 6 角形 ・ 長 方 形 ・ 
粒状 な どの 断面 を 有する が , 外 奪 部 の 磁 鉄 鉄 の 断面 は 必ず し も それ ら と 同一 で は な い 。 
但し 現 出 は 稀 で ある 。 

2. 残存 鍼 物 と 考え られ る チタ ン 鉄 鉄 を 含有 する も の の ある こと 。 チタ Y REIL ADR - 
棒状 ・ 不 規則 外形 を 示す 大 き 0.01~0.03mm HOB LOC, RBG IC REIDARS 
則 に 点 在 し , 磁 鉄 鉱 の 結晶 学 的 方 向 と は 何等 の 関係 る な く , また 核 ・ 外 奏 部 何れ の 磁 鉄 


Ns 


1) Newhouse, W.H. : Bull. Geol. Soc. Amer., 47, 1~52, 1936. 
2) 山岡 一 雄 : SASS i 2 学会 共催 秋季 大 会 に て 講演 , 1959 年 11 月 (HME) 
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BECKI PEGKG th O Rad HE 
SG : 含 鋼 硫 化 鉄 黒色 : BERKS 


No. 1011  ( 有 賜 庄 構 造 が よく 見 られ る ) 


今 


eee (Py) の 締 と 赤 鉄 久 


west 13 BH THRE) 赤 鉄 佑 ( 
られ る 。 


1 Gh DEGRA HOE L RABE No. 9.4.1. 


Ait ES GL PE ERE ERD BA ES ) 
て いる る の の 中 に , 磁 鉄 鉄 と magnesioferrite と 思わ れる も の が 存在 する 。 
自 滝 鉱山 産 " 赤 は ぶ ” 中 の 赤 鉄 鉄 一 チタ ン 鉄 鉄 共生 体 No. 18.5.1. 


(3-5-5 2 885% 29 番 ) 
(He) の 締 が ある 。 QO: 石英 
FA No. 1010 磁 鉄 鉄 ( 和 白色 ) と いわ れ 


ry 
Afi) 中 に チタ ン 鉄 鉱 (灰色 ) DED EL 
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第 3 図 | (っ づき ) 


0 9 0 0,2 mm 


pee ence 


3 FAYROKILZE A BUPSPIRRVE Ht PO ARGROK—F FY v BRERIEAL fK No. 16.7. 4. 
(白色 ) DOUG AIS ED < BEAL PEF 7 v BRK (IKE) > 
No.8. 21.03 


4 AAPRSAIUIPE “ARIE AS” PORK ERBENRZE 


es 
Q: AX 
(eines 20L) 磁 鉄 久 


(Mt) 中 に 包含 され える 斑 鋼 鉄 (Bo)。 PERAGKIXBKGRGK TRA COELET So 


5 白滝 鉱山 産 “ 赤 は ぶ ” 中 に 見 られ る チタ ン 鉄 鉱 を 含有 し た 磁 鉄 鉱 筐 状 変 品 
チタ ン 鉄 鉄 き ( 


HCl yz -tae fh) No. 13’ (yest 19L) 
結晶 学 的 方 向 と は 何等 関係 な く 分 布 し て いる 。 
6 百 漠 人 鉱山 産 “ 赤 は ぶ ” 中 に 見 られ る 磁 鉄 鉱 斑 状 変 品 ! 


7 佐々 連 鉱 
18L) =O 
8 ER TEKH 
だ も の 。 結 品 生 長 模 様 の よ ょ うな 渦巻 が 見 られ る 。 
9 佐々 連 讐 山 産 脈 状 鏡 鉄 鉄 に 見 られ る 双 品 
( 新 負 12L) 
10 高 越 鉱山 産 鏡 鉄鉱 石英 緑 泥 
分 に の み 発 達し , 


NO 


é Yo.16.7.1. (¥e5t) 
に 見 られ る この よう な ひげ 根 状 の 模様 は , 火成岩 源 の 磁 鉄 鉄 に は 見 られ な い 。 
Gk Gh Bey 23 PO SEGRGK (He) と 磁 鉄 鉄 (Mt) No.8.23.4 
RGKAVOIE FV GEE D EVAL EL BM 70 
SBR GK 7 HE Hr ESA DO SHBKGK No. 8.23.4 (Mi 18L) 


(conc. 


fh) は 磁 鉄 鉄 (灰色 ) の 


研 魔 面 上 


(oa 
RE AD Hhis BK 
Fr 4 Cll 


(Zn+conc. HCl iz CE fit) No.8. 25.8 
Z OFBGKGNS TiO。 1.199 を 含ん で いる 。 

赤 鉄 鉱 (黒色 ) は 緑 泥 石 (灰色 ) の 部 
石英 (AB) 中 に は 見 られ な い 。 緑 泥 石 は 淡 緑色 で , 


光学 性 人 


B=1.626(+0.001) y—a=0.001~0.002 程度 。 KALA ORE TEE TC diabantite 


或 は それ に 近い 成分 を も つ 。 
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鉄 中 に も 存在 する 。 この チタ ン 鉄 鉄 と 大 さ ・ 和 形態 を 全く 同じ くす る も の は 磁 鉄 鉄 以外 の 
坦 酸 塩 鉱物 中 に も 点々 と 分 布 し , 残存 鉱物 の 紅 い の 持た れる も の で , BGGKHO DOI 
BERGER AMOR, その 内 部 に 包含 され た も の と 考え られ る 。 

3. 研磨 面 上 特有 の 模様 の 認め られ る も の の ある こと 。 第 3 図 6 に 示す よう な “ひげ ザ 根 
状 ” の 特殊 な 模様 が 見 られ る こと が ある が , LOLS AMS ARE HORII 
め ら れ な い 。 

4. チタ ン 鉄 鉄 ・ 金 紅 石 な ど を 離 深 し た 磁 鉄 鉄 の 認め られ な いこ と 。 火 成 岩 中 の 磁 鉄 鉱 
で は チタ ン 鉄 鉄 ・ 金 紅 石 な ど を その 結晶 学 的 方 向 に BEAT Lie} Old HM CHIC 
め ら れる が , この よう な 離 落 組織 を 示す も の は 片岩 中 の 磁 鉄 鉄 に は 見 られ な い 。 

= DRE GEER iis & BEVIS 7 RRR F IF Vv ROKER LK CMe 存在 する 
が , BVA GRDENRZE aD BCS Tt ARRGK-F 7 vRGEAAE 見 る こと あ 
り , 前 者 は 後者 より その 成長 作用 を 後期 まで つづ けた こと が 知ら れる 。 

つぎ に 斑 状 変 唱 を な す 磁 鉄鉱 中 の 微量 成分 を 検 す れ ば , 第 2 表 (試料 no. 8.25.5. 
a&b, 8.27.0. a&b, 9.8.10a&b) wRtkb5 ve, tic Al-Cu-Mg-Mn.- 
Pb-Si-Ti-V-Zn な ど が 検出 され , UN SULORBBAGRAMHE CHS ds “HES” 
で ある か に 関 り な い 。 Ag-As-Ba-Ge-Ni な ど は 分 布 が 一 定 せ ず , まな た 極め て 微量 認め 
られ る に 過ぎ な い 。 

= DEERE fu DRAG & S BVA 7: 新宮 鉄山 産 層状 磁 鉄 鉱 鉱石 の 微量 成分 を 比較 す 
る と (層状 磁 鉄 鉱 鉄 石 は 磁 鉄 鉄 の み で な く 少 量 の 脈 石 を 含む も の で ある が ), 著しい 差異 
を 示す も の に Co-Mo-Ti が ある こと が わか る 。 す な わ ち , 

1. Co-Mo は 層状 磁 鉄 鉄 鉄 石 中 か ら は 共通 に 検出 され る が , 磁 鉄 鉄 夷 状 変 唱 か ら は 


検出 さ れ な い 。 
2. Ti は 班 状 変 唱 の 磁 鉄 鉄 か ら は 何れ も 検出 され る が , 層状 磁 鉄 鉄 か ら は 検出 され な 
Wo 


両者 に 共通 の 元素 と し て は Al-Cu-Mg-Mn-Pb-Si-V-Zn な ど が あり , これ ら の 元素 
は は ほ は ば ぱ 普 遍 的 に 分 布 さ れ て いる こと が わか る so 


6. 佐々 連 鉱山 導 鏡 鉄鉱 第 4 表 
に つい て He TASK ILL 産 脈 状 鏡 鉄 鉄 の 化学 分 
析 結 果 (熊本 大 学 化学 教 室田 中 省 三 氏 分 析 ) 
佐々 連 鉄 山 * に お ける 鏡 鉄 are 
Fe,O, 84.07 
1. 鏡 鉄 鉱石 英 片 娠 と し て : 
RCRA RI 4 t BLT Total 88.13 
存在 する も の ; (容量 分 析 ) 
2. ALA (SRE PS EUT TiO, は 比 色 分 析 る 試み た 。 こ の 場合 は TiO。 
岩 ) を 横切る 鏡 鉄 久 石 英 方 解 1.11% の 値 を 得 , 容量 分 析 の 結果 と 殆 ん ど 
石 脈 と し て 産 す る も の 同一 で あつ た な た 。 


* 恋 怒 県 伊予 三島 市 金 砂 町 


Buf 


ie 
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の 両者 で ある 。 

GEOR CRAG TE HE DSEPRGKIZT CIRD L CUR (EX 0.03~0.5mm) に 石英 片岩 中 
に 存在 する も の で , 錯 鉄 鉄 個 々 の 大 さ は 伸び の 方 向 ( 片 理 面 の 方 向 ) に 0.1~+0.6mm, 
JAX 0.01~0.03mm, その 研 魔 面 中 に は 何等 の 離 落 組織 も 認め らち られ な い 。 

脈 状 鏡 鉄 鉄 の 研 麻 画 で は (1011) に 平行 な 著しい 双 唱 が 見 られ る 。 この 錯 鉄 鉄 を 化学 
分 析 す れ ば 第 、4 表 に 示す よう に , 約 1.196 の TIO, EBGLT So 

上 記 両 赤 鉄 鉄 中 の 微量 成分 を 比較 すれ ば (第 2 表 中 試料 no. 8.23.4 a, b, c, d 
及び 8.25.8 a&b), 共通 元素 と し て Al-As-Cu-Mg-Mn-Pb-Ti が あぁ あり, Cr-Zn の 
分 布 に 差異 が 認め られ る 。 分 光 分 析 に 供し た 試料 数 が 少数 で ある か ら 断定 は 因 難 で ある 
が , ARR 7 TSBRGKA DRS NS Cr id7E Clk BAO RBGRERASESH Be 6 抽出 
ざれ て 来 た も の で は な いか と 考え られ る *。 

7. 要 約 

以上 六 な る 点 を 要約 する と 次 の 如く な る 。 

1. 新宮 鉄山 で は 磁 鉄 鉄 層 と 層状 含 鉛 硫化 鉄 鉄 と が 互層 し て 存在 する が , 両者 の 鉄 石 中 
の 役 量 成分 は 極め て 類似 し て いる 。 

2. 新宮 久 山 産 層状 磁 鉄 鉄 鉄 石 と 称す る も の に は 磁 鉄鉱 と magnesioferrite と 考え られ 
る も の の 両者 が 存在 する 。 

3. 新宮 鉄山 産 層状 磁 鉄 鉱 と 点 統 片岩 中 の 夷 状 変 卓 を な す 磁 鉄 鉄 と で は , 微量 成分 に お 
いて 差異 が 認め らち れる 。 

4. 白滝 鉄 床 の 母 岩 中 に は チタ ン 鉄 鉱 を 離 深 し た 赤 鉄 鉄 が 観察 され る が , COARSE 
変成 鉱物 と 考え られ る 。 

5. 三波 川 結 晶 片 岩 中 の 磁 鉄 鉱 夷 状 変 唱 に は 離 深 組 織 は 認め られ な い が , 残存 鉱物 と 考 
えら れる チタ ン 鉄 鉄 を 含有 する こと が ある 。 


* 白滝 鉄 床 の 母 岩 を な す 点 紋 緑 泥 角 関 片岩 ・ 点 紋 石 時 片 岩 を 分 光 分 析 す れ ば , 何 
れ の 試料 か ら も Cr の 相当 強い 線 ( 表 で は xx で 表わさ れる 程度 ) が 検出 され る 。 
(K. Yamaoka: 前 出 , 1957) この こと か ら 下 滝 鉱床 と 殆 ん ど 同 一 層 準 に あり , & 
岩 も 酷似 する 佐々 連 鉄 床 で も 母 岩 中 に Cr の 存在 が 当然 巻 えら れる 。 
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ルド ウイ ヒビ 石 系 鉱物 の 共生 関係 に つい て 


Paragenesis of minerals of ludwigite series 
a HR 4 (Akio*Tsusue)* 


Abstract : The paragenesis of ludwigite has been frequently described 
by Geijer, Watanabe, Tilley and others, however, that of paigeite has not 
been described in detail. The present paper purports to describe the para- 
genesis of paigeite from the Kamaishi mine, Iwate Pref., Japan, and to 
clarify the difference in the paragenesis of paigeite and ludwigite, moreo- 
ver, to discuss their genesis. 

Assuming a similarity of temperature and pressure during the form- 
ation of paragenesis of paigeite and ludwigite, and that chemical potentials 
of H,O, CO,, Na,O, K,O, B,O3 in the pore fluids participating in the form- 
ation of these parageneses were alike, and further that changes in the 
chemical potential of Fe had no effect on the composition of diopside, 
forsterite, phlogopite, spinel and tourmaline, but that, they it may be 
had a striking effect on the composition of the mineral of ludwigite series, 
concluded that the paragenesis of paigeite was formed in a condition 
where the chemical potential of O, in the pore fluids was low and that 
of Fe in the system was high, whereas, the paragenesis of ludwigite 
was formed in a condition where the chemical potential of O, was high 
and that of Fe was low. . 


1. iff 言 


ルド ウィ と ヒ 石 及び ペー ジ 石 は Mg, 二 価 の Fe 及び 三 価 の Fe OPN (Mg, Fe) 。Fe”” 
BO, CH), これ ら は 同様 な 結 品 構造 を も つて いる リリ)。 ルド ウィ も ヒ 石 及び ペー ジ 石 と 
言う 名 は 各々 Mg>Fe” 及び Fe’>Mg な る 化学 組成 を も つ 鉄 物 に 与え られ て いる 9。 
現在 まで に 発表 され て いる ルド ツィ も 石 系 久 物 の 化学 組成 か ら (第 1 図 ), 両端 成分 Mg. 
Fe’"BO, 及び Fe。“Fe"BO。 の 問 に は 固溶体 の 不 混和 間 陣 は 存在 し な いも の と 推定 さ 
れる 。 ル ドウ ィ も と 石 の 産出 は 世界 各地 に 知ら れ , その 産 状 及 び 共 生 関 係 は Geijer, 


* 東京 大 学 理 学部 地質 学 教 蜜 

1) Takéuchi, Y., Watanabe, T. & Ito, T. : Acta Cryst., 3, 98~107, 
1950. 

2) Takéuchi, Y. : Min. Jour., 2, 19~26, 1956. 

3) Palache, C., Berman, H. & Frondel, C. : Dana’s System of Miner- 
alogy, 2, 321~324, 1951. 

4) Geijer, P. : Sveriges Geol. Unders., Ser. C, 343, 3~32, 1927; Geol. 
Foren. Foérh., 61, 19~33, 1939. 
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第 1 図 ルド ウィ と も ヒ 石 系 鉱物 中 の Fe” と Mg の 原子 比 


569 1018 2 13 

FA oak Semen: aaa, Sidi eet SE of 
1. ペー ジ 石 , Brooks Mountain, Alaska, U.S.A. 
He 同 Mee 岩手 県 , 釜石 鉄山 
Bs lel Ie, Riverside, California, U.S.A. (vonsenite) 
Ae ta as Chersky range, Siberia, U.S.S.R. 
5. VF Y4 eA, Hungary. 
6. fA _E, Kilbride, Skye, Britain. 
7. ta BS Hua-Tung-Kou, Feng-Tien Prov. Manchuria. 
fluel(ie tlee Moravicza, Hungary. 
2B asi ale Hungary. 
10. fa _b; Hungary. 
We iY es, Hol Kol mine, Korea. 
12. fy LE, Lemhi County, Idaho, U.S.A. 
13: fA) LE; 福島 県 , 羽山 鉱山 


Watanabe!), Tilley?) その 他 に よ つ て 記載 され て いる 。 現在 まで に ペー ジ 石 の 産出 は 世 
界 で 4 ヶ所 に 知ら れ て いる が 5)0), その 産 状 及 び 共生 関係 は 必ずしも 明らか で な い 。 
さき に 渡辺 及び 伊藤 の は 倫 石 鉄山 に お ける ペー ジ 石 の 産 状 , 化学 組成 , 光学 的 性 質 そ の 他 
を 発表 し た が , 穫 者 は 同 鉄 山 に お ける ペー ジ 石 の 産 状 及 び 共 生 関 係 を 更に 詳細 に 報告 し , 
ペー ジ 石 と ルド ツィ も 石 の 共生 関係 の 差異 を 明らか に し , この 差異 に 成因 的 考察 を 加え 
Bo 


研究 を 行う に あたり , MARI T RIE WSL CRS OER BARI 
く 御 礼 申 し 上 げ る 。 


2. 使 石 鉱 山 に お ける ペー ジ 瑞 の 産 状 


釜石 鉄山 は 岩手 県 の 東部 に 位置 し , EL L CHE RUA KB bn S 古 生 層 及 び 玖 
Aa PICEA L 7 fifi ic © Be fi Pe Ce ie CO 新山 鉱床 は 
この 地域 で 最も 規模 の 大 きい 鉄 及び 鋼鉄 床 で あり , 岩 と 玖 岩 の 接 鯨 部 附近 の 両者 を 
交代 し た 磁 鉄 鉱 及び 黄 綱 鉱 を 主 と す る 鉄 床 で ある 。 

ペー ジ 石 , Ti, BRK SE ES, DRO, BA YER, FRR 


1) Watanabe, T. : Min. Petro. Mitt., 50, 441~463, 1938 ; Jour. Fac. 
Sci. Hokkaido Imp. Univ., Ser. 4, 6, 205~303, 1943; gin, 3, 747~762, 
1958. 

2) Tilley, C. E. : Min. Mag., 29, 621~672, 1951. 

3) Knopf, A. & Schaller, W. T- : Am. Jour. Sci.; 25, 323~331, 
1908 ; Zeit. Krist., 48, 1~15, 1911. 

4) Eakle S. E. : Am. Min., 5, 141~143, 1920. 

5) Wakar, V. A.; Knipovich, E. V. & Schafpanovsky, I. I. : Mém. 
Soc. Russe Min., Ser. 2, 63, 381~385, 1934. 

6) Watanabe, T. & Ito, J. : Min. Jour., 1, 84~89, 1954. 

7) Watanabe, T. & Ito, J. : OS 
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SK» BEARER BK U PARE GG Bk Ds BRB REDN — VARA NM VV LLUBK GK AE 450 米 準 S 


40 WARHRUEOS 


PERUSE (EEK 20 米 の 不 規則 な 塊状 を な し て 分 布 す る 。 ま 


BRAT, GARE, BERG DILDO, Ca CB USEG, SE, BIT. BURT. BY 
EESOGAIE Br IGS — SASK PR 350 KMETTAR SE S100 RUTISKER 400 KuERE ARH S200 
附近 に 大 理 石 中 の 黒色 不純 層 を な し て 分 布 す る 。 

450 米 準 の ペー ジ 石 スカ ルン は 磁 鉄 鉄 に よ つ て 部 分 的 に 交代 され た 和 極 材 石 ス カル ン * と 
大 理 石 の 間 に 分 布 し , A-YRAAVVY IZ VY RU 大 理 石 を その 中 に 残し て 
いる (第 2 図 -a). また ペー ジ 石 スカ ルン が 本 格 右 ス カル ン の 割 目 を みた り し て いる 場合 
も あぁ る (第 2 図 -b). 磁 鉄 鉄 に よ つ て 部 分 的 に 交代 され た 橋 楓 石 ス カル ン ERSTE) 


第 2 図 
; (b) 


ペー ジ 石 スカ ルン の 産 状 を 示す 研磨 標本 . ペー ジ 石 スカ ルン 中 の ザク ロ 石 スカ 
ルン ジ に 注意 7 C5: 方 解 石 , G: ザク グロ 石 スカ ルン , P : ペー ジ 石 スカ ルン 
BABI, 新山 鉄鉱 床 , 450 KE, S40 立入 , Pho. 

ペー ジ 石 スカ ルン の 産 状 を 示す 標本 . ザク ロ 石 スカ ルン の 割 目 を みた す ペ ー ジ 
BADAWI ER Gi F7aGADNVyY, M: AR, Pi ~-—vaz 
カカ ルン. 産地 同上 

不純 層 と し て ペー ジ 石 を 有する 大 理 石 の 微 微 鏡 写 真 . C : 方 解 石 , M : 磁 鉄 伏 , 
P : ペー ジ 石 . 釜石 鉄山 , 新山 第 二 銅 鉄 床 , 350 米 準 , S100 立入 . 
A-VBAANVY ORBEA. C : ik, M : Reg, Ps ペー ジ 石 , 
Ph: @2e, T : 電気 石 . BASIL, PrilyOKR, 450 1%, S40 立入 , 
Hp Broo - 


* 


ペー ジ 石 スカ ルン 以外 の スカ ルン に つい て は 稿 を 改め て 発 表 する 予定 で ある か 
これ ら の スカ ルン に つい て の 詳細 な 記載 は 省略 する 。 
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= eee eee eee 
$k i) EL D ye OME 
; さ BR 折 率 ‘ 
a 物 名 we ER en % th 角 
=1.641 = 性 
peo. 石柱 状 O10 ES | 
—1.658~ — NE 
Di RFR wi OR 0.1.2.0 ee en oe 


5 0.1~0.5 B =1.595 (—) 2V+0° 
| 

=1.674 e 

wm WR G@ | ® WK | 0.01 へ 0.1 » 1.708 (+)2V=57 


磁 BK ey OR 0.1.2.0 


ペ ーー ジ B | BRIE 0.1~2.0 

=I. 9. ~~ ° 
& £ eo wR | 0.1R0.5 tee | (-)2V0 
磁 be 鉄鉱 | ki OR 0.1 
BY HR sa 鉱 we OR 0.1 

» =1.659 Be Me 
lap 5a Ai fae SRS 0.1~1.0 2 aye ME 


1) Akimoto, S., Katsura, T. & Yoshida, M. : Jour. Geomag. Geoe- 
lectr., 9, 165~178, 1957. 2) Basta, E. Z. : Econ. Geol., 54, 698~719, 
1959. 3) Watanabe, T. & Ito, J. : ATH, 1954, 
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ルン 中 の 銚 物 の 光学 的 資料 
B&B ff wt | Fe/Fe+Mg 備 % 
ao=t.98A, cg 一 17.06A ; 極少 草 の Fe 及び Mn 
が X 線 帯 光 分 析 に よ ょ つて 検出 され た 。 
2 無色 
Y: BRR 
Z: 淡 黄 緑色 
0.10~ : 
ana 0.15 
a,=8.395A ; 極少 量 の Mn pXepeyyessarrc & 
つて 検出 され た 。- し か し Ti RM ANE; 
Akimoto et al). 及び Basta2)< よ れ ば , この 格 
子 定 数 は 殆ど 純 粋 な FesO。 の それ に 相当 する 。 
学 学 組成 は Watanabe 及び Ito3) < よ ょ つて i 
as きれ いる 
fH D Mn が 線 貞 光 分 析 に よ つ て 検出 され 
7z, Lal Ti ZRHASN & D7, (004) O 
vee . 0.4~ (005) に 対す る 強度 比 Tobs. (004)/Iobs. (005) 
Zz: eH . は 0.70 へ 0.85 で ぁ あつ た ; GowerMic knw, = 
の 強度 比 は 6 配 位 の 位置 に 40 へ ~509% の Fe を 
有する 金 圭 母 の それ に 相当 する 。 
外観 黒色 ; a,=15.97A, co=7.23A, i 0.4 
a 53; 極少 量 の Mn AXA ATIC kD CHR 
ne eae Od niz; Epprecht®) ic knid, これ ら の 格子 定数 
0.5 は dravite-schorlite 系 の 電気 石 の それ ら に 相当 
する 。 


si 
4) Gower, J. A. : Am. Jour. Sci., 255, 142~156, 1957. 5) Eppre- 
cht, W. : Schweiz. Min. Petro. Mitt,, 33, 481~505, 1953. 
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ルン の 境界 は 鮮明 で な く , WRB CHS. BRAG, RETR RUP MRS Lis LIS 
脈 を な し て ペー ジ 石 スカ ルン を 切る 。 顕微 鏡 下 で 観察 する と , 人 金 雲 母 の 周辺 部 は し ば し 
ば 緑 泥 石 に 変化 し て いる 。 この 様 な 事実 か ら , 析 極 石 は ミ ページ 石 より 早期 に 生成 し た 鉱 
物 で あり , 緑 泥 石 , BRAG, 磁 硫 鉄鉱 及び 関 亜鉛 鉄 は ペー ジ 石 より 晩期 に 生成 し た 銚 物 
で ある と 推定 され る 。 

鏡 下 で 観察 する と , ペー ジ 石 の 不 矢 明 な 針 状 結晶 は 方 解 石 中 に 埋まっ つて お り (第 2 
図 -d), ペー ジ 石 スカ ルン に は 次 の 様 な 共生 関係 が 認め られ る 。 

1. ペー ジ 石 一 金 雲母 一 電気 石 一 方 解 石 一 磁 鉄 久 , 

2. aKRGk—~— DABBLE HRA RR, 

3. ltka-PBt—- BRA a REGR, 

これ ら の 鉱物 の 光学 的 性 質 を 第 1 RCAL, 共生 関係 を 第 5 図 に 示す 。 


第 3 図 
Si 


Aap H20, C Oo, Na20, 
K20,02,B203 
+Cal, Mag 


Pai 
Mg Al 


釜石 鉄山 産 ペ ー ジ 石 ス カル ン の 共生 関係 。 Cal: 方 解 石 , 
Di : Wika, Mag : Reger, Pai: ペー ジ 石 , Phl : 
SEs, Tou: BAH, th: 完全 に 可動 な 成人 7 +: 
過剰 な 成分 - 


新山 鉱床 350 米 準 に 分 布 す る ペー ジ 石 は 柄 橋 石 一 単 斜 箇 石 スカ ルン に 接する 大 理 石 中 
の 黒色 不純 層 を な し て いる 。 この 黒色 不純 層 と 橋 楓 石 一 単 斜 交 石 スカ ルン の 生成 時 期 の 
関係 は , 両者 の 産 状 に お ける 切り 合い 関係 が 見 られ な いた め に , 明らか で な い 。 

鏡 下 で 観察 する と ペー ジ 石 の 不透明 な 針 状 結晶 は 方 解 石 中 に 埋まっ つて お り (第 2 Bc), 
この 不純 層 に は 次 の 様 な 共生 関係 が 認め られ る 。 

Ca に 富む 角 関 石 二 ペー ジ 石 一 金 圭 母 一 方 解 石 一 磁 鉄 鉄 
Ca に 富む 角 関 石 及 び 金 雲母 は 部 分 的 に 緑 泥 石 に 変化 し て いる 。 こ と これら の 人 絶 物 の 外 に 少量 
Dip, PQ SRO FAZES SSS YD BS 
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3. WEY4 EROHERR 


ルド ウィ も と 石 の 共生 関係 に 次 の 二 種 が ある こと は 既に 渡辺 り に ょ つて 指摘 され て いる 。 
1. GLA ( 或 は 斜 ヒ ュー ム 石 ) 一 小 藤 石 一 ルド ツィ セ 石 一 スピ ネル ーー (BRB) 
一 方 解 石 
2. TERA ( 或 は 斜 ヒ ュー ム 石 ) 一 ルド ウィ も 石 一 方 解 石 一 磁 鉄 讐 
_ これ ら の 伝 物 の 外 に 少量 の ワー ウィ ク 石 は し ば し ば ルド ウィ と 石 に 伴う 2。 
最近 岩手 県 官 古市 上 根 市 の 宮古 花 税 関 緑 岩 体 に 接する ドロ マイ ィ イト 鉱床 中 に ルド ウィ ヒ 
石 小 藤 石 等 を 含む スカ ルン が 発見 され て いる 94) こと の スカ ルン 中 に は 上 述 し た 1 の 共生 
関係 外 に 次 の 様 な 共生 関係 が 認め られ る 。 
苦 土 概 林 石 Rl ta —L BRS) 一 金 圭 母 一 ス ビ ネル 一 方 解 石 一 磁 鉄 久 
上 根 市 の ス ヵ ルン 録 物 の 共生 関係 を 
第 4 図 に 示す 。 上 概 市 の スカ ルン に 第 4 図 
お いて , ザイ ベリ 石 は し ぼ し ば 小 藤 石 oy 
EARL COS. ERBRKA/NRAL 
同様 な 共生 関係 を 示す が , NR AREER 
の 周辺 部 が 遂 実 石 に よ つ て 交代 され て 
いる か の 様 に 見 える 場合 も ある の で , 
RAL & YO WAC AER 72 BK 
物 で あろ うと 筆者 は 考え る 。 上 根 市 の 
ARAM VY ANE ON 5 DEMO INA 
WEAR, 2 パー ガス セン 石 等 が 存在 する が , 
これ ら は 比較 的 稀 で あり , ONE OG 
物 の 共生 関係 は 明らか で な い 。 Kot 


Mg Sp Al 
4. 成因 的 考察 
上 根 市 産 の ルド ウィ と 石 を 有する スカ ルン 


色 石 鉱山 に お ける ペー ジ 石 の 共生 関 の 共生 関係 , 破線 は Si-Mg-Al-Fe 四面 体 
係 及び 遂 安 , 上 根 市 に お ける ルド ツィ の 内 側 及 び 底 面 に ある 線 を , 実線 は 他 の 線 
EBDLNAD, A-VBRUV EY BRD Wee. Cal) DRG, Bor pet 
2 a Av7vA, Kot : AR A, Lud: vF 
1 記 ド ちの 共生 関係 の 差異 明らか に な ウィ LH Mag : BegeoK, Phl : SEE, 
つた 。Korzhinskii5) の 定義 に 従え ぽ , Sp: スピ ネル , 性 : 完全 に 可動 な 成分 , 
ペー ジ 石 スカ ルン 及び ルド ウィ CHE + : 過 有 午 な 成分 
含む スカ ルン の 生成 に 関与 し た 完全 に 


tH20,C 02,K20, 


1) Watanabe, T. : 前 出 1938 有 前 出 1943.; Min. Jour., 1, 54~62, 
19533 

2) Watanake, T. : Jour. Fac. Sci. Univ. Tokyo, Sect. 2, 9, 337~ 
344, 1954. 

3) 渡辺 武男 . 加藤 昭 : 地質 , 62, 394, 1956. 

4) 渡辺 武男 : Ai, 1958. 

5) Korzhinskii, D. S. : Physicochemical basis of the analysis of the 
paragenesis of minerals, 1~142, 1959. 
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可動 な (perfectly mobile) 
成分 は H,O, CO,, Na,O, 
K,0, O。 RU B,O3; CHV, 
他 の 成分 は 不 活性 (inert) 
で あろ る 。 7 以下 おい SS@Q RW 
SAR UBER & L CiRID 
Ca RU Fe #%)0N-VG 
AANVYRUNV EVA CB 
| 念 む スカ ルン に つい て 成因 的 
SS iS BREMAS. LOMA 
5 U7 PNG Ve ルン に お いて determining 
Pal ん \ ly 


Oe Oo eee 
Mg Sp Al Mg Sp Al 


第 5 中 


inert components は Al, 
Mg 及び Si で ある 。 こ れ ら 
の スカ ルン に お いて は 磁 鉄 鉱 
Dit 72K CHSA»5, = 
れ ら の スカ ルン の 生成 に 関与 
し た 細 孔 隙 流体 (pore fluid) 
中 の O。 の 化学 ボ ポテンシャル 
S| が 減少 じじ た と する どど TORK 
tt ee a の Fe の 化学 ボ ポテンシャル は 
eae 増加 し た に 違い な い 。 こ れ に 
FO GC.) SUE DAU AS 
a“ eis 構成 する 鉄 物 中 の Fe DER 
Fe の 化学 ポテンシャル が 増加 する に 従 つ て , 量 も 増加 し た に 違い な い 。 


ルド ウツ ィ CAGE SE ABAD Pi aS ch ae 
Looe 4 Bel 2, 3’, 4 の 順に 拡大 す 第 1 表 を 見 る と , ジ 


Bo 実線 は 観察 され た 共生 関係 を , 破線 は 挫 BRADY & He Re + APE 
定 さ れ た 共生 関係 を 示す 。 略号 , Cal: 方 解 ASR ee FE 

石 , Di: WG, For: Biwy 976, A, 金 雲母, 電気 石 中 の Fe 
Lud: ルド ウィ UG, Mag : REBGK, Pai : /Fe+Mg tiwoPnd Kk ¢ 
“A—-Y¥A, Phl: $28, Sp: zvAan, how, ペー ジ 石 中 の それ は 
Tou: GAA» th: 完全 に 可動 な 成分 ,+: ft 

過剰 な 成分 。 KEWL EMHD So EN 


P04 CBESERAANVYE 

Ht SMe. LG, BLA, VF 74 も 石 , スピ ネル 中 の Fe/Fe+Mg は い ず 

れ も 大 きく な いこ と が 渡辺 り に よ ょ つて 明らか に され て いる 。 ルド ウィ セ 石 を 含む スカ ル 

ン を 構成 する 金 雲母 中 の Fe/Fe+Mg が 小さ いこ と は , 正 根 市 の スカ ルン HOSBEO 
屈折 率 (8 三 1.592) か ら 明 ら か で ある 。 

ペー ジ 石 及び ルド ツィ も 石 が 生成 する 温度 ・ 圧 力 に つい て は 全く 知ら れ て いな い 。 し 

か し , ペー ジ 石 の 原産 地 で ある アラ スカ の Brooks Mountain に お いて は , ペー ジ 石 ス 


1) Watanabe, T. : AnH, 1938; AyHt, 1943. 
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カル ン が 産出 する 近傍 に ルド ウツ ィ も と 石 を 含む スカ ルン が 産出 する こと を Knopf 及び 
Schaller) は 記載 し て いる 。 従 つて , ペー ジ 石 及び ルド ウィ CAD 共生 関係 が 生成 し た 
温度 ・ 圧 力 は 等 し か つた と 仮定 する こと は 不当 で は な い 様 に 思わ れる 。 

次 に , FEE VF U4 も ヒ 石 一 ス ビ ネル 一 方 解 石 一 磁 鉄 鉄 と 言う 共生 関係 が 生成 
する 様 な 外 的 条件 の 下 で , この 共生 関係 の 生成 に 関与 する 細 孔 際 流 体 中 の H,O, CO。, 
Na,O, K,0, B,0。 等 の 化学 ポテ ン シ ャ ル は 一 定 と し , 細 孔 隙 流 体 中 の O。 の 化学 ポテ 
ン シ ャ ル の み が 減 少し , 従 つ て この 系 の Fe の 化学 ポテ ン シ ャ ル が 増加 する 場合 に 起 る 
共生 関係 の 変化 を 第 5 図 に 示す 。 こ の 際 , さき に 述べ た ペー ジ 石 スカ ルン , ルド ウィ 
も 石 を 含む スカ ルン を 構成 する 鉄 物 の 化学 組成 に 関す る 知識 か ら , Fe の 化学 ポテ ン シ ャ 
VORIN. LO CA, FEL, BEE, ACHR), 電気 石 等 の 化学 組成 は 変化 せ 
ず , ルド ツィ と ヒ 系 鉱物 の 化学 組成 の み が 変化 する も の と 仮定 し て いる 。 HS 図 に お い 
C, Fe DILGER Fv yy VAEBMF AcFEO TC, 基 生 関係 が 1524354, 152-3’4 
の いずれ の 順 を と る か は , この 考察 か ら る も, 現在 まで に 知ら れ て いる ルド ルウ ツィ CBR 
鉱物 の 共生 関係 か ら も 明らか で は な い 。 

結局 ペー ジ 石 及び ルド ウィ も と 石 の 共生 関係 の 生成 し た 温度 , EA, これ ら の 茶 成 國 係 
の 生成 に 関与 し た 細 孔 隙 流 体 中 の H,O, CO,, Na,O, K,0 及び B20。 の 化学 ポテ ン 
シャ ル が 等 し か つた と すれ ば , ペー ジ 石 の 共生 関係 は 細 孔 隙 流体 中 の O。 の 化学 ポテ ン 
シャ ル が が 低く, この 系 の Fe の 化学 ボ ポテンシャル が 高い 条件 の 下 で , ルド ツィ セ 大 の そ 
Mik Og の 化学 ポテ ン シ ャ ル が 高く , Fe の 化学 ボ ポテンシャル が 低い 条件 の 下 で 生成 さ 
れ た も の と 推論 され る 。 


1) Knopf, A. & Schaller, W. T. : aif}, 1908. 
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TRAHASABAH TOR A A B 
—Aybta OP 第 4 報 一 


Consideration on organic constituents and lithology of the 
resource-rocks of petroleum in the Teradomari folding zone, 
Niigata Oil Field 
—Studies on the resource-rocks of petroleum (4th report) — 


hy 部 iE % (Masahiro Abe)* 


Abstract : Petrologic and sedimentalogic studies on the source-rocks 
of petroleum in the Teradomari folding zone in Niigata Prefecture have 
been carried out. The extractive organic constituents of the fine grained 
clastics, so-called grey shale, black shale and hard shale, were determined. 
The relation ships between the stratigraphic distribution of the organic 
constituents and the lithologic features and other characteristics of the 
source rocks themselves were discussed in the present paper. 

It may be suggested that the results afford important criteria for the 
interpretation of complex phenomena related with the Neogene sediments 
developed in the oil-fields of Japan. 


Dye Ae oS 


新潟 油田 (越後 油田 ) #* PRT HES BOM, 他 地 区 に 比べ て 極め て 多く の 研究 
報告 が ある 。 中 で る も 新潟 県 下 の 第 三 系 に 関し て は , 地層 の 区 分 ・ 岩 相 の 変化 及び 連続 性 
が か な り 明 確 に され , 堆積 作用 ・ 構 造 運動 ・ 集 油 の 関係 が 明 瞭 に な つて きた 。 ARATE 
GARD MILI, a) 石油 母 層 の 発達 b) 貯 湾 岩 の 存在 c) 適当 な 地質 構造 の 3 つの 条件 
と , d) #84 (cap rock) の 存在 が 必要 と 考え られ る 。 一 方 石油 生成 の 問題 と し て は , 
a) 組成 一 一 石油 の 根源 物質 (有機 物質 ) か ら 多 種 多 様 の 石油 が いか に し て 生成 し た か と 
いう 点 一 - b) 根源 物質 (有機 物質 ) の 内 容 c) 環境 一 一 物理 的 条件 , 化学 的 条件 一 一 
d) 時 間 一 一 石油 の 存在 する 地層 及び 岩石 中 に お いて 経過 し た 時 間 一 一 の 4 つの 問題 が 残 
され て いる 。 集 油 機構 に 関し て は , 地質 構造 或いは 運動 に 関連 し て IS DARBY AES 
ある が か が, 石油 母 層 の 問題 は 石油 の 成因 と も 関連 する の で 未だ 満足 すべ き 点 に 達し た と は 
WK To 

Stk 1951 年 以来 我国 の 裏 日 本 含 油 第 三 系 中 の いわ ゆる 黒色 頁岩 ・ 硬 質 貢 岩 に つい 
て 検討 する 機会 が 与え られ , 秋田 ・ 山 形 ・ 新 潟 の 含 油 第 三 紀 層 の 石油 母 央 に つい て 有機 


* 東北 大 学 理学 部 岩石 鉱物 鉄 床 学 教 窟 
** 伊木 常 誠 ・ 大 村 一 蔵 両 氏 に よ ょ つて は 越後 油田 の 名 称 が 用 いら れ て いた が , 戦後 
金原 均 二 ・ AMES ROMER SO LAE AV TO Bo 
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抽出 量 と 岩 相 の 関係 , 堆積 環境 , HL EMER 等 に つい て 調べ た 。 今回 は その 一 部 に つ 
いて 発表 し , 一 般 の 御 批判 を 得 た いと 思う 。 


2. SABHA TORME 


層 序 概説 本 地域 の 地質 に つい て は , PRES - AN - 池辺 展 生 3 ・ 金原 均 
ニニ 内藤 雄三 郎 9 ・ HDR? 等 の 研究 が あり , その 外地 質 調査 所 ・ 帝 国 石 油 株 式 会 社 ・ 
右 油 資源 開発 株 式 会 社 の 調査 報告 が 多数 ある 。 既に これ ら の 多く の HHAMICEDTY 
明らか に され て いる 如く , 本 地域 の 地質 の 大 要 に つい て 概括 し て みる 。 ARVO: 
VARI DMG ( 新 信濃 川 以 北 ) 弥彦 山 ・ 角 田山 附近 に 七 谷 層 (硬質 泥岩 ・ 凝 灰 岩 ) が 分 布 し , 
南 へ 来る に つれ て 上 位 の 寺泊 層 (黒色 泥岩 ) が 露出 し , 寺 洒 町 附近 に 標 式 的 に 発達 する 。 
寺泊 層 の 黒色 泥岩 の 一 部 は , 出雲 崎 町 附近 に も 露出 し て いる 。 寺泊 層 h よ り 上 位 の 地層 は 
海 央 線 に 平行 に 発達 し , 石 地 町 附近 に は 椎 谷 層 の 下部 の 石 地 砂岩 泥岩 互層 が 発達 し , F 
に その 上 位 に は , 高浜 町 椎 谷 附近 に 発達 する 椎 谷 層 の 上 部 の 椎 谷 砂岩 が 乗る 。 HABE 
更に 東方 の 中 央 祥 曲 帯 * に 属す る 西 越 村 ・ 内 郷 村 ・ 日 吉村 ・ 宮 本 村 の 村 境 を な す , 小木 
ノ 城 十 ・ 薬 師 幅 ・ 二 田城 赴 ・ 地 蔵 貴 ・ 妙 法寺 峠 を 結ぶ 線上 に 細長 く 露 出し て いる 。 

更に 上 位 の 西山 層 (泥岩 ・ 夏 岩 ) は 椎 谷 層 を と り ま く 和 形 で 細長 く 分 布 す る 。 灰 爪 層 ( 細 
土 岩 ・ 夏 岩 ・ 介 化石 を 多く 含む ) は , 下位 の 西山 層 に 局部 的 不 整 合 を 示し て 上位 に 発達 
し て いる 。 浜 積 世 に 属す る 西 越 層 (OEE) が 不 整 合 に 灰 爪 層 を 覆い , 最上 部 に 砂 春 
灯 土 層 が 不 整 合 に 局部 的 に 発達 し て いる 。 本 地域 の 主 な る 対比 表 を 示せ ば 第 1 表 の 如く 
な る 。 

互 油 母 層 寺泊 裕 曲 帯 は 海 周 線 に 殆 ん ど 平 行 に 北 々 東 よ り 南 々 西 に 走り , この 福 曲 帯 
の 中 に は , FA FEHR Aah: I - SAT - HAMS BO - PEL) の 各 油 田 が 存在 し , 中 で 
る も 西山 ・ 別 山 油田 は 新潟 油田 の 3 大 油田 の 1 つ で , か な り の 産油 量 を 示し て いる 。 寺泊 
Aube ORAKSPRYU ALAA CHAKHK Cs 寺泊 福 曲 帯 に よ つ て か くさ れ て し まう 3 
が , 本 地域 で 明瞭 に 裕 曲 帯 を 示 め す 中 央 橋 曲 帯 が 走り , ATA: SR: B- SARO 各 
油田 が 存在 し て いる (第 1 図 ) 。 主 要 産 油層 は 椎 谷 層 ・ 寺 泊 層 で あり , 石油 母 層 と し て は , 
槍 谷 層 以 下 に 発達 する 黒色 泥岩 ・ 硬 質 泥岩 が 考え られ る 。 

七 谷 層 の 岩 相 は 上 位 の 寺泊 層 の 黒色 泥岩 ・ シ ルト 岩 は 殆 ん ど 変 ちず , 凝灰岩 ・ 火 山 岩 
の 優勢 な 所 が 可 成 り 多 く 認 め ら れ , 凝灰岩 の 優勢 の 所 も あり , 両者 の 互層 より な る 所 
も ある 。 硬質 頁岩 は 所 に より 局部 的 に 美 し い 薬 状 模様 を 呈す る が , BABAK ALLE 


1) Iki, T. : Preliminary note on the geology of the Echigo Oil Field, 
Memo. No. 2, Imp. Geol. Sour., 1910; Japan. Jour. Geol. and Geogr., 
1, 1922: Jour. Fac. Engineering, Tokyo. Imp. Univ., 16, 241~279, 1927. 

2) 大村 一 蔵 : 地質 35, 1928; 37, 1930. 

3) 池辺 展 生 : 石油 技 , 8, 363~372, 1940; 9, 172~182, 1941. 

4) 金原 均 二 : 石油 技 , 15, 19 へ 32, 62~83, 1950. 

5) 内藤 雄二 郎 : 石油 技 , 17, 167~173, 1952. 

6) 池辺 BB: 石油 技 , 14, 96~99, 1949; 18, 146~156, 1953. 

* bP aS SICH CHL LL CML OCS (第 1 図 
参照 )。 
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BMOIEAK LO CED RKEORRKCALT SMHS. ARs 塊状 の 黒色 泥岩 を 
HLL, 所 に よ つ て 硬質 泥岩 を 挟 在 する 。 LIE LPRKE KBE ERA, WIRE 
砂岩 の 薄 互 層 よ りな る と ころ る も 認め られ る 。 BHAA, 大 型 の 介 化 右 は 殆 ん ど 
認め られ ず 有 孔 虫 化石 に 宮 ん で いる 。 槍 谷 層 に な る と 七 谷 層 ・ 寺 酒 層 と は BOB ROR 
岩 相 と な る こと が 各 ル ー ト で 認め られ る 。 椎 谷 層 は 砂岩 , 砂岩 ・ 泥 岩 の TBEELL, 
比較 的 中 灯 詞 至 粗 灯 の 堆積 物 が 特徴 的 に 認め ち れ る 。 又 酸性 の 軽石 質 砂 岩 や 春 岩 を 時 と 
し て 含む 。 し か し な が ら 槍 谷 層 中 の 泥岩 と 寺 洒 層 中 の 泥岩 と を 肉眼 的 に 明 瞭 に 区 別 す る 
こと は 不可 能 で ある 。 西山 層 は 灰色 泥岩 ・ 砂 質 泥 岩 を 主 と よ とし, 時 に 凝 灰 角 春 岩 や 凝灰岩 
te. BHAI BUC RK REL TW Zo 泥岩 その も の は 寺泊 層 や CAI CHASER 
な 黒色 泥岩 と いう も の は 少な く , PTE VY 7 + ARC OT AIK AYE C MARE Biz 
する リ 。 灰 爪 層 の 岩 相 は 砂岩 及び シル ト 岩 を 主 と し 一 部 春 岩 の 爽 在 が あり , BHD TRY 
明 瞳 に 変化 し 亜 炭 や 炭 質 物 の 混入 が 認め られ , 動 控 的 堆積 相 を 示 め し 固 結 度 る 可 成 り 悪 
い 傾 向 が 認め らち られ る 。 KA R8 号 井 の カッ ティ ング 試料 に つい て 機械 的 分 析 の 区 分 や 鉱 
物 岩 石 に よる 区 分 も 既に 発表 し , 寺泊 橋 曲 帯 , 東山 裕 曲 帯 と の 比較 検討 も 或 程度 の 見 
通し は 出来 た が , 今回 は 石油 母 層 関係 の 泥岩 ・ シ ルト 岩 に つい て の み 老 察 する こと に し 
て , 鉱物 成分 等 の 考察 は 後日 稿 を 改め て 発表 する 。 


1) 土田 定次郎 : 石油 技 , 23, 143, 1958. 
2): Kato, I., Abe, M. : Sci. Rep. Tohoku Univ., Ser. III. 6, 169~ 


183, 1959 ; AnPEASHE - BURRIEZE ; Fade, 24, 148, 1959. 
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Iz : 石 地 ルー ト Is: 出雲 崎 ヤ ルー ト Y: 弥彦 ルー ト A: 慣 瀬 ルー ト 
Yy・ 弥彦 出 ル ー ト 


3. 分 析 te R 


SOP CRS SZ 黒色 泥岩 ・ 硬 質 泥 岩 ・ 灰 色 泥 岩 ・ 北 灰 質 泥 岩 に つい て AS 
と し て の 価値 と 岩 相 に よる 有機 物 抽 出 量 の 関係 を 調べ る 目的 で 有機 物 抽出 を 行 つ た * (第 
2 表 )。 1 っ つの ルー ト で 七 谷 層 か ら 上 位 の 地層 の 試料 を RERTAZALEMAAAERA, Ine 
山 附近 より 南 は 小手 谷 市 西方 地域 迄 広げ て 数 本 の ルー ト に つい て その 地層 の 代表 的 な 試 
料 に つい て 分 析 を 行 つ た 。 椎 谷 層 迄 の 上 位 層 は 標準 的 標本 試料 が 少な く , 分 析 し た も の 
も 数 的 に 少 い が 殆 ん ど 代 表 的 試料 を 比較 する 意味 で AR Leo FEV AMR L HEY) し 
RAR R8 Sty 54 シグ 試料 , 並び に 東山 油田 南部 比 礼 地区 と 更に 南 の 小千谷 市 東 
方 の 荒谷 地区 , 現在 石油 を 産出 し て いる 川口 南方 の 田 麦 山地 区 の YR - y PPE RE 
BARA L TAT 


+ BBW 30gr Av ey > Te by: FAAS WE (70:15:15) SG 
8 時間 湯せん 抽出 を 行 つ た 。 

1) 加藤 毅雄 ・ 阿 部 正宏 : 前 出 , 1959; ek, 43, 254~261, 1959; 加藤 毅雄 
・ 阿 部 正宏 ・ 島 田 明 郎 ・ 永 田 実 : 石油 技 , 24, 148~149, 1959. 
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SIAR dh LOVES, 寺 
JABMEU IC tA RO _ Ei 
成り 多く の 有機 物 抽出 が 認め 
られ , 一 部 椎 谷 層 に る も 多い 部 
分 が 認め らち られ た (第 2 MM). 
全体 的 に まとめ て 言え る こと 
は , 2 次 的 に 集積 し た 原油 の 
影響 を 考 に 入れ て も, BAB 
と 七 谷 層 の 上 部 は 可 成 り の # 
出 性 有機 物 を 含ん で いる こと 
が わか る 。 

FRU aa FO RENCE TD 
IMS 相当 層 は 0.03~0.04 
%, 西山 層 相当 層 は 0.04~ 
0.09% で 大 部 分 は 0.04~ 
0.06%, KERIB 28 0.05~0.07 
%, 寺 酒 層 は 最低 0.0696 で 
大 部 分 が 0.198 以上 の 抽出 
EBRD EEA COB 抽出 
BRE Db ATRIA HH 
i ¢ SPARE te OVE SIS 7RA 
ど 似 た 傾向 を 有 し , SIAL 
下 に 可 成 り 多 い 抽 出 量 が 認め 

られ , 堆積 岩 岩 相 と 抽出 量 の 
関係 は 良い 相関 を 示す こと が 
明瞭 に 認め ちら れる 。 MEV 


(Maze tuff) 


0.05 0.10 ONS 0.20% 
: PASAT V— } Oj : AFANV—} 
: Ry Vb OM: 宮川 ルー ト 
: Ae — } Is : Hie — } 
: 弥彦 ルー ト A: 尼 瀬 ルー ト 
: 弥彦 出 ヤ ー ト 


ー ル の 試料 は 火山 岩 ・ 凝 灰 岩 が 非常 に そ 多 く 発達 し , この 導 に 石油 母 層 と な りう る 母 岩 の 
YER - YVbBD ID 影響 に よ つ て 可 成 り 凝 灰 質 泥岩 ・ 凝 灰 質 シ ルト 岩 に お きか わり , 
有機 物 の 抽出 量 も 急激 に 減少 し て いる 。 
川 ル ー ト ・ 春 木川 ルー ト の 試料 に つい て 抽出 し た 際 に も 現われ て いる 。 EREDAR 
動 の 多い 附近 で 急 激 に 減少 する こと る も, 東山 油田 南部 比 礼 地 区 の コー ア 試 料 の 抽出 で も 


明 瞭 に あら われ て いる 。 


4. 考 


この 様 に 岩 相 変化 に よる 関係 は 新庄 盆地 の 塩 根 


穴 


K.O. Emery © S.C. Rittenbeg) が 述べ て いる 様 に , 有機 物 の 量 は 中 位 の 距離 
(BEDS) の 細 粒 堆積 物 に 最も 大 で ある と の 意見 は , この 地域 の 抽出 性 有機 物 の 分 布 に 
も あて は まる よう で ある 。 現 世 堆 積 物 の 関係 と 地質 時 代 の 堆積 物 と で は BOE RIT 
る こと は 想像 され る が , 抽出 量 よ りみ た 関係 は 堆積 環境 ・ 堆 積 機構 に 支配 され て 岩 質 と 


1) Emery, K.O., Rittenbeg, S.C. : Bull. Amer. Assoc. Petrol. Geol., 


36, 735~806, 1952. 
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の 関係 が 明 瞳 に 認め られ る 。 
達する 地域 の も の が 抽出 量 が 大 で あり , 


WHR Et PAT o 椎 谷 層 の 黒色 泥岩 は 寺泊 


て 砂岩 
DS BENG Oo HALT ORAS t HE 
出来 , 


fi 


+ の 互層 或いは 介在 の 


有機 
Seed 


Py A ik 量 tO Ed» 5 


aay 


H Ly 


量 を 示し て いる 。 


a 


程 良 い 含有 量 
る こと は 出来 な い が , 
来る 。 又 寺泊 層 ・ 七 谷 層 に 於 て 大 型 の 介 化 石 が 殆 ん ど 認 め ら ちら れ な い 事 実 と , 
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HOA Emery, Rittenbeg の 云 3 様 に 比較 的 細 粒 の 堆積 物 に 多い 
岩 損 の 上 か ら る も 或 る 程度 安定 し た 著しい 岩 相 変化 の な い 所 の も の 
量 を 示す こと が 考え られ る 。 陸 涯 か ら の 距離 の 問題 は この 地域 だ け で 云々 す 
海流 の あぁ まり 激しい 作用 の 及ぶ 所 で な いこ と だ け は 友 う こと が 出 
可 成 り 多 く 
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抽出 性 有機 物 の 分 布 が , 
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上 仙 田地 域 の 対立 ) と の 相 記 関係 等 を 明らか に し た いと 考 えて いる 。 


的 研究 の 一 環 


Se Lec 可 成 り 多量 の 


FS: 
His 


時 に ある 限ら れ た BE 


ia 


Lf 


円 


Cy 


Oe 
HERD 
用 で 


= OBE 


grey 


出 性 


れ て いる 点 を 強調 し た 。 今 


ial 


Se. 


wy 


Vor ature 


cL CHEBHO ENE SIA, YEU RRO MMAR ICAimt ZMBAES ZB, 

aa ake EEO CRO 7B AKAROA CHA CHBEBISZ. MRP 
VOBSS LC IELBERE OBESE: & BUBCAR © TRV 72 Dn RARE SEAR IOC 平素 有益 な 御 指 首 を 項 
WCW S BREE O ae TIO DD Db RBOR ERIS. 足 重 な コー ア , カッ ティ Vv TR 
料 を 恵 生 され た 帝国 石油 株 式 会 社 , 石油 次 源 開 発 株 式 会 社 の 各位 MUCH OSE 


BAR & wr lets 


aan L f= 


1) 
2250, 
2) 
3) 

883, 


Haebetle, 1a AR, 
1951. 


Prokopovich, 
1952, 


義 ・ 


Bull. Amer. Assoc. Petrol. 


Bull, 


FRADE = ERIC PRET Bo 
WELO BBL RBA KOR LEAK DI LAHE 


Crouch, R.W. : Bull. Amer. Assoc. Petrol. Geol. 


N. Amer. Assoc. Petrol. Geol., 


を 表す る 。 
Geol., 


, 36, 807~843, 1952. 
36, 878~ 


35, 2238~ 


325 


3 
oy 
# 
は 


新しい 型 の 可燃 性 天然 ガス 鉱 床 に つい て 
(水深 型 可 燃 性 天然 ガス 鉱 床 の 提 筆 ) 


On the inflammable natural gas pools of new type 
(The proposal of inflammable natural gas pools 
dissolved-in-water type) 


井 島 信 五 郎 (Shingoro Ijima)* 


Abstract : This paper deals with the proposal of a new hypothesis 
for inflammable natural gas pools of special type found theoretically by 
the writer in 1948 and has been studied in succession. The hypothesis for 
the special gas pools is characterized essentially by inflamable natural gas 
dissolved in the underground water with saturate solubility without oil. 
The saturate degree is generally determined by the physical and chemical 
conditions of the solvent water under the ground. The reservoir pressure 
and temperature are the main factors which control the solubility of in- 
flammable natural gas for the undergound water. 

Many productive gas wells for the gas pools of this type have already 
successfully drilled and now under drilling in many areas in Japan from 
Hokkaid6 to Kyishi, especially vividful in Niigata plain and Southern 
Kanto basin. The gas pools of this type are important for our country 
because more than 809% of total inflammable natural gas production of 
Japan is occupied by the gas of this type. Many theoritical results have 
been obtained by us by the observation of these gas fields during last 
eleven years from 1948 to 1959. These theories derived out of hypothesis 
proposed here seem not only true, but has no contradiction among many 
theoritical explanations of the gas field phenomena each other on the point 
of geological and geophysical views. 

As the examples of derived theories from the new hypothesis, this paper 
also takes up some themes and their outlines. 

These themes are shown as follows; (1) vertical disolved gas distribu- 
tion in the pore water of all strata in the gas field, (2) the gas contents 
in the inflammable natural gas pools dissolved-in-water type, (3) geoche- 
mical prospecting of gas fields, (4) syncline theory for inflammable natural 
gas pools dissolved-in-water type, (5) arc type exploitation method, (6) 
calculation of self flowing power for the flowing gas wells, (7) enrichment 
of inflammable natural gas pools dissolved-in-water type, (8) calculation 


* 地質 調査 所 燃料 部 石油 課 
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of gas reserves, (9) stability of natural gas production, (10) generation 
of gas pools with abnormally high gas-water ratio. 

As a result, many theories derived from the same one hypothesis have 
given us nearly enough explanations for many phenomena on these gas 
pools and have no contradiction among these explanations each other. 

Therefore this basemental hypothesis “‘the natural gas in the gas pools 
with under ground water exists in the underground water with dissolved 
feature’ can be considered as the one of the new believable theory. 


1. fff 論 


大 化 水素 鉱床 探 鉄 の 基礎 と し て 背 斜 説 す な わ ち いわ ゆる 重力 説 が 有効 で ある こと は , 
特殊 な 場合 を 除き , 水 よ り る も 軽い 液体 お よび 気体 より な る 炭化 水素 混合 物 が , 地質 構造 
の 上 位 に 向 つ て 移動 集積 し , 鉄 床 の 形 成 を きた し て いる こと か ら る も 明らか で ある 。 この 
学説 は , その 後 , 流体 動力 学 的 観点 か ら の 修正 が 加え られ て , 更に 精密 度 を 高め て は い 
る が , 層 内 を 移動 する 水 と , CNEORGKRLI, 独立 の 運動 を する と し て いる 点 で 
は 変ら な い 。 

と ころ が , 昭和 23 年 本 州 中 央 部 日 本 海 に の ぞ む 新潟 ガス 田 調査 の 結果 , 筆者 に よ つ 
CHI CHES NIH LOMO AI VY HARROP, AC BSBIO ACL LAL 
る も の で あつ た 。 それ は , KA AMRIT SSI v HAGRICOW TRAC BY S 
メタ ン ガ ス の あり 方 を 見 れ ば 「 メ タン ガス は 地層 内 を 充 塩 する 央 水 中 に 深 け て 存在 する 」 
と 推定 され る こと で ある 。 

この 提 控 が な され て 以来 , この 全く 新しい 仮説 に 基づく 研究 か ら 多 様 の 結論 が 出さ れ 
て お り , 各種 現象 の 説明 に 対し て 提案 され た 学説 理論 は 上 記 の 推論 の 確 順 さ を 立 証する 
理論 構成 の 根幹 資料 を な する も の と 考 えら れる に 到 つ た リ り 14)。 

実在 の 確認 に は , 高 多く の 問題 が 残さ れ て は いる が が, 広 箇 囲 に 見 られ る 多数 の 事実 に 


1. 帝国 石油 株 式 会 社 開発 部 : 新潟 ガス 田 に つい て . 石油 技 協 , 13, 1948. 
2. 水島 三 一 郎 : 物理 化学 共立 出版 , 1949. 
3. 金原 均 二 , 他 9 名 : 石油 技 協 , 16, 1949. 
4. 38F 勉 : 深 剤 丸善, 1951. 
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6. 本島 公司 , 他 1 名 : 山形 市 附近 天然 ガス 地 化学 調査 報告 . 地 調 報告 , 161, 


7. AROSE, 他 1 名 : 石油 技 協 , 19, 1554. 

8. 伊田 一 善 : 新潟 ガス 田 の 地質 . 地 調 月 報 , 6, 1955. 

9. 伊田 一 療 : 石油 技 協 , 20, 1955. 

是 沢 三郎 : 教育 科学 , 6, 1956. 

金原 均 二 , 他 2 名 : 天然 ガス . BABE, 1958. 

12. 本 島 公 司 , 他 1 名 : 汽水 域 の 研究 . 地 調 報告 , 1958. 
FH—3 : 第 四 紀 研究 , 1, 1959. 
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立脚 し て , CUCM AT ERR AGROB EET, Dn eee UH 
LF ORRIEL ENB TS 機構 学 的 解 柏 は 各 現 象 を 合理 的 に 説明 する こと 
が 可能 で ある と と も に , 各 現 象 相 互 間 の 関連 性 と も 全く 矛盾 する こと が 見 当ら な い 。 す 
な わ ち この 仮定 は 地下 地層 中 の メタンガス の あり 方 を 示す 一 つの 基礎 理論 と し て 発展 さ 
せ 得 る 可能 性 を 持つ も の で あぁ る 。 


2. メタ ン ガ ス 鉱 床 に 対す る 新しい 仮定 の 設置 と 新しい 鉱床 型 の 提案 


一 般 に 天然 ガス と 言え は, 天然 に 地下 に 央 存する ガス 体 を 指し , これ に は 火山 性 の 炭 
酸 ガ ス 硫 化 水 素 そ の 他 多 種 多 様 の ガス 体 を は じ め , WK HERUBAIC 埋蔵 され て いる ガス 
FRE UL CRAG, 炭酸 ガス , BR, 水素 等 が ある 。 こ こ で は , これ ら ガ ス 汰 炭化 水素 
の 中 か ら メ タン ガス を 取り 出し て , その 地下 に お ける 農 存 状態 の 新しい 形態 に つい て 研 
Bu Cok D6 

昭和 23 年 筆者 は , 新潟 ガス 田 に お ける 多く の 天然 ガス 井 に つい て , それ ら の 生産 する 
ガス 量 と , これ に 随伴 する 水量 の 間 に は , 深度 に ほ ば 相関 する 比例 関係 の ある こと を 指 
摘 し , その 関係 は あたかも ガス は 落 相 に 関す る Henry の 潜 則 に 従 つ て PARA ICA 
し て いる か に 見 える と ころ か ら , いわ ゆる , ガス 層 中 に は , その 深度 相応 の 静 水 圧 と , 
そこ の 温度 に よ つ て 定まる 落 解 度 を 持つ た 含 メ タン ガス 水 の 存在 する 可能 性 が ある こと 
を 提案 し た 。 こ の 考え は 通商 産業 省 工 業 技術 院 地質 調査 所 燃料 部 石油 課 の 研究 課題 の 一 
つと し て 取上げ られ , 新潟 ダス 田 に ひき 続き 関東 南部 一 帯 の ガス 田 を は じ め 諏訪 湖 , BE 
津 , 酒田 , 北海 道 石狩 平原 な どの ガス 田 に お いて る 同様 な 型 能 の 鉱床 農 存 が 立証 され , 
以来 この 考え に 基 ず く 探 査 ・ 開発 の 方 法 が 一 般 に 用 いら れる に 至 つ た 。 

昭和 23 年 以降 , 特に 昭和 27 年 ) ヌメ タン ガス 化学 工業 原料 と し て , この 型 の ヌメ タン ガ 
ADAIR SN CPS, 急 に 開発 が 進め られ , BA AIRS < OGFEMHMA ¢ & 
れ た 。 そ の 結果 , TAGRKORPEM DMR BWC AAI VY AAKE AMT S MLZ 
層 中 の メタ ン ガ ス の あり 方 と , ZODAV GM SPMSNZBBAICOWCBHL, 理論 
の 組立 て や 問題 の 抽出 を 計る に は , すでに 都合 よく 多く の 資料 が 提供 され て いる 。 

も ちろ ん , 機構 学 的 の 面 だ は を 見 て も , メタ ン ガ ス の 生成 か ら 移動 , 貯溜 , GTR 
の 過程 に 於 いて は 無数 の 段階 と , これ に 伴う 物理 的 ・ 化 学 的 その 他 各 面 の 変化 が あつ た 
で あろ うじ し じ , これ 等 の 各 段 階 は どの 一 つ を 取上げ て 見 て も , 今 ま で そう で あつ た 様 に , 
今後 も 引続き 研究 討論 の 対象 と な る べき 多く の 問題 を 各 む も の で ある 。 し か し 自然 現象 
を 対象 と し て これ を 然 ら ちら し め た 原因 な り , 機構 な り を 論じ よう と すれ ば , いき お い 手 近 
に 見 られ る 現象 を 観察 し 解析 し て みる の が 一 番 了 解 し や すく 又 便 利 な は ず で ある 。 

新潟 平原 ガス 田 の 開発 の 中 心 部 は 新潟 市 街 地 と 一 致す る が , 市 内 の 方 々 に 見 られ る セ 
パレ ー タ は , 寺 井 か ら 生 産 さ れ た ガス と 水 を 分 離す る タン ク で ある 。 Mt, 地下 深部 の 
孔 隙 層 内 に 埋蔵 され て いる ガス は , 比較 的 滅 度 の 高い 水 と 共存 し て お り , ガス を 控 取 し 
EX LTH, 必然 的 に この 水 を 波 上 げ な けれ ば ぼ ば な ら な い の で ある 。 

従 つ て, ガス 搾取 量 は , 搾 揚 され る 水 の 量 の 減少 と 共に 減少 し , 増加 と 共に 増加 する 
OC, 生産 ガス 量 を 増加 し ょ うと する こと は 含 ガ ス 水 の 増産 を 計る こと に 一 致す る 。 A 
」 発 面 に 於 ける 実態 を 見 れ ば , 増産 措置 の 一 例 と し て , 孔明 管 を 長く し , HRS RV 
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第 1 表 スト レー ナー 深度 , ダス 水 比 表 


(新潟 市 周辺 ガス 田 ) 


ーー gg gr ッッ ーー se 
採取 


六 ae NP ery WA a ae ae (一 日当り) YA 
番号 | 、 HA IK eo] HAN Ce 
1 | 302.13~327.63 730! 930] 0.78 || 41 | 359.90~372.70| 570] 670) 0.85 
2 | 335.77~344.80 | 1.440] 1.520) 0.95 || 42 | 343.92~ 372.22 | 1.570) 1.500) 1.04 
283.90-~302.16 43 | 443.00~ 466.33 260! 870) 0.99 
3 315.21~354.93 1.020) 1.310] 0.78 || 44 | 455.00~474.50 | 940) 890] 1.05 
ia aaa = 45 | 452.43~479 .13 60 60} 1.00 
4 | 336.54~357.50 | 1.510! 1.590) 0.95 || 46 | 458.35~485.90 | 1.570] 1.460; 1.07 
5 | 320.37~331.36 | 970] 1.200) 0.81 || 47 | 470.00~499.00 | 1.300) 1.240) 1.05 
6 | 355.96~363.00 | 1.260] 1.330] 0.95 || 48 | 510.16~534.58 | 1.560) 1.280] 1.13 
7 | 338.10~352.46 | 1.940] 2.440] 0.80 510.19~524.47 
8 | 401.57~418.50 | 1.670) 1.690] 0.99 || 49 540.51..558.10 200| 170| 1.18 
9 | 440.00~461.00 | 1.870| 1.830| 1.02 534 40.550.40 
10 | 382.52~407.50 | 990| 970| 1.02 | 50 | P55 40..557.77 | 1-780) 1.520 1.17 
395.00~410.89 
11 1.560| 1.570| 1.00 || 51 | 549.80~569.37 430} 370) 1.16 
412 .89~420.51 52 | 532.00~547.39 | 3.230] 2.830) 1.14 
12 | 412.00~433.97 | 870) 880] 1.00 | 53 | 418.38~504.67 80} 110] 0.73 
13 | 436.483~471.50 | 1.680) 1.650] 1.02 | 54 | 481.20~ 493.10 700| 810] 0.86 
14 | 428.00~455.18 170| 150] 1.13 || 55 | 636.79~670.00 | 1.590] 1.250) 1.27 
15 | 442.13~474.98 | 1.080] 1.090] 1.00 || 56 | 625.00~656.86 | 2.190 1.600) 1.37 
16 | 424.90~455.00 | 1.790) 1.650) 1.08 || 57 | 620.00~644.37 870 620) 1.40 
17 | 419.00~442.74 | 850] 830) 1.02 || 59 | 656.00~685.04 | 1.880, 1.080] 1.28 
18 | 449.50~472.66 | 1.750] 1.7701 0.99 || 59 | 581.90~625.00 | 1.780! 1.360) 1.31 
19 | 435.80~465.49 | 830 50] 0.98 || 60 | 580.50~ 654.68 SO 70] 1.14 
20 | 440.00~459.88 | 870) 810) 1.07 || 61 | 210.13~301.38 | 880! 1.070) 0.82 
21 | 473.54~495.89 | 3.090] 2.820] 1.09 || 62 | 727.05~762.23 | 2.410) 1.600) 1.52 
22 | 510.00~527.66 | 1.820 1.710] 1.06 || 63 | 725.69~778.00 | 3.450) 2.230) 1.55 
23 | 521.07~588.50 | 3.690] 3.050! 1.21 || 64 | 740.38~788.16 | 2.360) 1.570] 1.59 
499.11~518.30 778.99~811 .11 
24 | 503/07 ~ 548.38 | 2-110 1.740) 1.21 | 65 | 914711 860.00 | 2-240] 1-770] 1.32 
25 | 534.47~593.26 | 3.600] 2.950] 1.22 || 66 | 679.39~703.98 | 3.010] 2.020] 1.49 
514.94.~525.14 67 | 733.21~771.04 | 1.550) 1.090] 1.42 
26 | 505 '05~570.74 | 1-820, 1.530, 1.19 | 68 | 119.48~164.00 | 1.690) 1.750} 0.97 
511. 60~523. 76 69 | 126.24~ 164.24 740| 1.100) 0.67 
27 | 542 77.~ 554. 14 | 2-450] 2.000] 1.22 | 70 | 224.75~250.15 | 1.020 1.180) 0.86 
: ; 71 | 220.80~239.80 | 1.140) 1.180] 0.97 
28 | 494.22~ 542.14 | 1.410] 1.190] 1.18 || 72 | 228.56~246.50 | 1.080} 1.120) 0.96 
492.65~511.76 | 73 | 228.70~255.00 | 1.400] 1.460] 0.96 
29 | 527.82..539.99 | §-330| 5.530) 1.14 | 74 | 485.11~522.31 | 2.650| 2.090) 1.27 
: 75 | 471.44~510.65 | 1.610) 1.520) 1.06 
30 | 510.80~523.93 | 1.910] 1.630] 1.17 | 76 | 495.00~525.00 | 1.340] 1.270] 1.06 
31 | 545.70~559.30 | 1.820] 1.550| 1.17 || 77 | 473.30~515.00 | 1.780] 1.430] 1.24 
32 | 503.27~519.00 | 2.270) 1.920) 1.18 || 78 | 477.00~517.00 | 2.600] 2.080] 1.25 
33 | 524.79~540.90 | 1.010} 870] 1.16 || 79 | 470.17~513.29 | 2.730] 2.180] 1.85 
34 | 518.00~527.80 940] 1.100] 1.16 || 80 | 470.04~519.07 | 2.380} 1.900) 1.25 
35 | 557.85~574.05 | 1.560) 1.320, 1.18 | 81 | 638.00~688.00 | 3.350] 1.930) 1.74 
36 | 531.48~557.14 | 1.140} 970] 1.17 || 82 | 684.65~705.03 | 2.540] 1.550! 1.64 
yy 83 | 669.58~712.03 | 2.650] 1.640] 1.62 
37 | B49 0 eee te | 3-340] 2.800] 1.18 || 84 | 674:00~703.76 | 3.410| 2,080] 1.64 
542. 40~555.30 ' 85 | 646.50~678.70 | 2.650] 1.530] 1.73 
38 | 555.30~562.00 | 7-210] 6.300 1.14 | 86 | 678.00~724.34 | 2.490) 1.730] 1.44 
546.77~576.93 | 87 | 638.00~679.30 | 3.270] 2.000] 1.64 
39 | 576.93~583 43 | 5-220, 4.230) 1.23 | 88 | 646.17~677.91 | 3.380 2.060 1.64 
; 89 | 633.96~666.08 | 3.000, 1.840] 1.63 
40 | 313.30~376.60 | 450) 590) 0.76 | 90 | 641.45~672.80 | 2.830, 1.740] 1.63 
Se SPER RIO Lae WUT PM EeN oes REL EE 


— _ < 取 量 7 Epa 取 量 > 
as スト レー ナ (一 日 当り ) | ダス ee スト レー ナー (一 日 当り ) bie 
RY a WA 7K ; . FR 
深 me lees: | oct ae 深 Be | ee ont 
91| 651.7 ~675.3 | 3.670| 2.010] 1.83 | 1331 205 ~240 680| 1.280] 0.5 
92) 644.7 ~680.1 | 3.630) 1.990] 1.82 465 471 ae 
93 639.00~693.09 | 3.010) 1.740 1.72 | 134 483 +422 330| 330! 1.01 
94| 649.06~678.10 | 3.630 1.890) 1.92 antes 
95 752.26~ 810.42 | 3.570, 1.850) 1.93 | 135| 134 They | 1.140] 3.250] 0.35 
96 824.00~851.00 | 830| 430| 1.93 i. tae 
97| 818.01~862.50 | 1.840] 1.010] 1-81 | 136 599 ~ 20? 680| 1.110] 0.61 
98} 793.73~829.46 | 3.220) 1.860) 1.73 721 739 
99) 788.30~824.24 | 1.950] 1.070 1.82 | 137] 778 ~78 3.800} 1.710! 1.40 
100) 857.26~910.08 | 2.690| 1.750) 1.54 peel 
138} 610 ~650 | 3.250] 2.640] 1.93 
01 be : 
101| 782.00~820.00 3.290 2.010 1.64 | 139 473 へ 501 |2.540| 2.0701 128 
2| 781.99~812.04 | 2.830| 1.730| 1.64 | 140] 210 <238 (| a aol 2 
103 775.00~810.67 | 3.240| 1.690| 1.92 = : -900) 0.77 
774.80~810.35 | 3.640| 1.890| 1.93 734 ~740 
105| 785.73~810.51 | 2.460| 1.510] 1.63 | ll 750 ~7ag | 4-390) 2-540) 1.73 
106| 781.03~817.56 | 4.840, 2.100 2.30 | 142 gon 652 | 2.4901 2.4201 1.08 
107| 754.16~805.93 | 3.930| 2.040) 1.93 
| | 143| 477. ~510 | 2.460 2.4801 099 
108|1267.15~1353.89| 870) 450| 1.93 : 
1441214 ~244 | 2.610) 3.2601 080 
109|1159.44~1202.97 1.740, 820, 2.12 
110|1396.64~1524.63| 2.280| 1.080| 2.11 | 145] 790 ~761 — | 4.350) 2.800) 1.55 
.63 2. 11 | 146 611 ~647 |3.150|2.560 1.93 
1111372.21~1523.22 4.840| 1.860, 2.60 | 147| 452 _~492.96 | 2.200| 1.400] 1.5 
112'1395 .19~ 1523.87, 2.390, 1.130) 2.12 | 148) 531.97~570.05 | 1.200] 900] 13 
113|1335.98~ 1432.79 1.100 490) 2.24 | 149| 547.27~565.41 | 1.000! 1.200! 0.8 
114| 224.94~275.47 | 1.100) 1.750] 0.63 | 150 540.21~ 566.20 | 1.300| 1.300| 1.9 
115] 635.20~671.00 | 3.300| 2.100] 1.57 | 151/343 ~364.42 | 1.400 1.200] 474 
116 521.51~562.51 | 1.000 500| 2.00 | 374.9 ~392.0 
117) 189.44~213.99 | 1.200 1.690 0.71 | 152 4099 Tair 0 2.400| 2.400! 1.9 
725.95~736.16 | | 
118| 779-05 ~ 738 «30 | 2.500| 1.630| 1.53 | 153 pia pie: 1.300} 2.170 0.6 
376.30~380. 
119 644.45~€82.24 | 2.800 2.000 1.41 | 154] 385.90~396.70 | 2.500, 2.080| 1.9 
498.00~516.34 | | 403.0 ~415.0 
120 3.400 2.460, 1.38 
536.64~556.14 | 155| 635.50 ~€66.30 | 2.400, 2.000) 1.9 
121) 291.87~272.00 | 1.520 1.850 0.82 | 177.9 ~202.40| + 409] 1 gag 
722.50~741.22 208.65~214.0 | !: -830| 0.6 
122) ee od 778 48 | 1-400, 980) 1.43 | 
bbe ela | 157| 606.36~653.13 | 3.300 2.200| 1.5 
123, 390.00~520.58 | 3.000 2.140 1.40 | 158| 503.23~547.10 | 1.400| 1.160| 1.2 
7920p0. 159| 248.84~271.82 | 1.100| 2.750| 0.4 
124| 228.18~269.00 | 1.320 1.370| 0.96 | 160| 659.98~696.59 | 3.000| 1.150| 2.8 
125| 722.17~773.30 | 2.960| 2.000| 1.38 | 161| 389.50~419.25 | 2.100| 1.610| 4:3 
497.15~514.78 162| 183.42~189.54 | 1.000 1,430! 0.7 
121) 809,77-857 50 | 9°90 2-750 1,23 | 194.89.~ 220.00 
128 229.14~ 266.88 | 1.650] 2.540 0.65 | 163) 554.42~599 =| 2.160] 1.800] 1.2 
735 .12~775.98 | | | 440.45 へ 447.02 
129) ee 17S | 8.700| 2.550| 1.45 | 164 457:25~489 0 1.200| 1.200| 1.9 
353.62~373.62 
130| 638.35~€89.53 | 3.120, 2.150| 1.45 | 165] 393'71~ 404 1.200| 1.200! 1.0 
494.62~505.08 | | っ 541.40~555.40 
131) £94-62~305.98 | 3.120, 2.580| 1.21 | 166 581.40.585.50 | 890 827/ 1.00 
132| 220.0 ~271.21 | 1.680) 1.770| 0.95 | 167 543.60~574.30 | 1.200] 1.157] 1.04 
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=z 
ー 日 当り 
深 me | 4% | ee | Ke 深 me) Aes | 水上 
519.59~.539.12 93.92~118.59 
168| 319.59~539.12 | 1.450| 1.516] 0.96 | 202] 146.78.157.00 | 1-500) 2.516, 0.6 
353.40 ~383.80 
169] 353 th 3880 | 970] 1-157] 0.84 | 203 fee a 3.820 3.183] 1.2 
159.05~178.31 392.67~401. 
170) 159-05~178.31 | 590| 1.709| 0.35 | 2041 409.00~418.83 | 3-380] 3.756] 0.9 
171| 557.40~593.30 | 945| 1.157] 0.78 | 205 260-55~254-89 | 2.120 2.645) 0.8 
172| 476.60~503.34| 800; 800 1.00 
173 227.63~ 252.20 | 1.100| 2.124 0.52 | 206) 107.03~115.50 | 1.500) 2.516) 0.6 
184.90~189.48 514.00~524.27 
174| 194.90~204.54| 600] 1.680] 0.361 207| 524.07~539.34 | 9-240) 4.358) 1.2 
208.0 ~270.15 208 ea 1.710| 1.897| 0.9 
175, 226.67~253.00| 228 450) 0.499 kee 
176 426. ~466 | 2.080) 2. 9 .70-~ 282.88 
177| 419 ~454 1.700 1.850| 0.9 209 989.88 293.12 | 3.000| 3.750| 0. 
178| 444 ~487 | 1.774| 1.774| 1.0 104.50~109.62 
179| 290 ~330 g00| 1.000] 0.8 | 240 y23°3g—132.00 | 1-510] 2-516) 0. 
512.50~535.36 
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性 粗 粒 含 ガ ゲス 水 層 と の 接触 面 を 大 きく する よう に 設計 する こと が ある 。 和 孔明 管 の 長 さ は , 
時 に 300m を 越す こと が あり , この 間 に 数 層 以 上 , 薄い 砂層 等 の 場合 に は , 数 十 層 以上 
の 含 ガ ス 水 孔 隙 層 すなわち ガス 層 が 存在 する 場合 が ある 。 この 様 な や り 方 を と る こと は 
多量 生産 を 目的 と する 探 ガ ス 井 と し て は 従来 の 経験 か ら , や む を 得 な い 結 果 で ある が , 
個々 の ガス 鉄 床 特性 を 把握 する た め の 定 量 的 観測 に は 多少 不都合 を 生ずる 恐れ が ある と 

EDI, 釣 床 の 特性 いか ん に よ ょ つて は 所 期 の 目的 に 反する 減産 , 鉄 床 破壊 と いう 結果 に 
な る 恐れ も ある 。 第 1 図 か ら 第 5 図 ま で の 図 は , MBTABSILU 南関 東 ガ ス 田 に 於 い 
て 昭和 33 年 末 ま で に 掘 さ くさ れ な た 大 部 分 の ガス 井 の ス トレ ー ナ ー 深 度 と , 各 井 か ら 生 産 
され た ガス 量 と 水量 の 比 を 対比 させ た 図表 で ある 。 

各 図 の スト レー ナー 深度 は , BoHICOW CHAS NK ALU -+F+-OBRE その ま 
ま 記 入 し , これ と 接触 し て 含 ガ ダス 水 を 管内 に 送り 込ん で いる で あぁ ろ 3 う 3 砂 , RESOME 
に つい て は 者 慮 し て いな い 。 

ガス 量 と 水量 の 比 は , 地上 に 設置 され て いる セパ レー ター に よっ つて 分 離さ れ た ガス と 
ke, ガス 量 は オリ フィ ス メ ー タ ー に より , 水量 は , BMECKLOCAMML, その 上 比 を 
ガス / 水 と し て 算出 し た 。 特 に 標高 , 潮汐 , 地質 , 気温 , 気圧 等 の 自然 条件 の 変動 変化 
RUB, 烈 車 等 の 与え る 人 工 震 動 等 に 対す る 補正 は 施し て な い の が 普通 で ある 。 
昭和 33 年 6 月 に 取 ま と め た 両 ガ ス 田 に 於 ける 各 井 当り の ガス と 水 の 生 産 量 は 第 1 表 に 
示さ れ て いる 通り で ある が , 参考 まで に これ 等 各 井 の 天然 ガス 生産 量 を 挙げ れ ば , 新潟 
ガス 田 に 於 て は , 一 寺 井 当り 一 日 1500m3 な いし 7000m3 で , 2000m3 か ら 3000m3 
附近 の 生産 量 の も の が 一 番 多 く , 南関 東 ガ ス 田 東京 湾 周 辺 地区 に 於 て は 一 寺 井 当り 一 日 
1000m3 な いし 3000m3 で あぁ る 。 

第 1 図 に 記載 し た 寺 井 数 は 214 be, 第 2 図 に 記載 し た 寺 井 数 は 85 Ht, 計 299 Hrs 
ある 。 第 1 図 と 第 2 図 は , 両方 と る MRT AHS NaH ICOWCDOOOC, 出来 
れ ば ーー つの 図表 に まとめ た い の で ある が , THRAS<, 図表 が 不 分 明 に な る の で 便宜 
上 三 つ に 分 けた だ け で , 特別 の 意味 は な い 。 分 け 方 も 全く 無意識 に 資料 邊 集 順序 を その 
まま に 前 半 と 後半 に 分 割 し た も の で ある 。 

第 3 図 は 南関 東 ガ ス 田 東京 湾 周 辺 地 区 に 掘ら れ な た STFE IC OW TOME CHR Sst 
数 は 94 HeCHS 0 
次 に , これ ら 図 表 の 一 括 考 察 の 便 を 計る た め BIN, 第 2 図 , 第 3 図 それ ぞ れ の え スト 
レー ナー 位 貫 分 布 区 域 を 囲む 線 を 画 き さき, それ ら を 重ね た も の が 第 4 図 で ある 。 これ ら の 
対比 図 か ら 抽 出さ れる 大 き な 傾 向 の 一 つ は , 一 般 に スト レー ナー 深度 の 増加 と 共に ガス 
水 比 も 増加 し て いる こと で あり , 他 の 一 つ は 時 に 深度 と は 全く 無関係 な ガス 水 比 を 示す 
特殊 な 場合 も ある こと で ある 。 メタ ン ガ ス と 水 の 場合 に 見 られ る 様 な 稀 薄 深 相 に 対す る 
次 解 季 釈 その 他 の 機構 は , すでに 多く の 人 に よ ょ つて 研究 され , 理論 的 に る 体形 づけ られ 
て いる が , 第 1 の 一 般 傾向 か ら は 地下 に お ける メタ ン ガ ス と , これ と 共存 する 水 の あ り 
方 も , HACC BET SB Henry の 洗 則 に 従い , HO Winkler その 他 の 人 々 に は よ 
つて 実験 的 に 求め られ て いる 水 に 対す る ガス 体 の 深 解 度 と も ほ ぽ 一 致す る こと が うか が 
われ る 。 
試み に 1901 年 Winkler に よっ つて 提示 され た 実験 値 に , 新潟 ガス 田 に お ける 多 床 特 
性 か ら 圧 力 と 温度 だ け を 取り 出し て 適用 し , 得 ら れ た メタ ン 深 解 度 曲 線 を 図表 中 に 挿入 
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第 1 図 新潟 平原 ガス 田 SHE: TAKEN (401 
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SHE, 二 重 点線 で 示さ れる 様 に な る 。 ここ に 圧力 と 温度 だ け と いつ た の は , 地層 内 各 
深度 又は 各層 の 各位 置 に お ける 含 ガ ス 水 の 化学 成分 その 他 に よる 溶解度 の 変化 は 考慮 外 
に お いて 算出 し た 結果 と いう こと で ある 。 

第 2 の 特殊 な 場合 か ら う か が える こと は 地下 に お ける 含 ガ ス 水 は 時 に 過飽和 或いは そ 
れ 以 上 の 存在 すなわち 人 遊 見 し た メタ ン ガ ス を 伴う 場合 も ある と いう こと で ある 。 

この 様 な 配慮 の も と に 実在 の 資料 を 取り まとめ て 作 つ た これ ら の 図表 か ら 新潟 ガス 田 


, や 南関 東 ガ ス 田 な ど に お ける メ ヌ メタンガス 釣 床 の あり 方 に つい て は 原則 的 に 次 の こと が が 推 


論 出 来る 。 

1: BRAK BYAA IV AAG, BRA KIL CWS IK, 一 般 に ガス 田 虐 水 と 呼 
ば ぽ ばれ て いる 水 に 落 解 し て 存在 する 。 

2: 溶解 の 状態 は , 鉱床 深度 に お ける 圧力 と 温度 に よ つ て 規制 され る 飽和 溶解 度 前 後 
の 値 を 保持 する 。 

これ 等 の 推論 を 基礎 に し て ガス 鉱床 に 関す る 多く の 自然 現象 を 説明 する こと が 出来 る 。 

MC EN, 取扱 い 寺 井 の 大 部 分 の ガス ・ 水 比 は , Winkler Ra bk wd A 
度 曲 線 を 含み , これ と 接近 する 区 域内 に よせ 集 つ て くる が , 稀 に この 区 域 か ら 逸 脱し て 
AMI. Winkler の 深 解 度 曲 線 の 右側 に , あぁ あるいは , 左側 に 飛び 出す 場合 が ある 。 一 
面 こ の よう な 現象 は 地下 に お いて 立体 的 ・ 動 水力 学 的 運動 を 続け て いる 含 ガ ス 水 の 実在 
を 仮定 すれ ば 含 ガ ス 水 鍼 床 が 天水 の 浸入 , 地質 構造 , 礼 曲 運動 地層 の 続 成 作用 その 他 多 
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第 2 図 新潟 平原 ガス 田 DSR TAKUM (402) 
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{ DARRARD BE SUI SBA, 当然 起り 得る こと と し て 従来 の 地下 水 の 流 動 , 
石油 の 移動 に 関す る 動 水力 学 的 理論 を 活用 し て 解析 説明 する こと が 可能 で ある そる 。 IDE 
うに し て 現在 開発 の 行わ れ も て いる これ ら の ガス 田 に 於 いて 見 られ る 現 祭 か ら , 新しい 天 
然 ガ ス 鉄 庁 の 型 と し て 水落 型 避 燃 性 天然 ガス 録 床 の 存在 を 設定 し , 鉄 床 特 性 は 前 述 の 通 
り ガ ス ・ 水 比 に つい て は ほ ば Henry の 稀 薄 深 相 に 関す る 法則 が あぁ あてはめ られ る も の と 
すれ ば , この 型式 の ガス 田 及 び ガ ス 釣 床 に つい て 見 られ る 多く の 現象 が 都合 よく 説明 さ 
れ , 叉 それ ら の 説明 理論 か ら 多 く の 有 有効 な 結論 学説 が 誘導 され る 。 この こと は 多く の 現 
人 象 が ボー つの 定め られ な 法則 に よ つ て 説明 出来 る こと を 示し , SOWA S Sse TS 
学説 の 適 確 さ を 示す が 故に 極め て 重要 で ある 。 次 に , この 前 提 か ら 誘 導 さ れる 理論 的 学 
説 な ら び に 現象 解析 の 方 法 等 を 列挙 し 必要 に 応じ て 簡単 な 説明 を 加え る 。 


3. 水溶 型 可燃 性 天然 が ガス 鉱床 に 関す る 機構 常 的 研究 と その 概要 
(1) 全 層 が ガス 層 説 地層 内 に 充分 の 水 と 充分 の メタ ン ガ ス が 存在 する 場合 に は 含 ガ ス 


KOBE, 水平 分 布 は 地層 内 の その 場 の 圧力 と 温度 に 規制 され な が ら 全 層 に 在 る の を な た 
TEKETFS 


ここ に 全 層 と は , MUAOMMMAAS NS どん な 岩 相 の 地層 内 で も , どん な 深度 に お 
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いて も, ENEBSTSZWROALAYIHLT と いう こと で あり , た て まえ と する と 
は , 他 に 磁 壊 失 乱 又は 減圧 富 化 等 の 現象 が な けれ ぼ ば と いう こと で ある 。 


(2) 水溶 型 可燃 性 天然 ガス 鉱床 の 品位 地層, HIRO A= Aci, 地層 の 
全 孔 陳 部 が 殆 ん ど 水 に 満た され て いる と 療 えて よい 。 水落 型 可燃 性 天然 ガス 田 に お いて 
は , この 水 が メ タン ガス を 深 解 し て は いる が , 水文 水 理学 的 観点 か ら す れ ば , ガス 田 と 
いえ そう で な い 地 域 と は いえ 地下 水 の 動き 方 に つい て は 全く 変り が な く , この 型式 の ガ が 
ス 田 に お いて る も 現在 の 採取 量 以上 に 多量 の ガス を 探 取 し よう と すれ ば , 必然 的 に 多量 の 
含 ガ ス 水 を 波 な 上 げ な けれ ば ぼ ば ならない 。 従 つ て IKARIA ZAI BW CHARS (DO 
目的 と する 地層 は , WBE, BRABOLI ALBROKE vit a BT 
DES HARRRAX WPA LPMAN SMA CHIME な ら な い 点 も 用 水井 の 場合 
と 同様 で ある 。 

これ ら の 和 孔 隙 層 の 上 ・ 下 位 に 接する , 泥 層 中 の 孔 隙 水中 に は , それ ら の 泥 質 層 に 挟ま 
れ , 舗 床 の 対象 と され て いる 和 孔 隙 層 中 の 水 と ほ 必 等 量 の メタン ガス を URL COBDS 
が 多い に も 拘ら ず それ ら の 泥 質 層 が 鉄 床 と し て 取上げ られ な い の は , 全く 孔 際 率 の 小さ 
wrk, 即 も 湖 透 素 の 小さ いた めで ある 。 も ちろ ん 遊 見 ガス 鉄 床 に せよ AYN ALK 
層 内 の 流体 の 移動 に つい て は 同様 で , ダル シー の 肖 透 率 に 関す る 法則 が 適用 され る s 

メタ ン ガ ス を 深 質 と し 水 を 落 媒 と する 移 薄 溶液 と 見 られ る 含 ガ ス 水 は , 正 に その 名 の 
示す 通り 稀 め て 少量 の メタ ン ガ ス と 大 量 の 水 と で で き て いる 。 今 , この 含 ガ ス 水 を 金属 
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第 4 図 新潟 平原 ガス 田 ・ 東 京 湾 周 辺 ガ ス 田 SRRE WAKA 
(新潟 ・ 関 東 線 合 ) 
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鉄 物 の 鉄 石 に 対比 させ て 鉱 水 と 呼び , 地層 の 了 和 孔 隙 率 を 一 応 309% と し て その 品位 を 算出 し 
て 見 る な ら ば は, 深度 400m 前 後に 発達 する 鉱床 の 全体 積 に 対す る メタ ン ガ ス 量 は , 僅か 
に その 1/120 程度 と な る 。 幸い に 和 孔 隙 水 と 地層 を 構成 し て いる 久 物 と は 自然 に 分 離し た 
状態 に あり , WHDIEBROMGIERE II CWO, 水 だ け に つい て 見 れ ば , PAE 
と 水量 の 比 は !T/40! 附近 まで 犬 市 に 引 正 げ ら れ て いる こと に な る 。| BNI Cd He 
1/40 "すなわち 2.5% Lit, 遊離 ガス 鉄 床 の 多く 見 られ る メタ ン ガ ス 鉄 床 の 中 で は 決し 
て 高 品 位 と は いわ れ な い 。- し か し この よう な 鉄 床 内 に スト レー ナー を BAS BV rebtHEE 
GS (THI, SHAKE ALLALAME ガス と 水 と の 分 離 作 用 を 行い , Stor 
ら 流 出す る 際 に は 見 か け 上 , 品位 5096 と も いう べき ガス 1, 水 1 の 容量 比 を 示す よう 
に な る 。 し じ し か る も 地上 に 取り 出さ れ , 品位 50% LAL BAK, 地上 に 設置 され た セ 
パレ ー タ ー に よっ つて 簡単 に ガス と 水 に 分 離し な が ら , 精 側 の 操作 を 施す 要 も な く , Hd 
に 燃料 お よび 化学 工業 原料 と し て 利用 され る 989 メタ ン の 入手 が 可能 な の で ある 。 

上 に 述べ た よう に , 地下 400m に お いて は , メタ ン 0.8% OAGEHOKER D SKE AIC 
トレ ー ナ ー を 開 寺 す る 蔽 井 を 掘り さえ すれ ば , 簡単 に 純度 98% の メタ ン ガ ス を 多量 に 
人 手 す る こと が 出来 る 点 と , 広大 な 広がり が 予想 され る 多 床 分 布 お よび BARE V 
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第 5 図 九十九里 浜 ガ ス 田 SEE - ガス 水上 比 対 比 図 
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裏付け する 生産 の 安定 性 と , 加 う る に メタ ン ガ ス の 化学 成分 中 に 硫黄 を 含ま な いと い 3 
BANE EDS, 今日 で は 水落 型 可 燃 性 天然 ガス 釣 床 の 価値 は き わ め て 大 きく 認め られ 
TwBo 

DL_EHD PREDIC BUS B7KYRAL A 7 y GERD A GLAS, = BKARVRIEVS VE VP LEB L CARL #E 
持 さ れる で あぁ あろ うこ と は Henry OFM MOS > YRPMSH, HO 事実 も これ を 立証 し 
て いる こと を 述べ た が , COMMAS MMO PMANCT OGM, 予想 され る 深度 に 
分 布 す る 確率 の 大 きい こと は , また COMROA AGKOAS AANA CHSo 

この よう な メタ ン ガ ス の 分 布 状 熊 は, また この 型 の ガス 釣 床 が 最近 の 地質 条件 に ょ つっ 
て 定まる 水文 ・ 水 理学 的 条件 に 規制 され て いる こと を 示し , 探査 方 針 の 確立 に 大 き な 手 
が か り を 人 与え て いる と と る も に , 現在 まで の 調査 の 結果 か ら , 厚い 第 四 紀 層 お よび 第 三 紀 
層 の 発達 する 広大 な 平原 地帯 に 対し て は , 一 褒 水深 型 メ タン ガス 録 床 の 発達 を 考慮 すべ 
きこ と が 提案 され て いる の る も 重要 で ある 。 

(3) 地 化学 探査 全 層 が ガス 層 説 か ら 誘 導 さ れる 理論 的 解 家 に 準拠 すれ ば , 地表 お よび 
地層 中 の 任意 の 位置 に 農 存 する 地下 水 は , より 地下 深部 に お ける 含 ガ ス 水 の 農 存 状態 を 
反映 すべ き で ある と いう こと に な り , また な た 過去 に 行わ れ た 観測 調査 の 結果 か ら る も , 地下 
深部 に 冊 存 する 炭化 水素 鍼 床 に つい て は これ と 関連 の 深い と 考え られ る KE, メタ ン , 
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重 炭 化 水 素 , 炭酸 老 そ の 他 の 化学 成分 は 地層 内 の 任意 の 位置 の 環境 に 褒 じ た 特徴 ある 立 
体 的 分 布 状況 を 示す こと が 多い と され て いる 。 

水深 型 可 燃 性 天然 ガス 録 床 に 対す る 地 化 学 調査 法 は , 地層 中 の ガス 人 附 其 水 お よび ガス 
その も の に 関連 の 深い 化学 組成 の 変 移 状況 か ら , その 地域 に お ける SAHAKORFBA 
を 推定 する ガス 埋蔵 地域 の 探査 方 法 で , 昭和 23 年 (1948) 以来 地質 調査 所 に お いて 研究 
実施 され , 東京 湾 周 辺 が ス 田 , 宮崎 ガス 田 の 発見 , 新潟 ガス 田 の 実態 把握 等 既に 大 き な 
成果 を あぁ あげ, その他 多く の 水落 型 可燃 性 天然 ガス 田 の 地 化 学 調査 結果 が 公事 され て いる 。 

(4) MRR この よう な 飽和 埋蔵 の 理論 に 立脚 すれ ば , 新潟 平原 地帯 また は , 南関 
東 地区 の よう な 大 地 向 斜 帯 を 埋め る 厚い 堆積 層 中 に 埋蔵 され て いる 含 ガ ス 水 の 量 は , Hb 
層 総 厚 の 厚い ほど 多く 向 斜 構造 の 中 心 に 近づく ほど 埋蔵 勢力 は 優勢 と な り , また COL 
うな 一 単位 の 向 斜 構造 を 考え れ ば 和 孔 隙 層 内 の 含 ガ ス 水 は 向 欠 構 造 中 心 部 に 向 つ て 移動 し , 
天水 の 浪 入 その 他 に よ ょ る 影 級 が 少な けれ ば その 中 心 部 附近 に 停 洛 する こと に な る 。 FEO 
て 今 , この よう な 向 斜 構造 の 深部 に 普遍 的 に 発達 する SHAKIR ASO, これ を 開 
発し よう と する 場合 を 考え れ ば , 向 倖 構造 の 中 心 部 近く に 二 井 を 掘 さ くす る の が 一 番 合 
殖 的 で で ぐう こと な る 2。 

従来 石油 お よび 天然 ガス 人 釣 床 に 対し て は , その 成立 及び 賊 存 状 態 を 説明 する 学説 と し 
て Dr.R.D. Oldham, Dr.I.S. Hunt, Dr. I.C. White 等 の 設置 し た 背 倖 説 が 
あぁ あり, 本 説 は , OR J.H. Woolsey その 他 に ょ つて 補充 され , 現在 広く 行わ れ て い 
る こと は 前 に 述べ た が が, これ に 対し , ここ に 定義 する 水落 型 天然 ガス 鉄 床 の 成 立 及 び Ft 
存 状 態 を 説明 する 学説 は , 向 斜 説 と 呼ば れる べき も の で ある 。 更に この 向 斜 説 が 当て は 
め ら れる べき 現象 が 現在 地表 近く 見 られ る と いう 事実 か ら , より 長い 地質 時 代 の KES 
に お いて も この よう な 現象 が 見 られ た で あろ うと 推論 する こと る も 可能 で ある と すれ ば ぱ , 
水深 型 天 然 ガ ス 鉄 床 の 生 成 と 石油 及び これ に 随伴 する 天然 ガス 久 床 の 生成 を 結ぶ DOM 
雑 な 機構 学 的 現象 を 通じ て , 従来 行わ も て いる 石油 , KARAT AOR, 鉱床 生成 に 関す 
る 諸説 に 対し て 全く 新しい 方 向 が 生ま れ そ う で ある 。 BMS, この メタ ン ガ ス は , Most 
下水 を 溶媒 と する 藻 相 を 形成 し て 向 斜 説 の 述べ る 理論 に 従 つて 移動 農 存 し , 次 いで 人 造 構 
運動 その 他 の 理由 に よ つ て は 遊離 ガス 鉱床 を 形成 し た り , あぁ あるいは 空中 に 逸 散 す る で あ 
DIB, いずれ に し て る も 石油 又は これ と 同時 に 発生 する メタ ン ガ ス は , 水深 型 メ タン ガ 
ス 鉄 床 が 形成 され て か ら , あと で 地層 内 に 発生 し た も の か , ある い は 既に 発生 し て いて 
も 移動 の 時 期 は , 画 然 と し た お くれ を 示し て いた で あろ うこ と が 予想 され る 。 

(5) 弧状 開発 法 これ は 向 斜 理論 の 展開 か ら 必 然 的 に 生ま れ て 来る 水深 型 天 然 ガ ス 鉱 
床 の そ モデ ル 的 開発 法 の 一 つ で , 一 単位 の 向 斜 構造 一 帯 に 発達 する ガス 鉱床 に 対す る 最も 
PHN A SAFO MCE, 向 斜 構造 の 中 央 部 近く に 適当 な 場所 を 選定 し , GRR HERS 
を 示す 地下 人 等 深 線 に そう よう な 方 向 に 配列 すべ きだ と いう の で ある 。 

実際 現在 まで に 経験 し た 新潟 ガス 田 , 南関 東 ガ ス 田 お よび その 他 の ガス 田 に お ける 実 
5 > HEN AMOMIFMINS, 相 評 千 渉 に よる 不利 を 生じ 走向 方 向 の 配置 の 方 が 
有利 で ある こと が 実証 され て いる 。 

(6) BRADRE イタ リア 北部 ポー 河 の 河口 附近 に 見 られ る ガス 釣 床 も 一 部 この 型 
式 に 属す る も の と 考え られ る が , MAHWAH ALKA AMG ZRF, も よう ご ど 
ラム ネ の 栓 を 抜い た 直後 泡 温 り の 液 が 潤 口 か ら 噴出 する の に 似 て いる 。 TRYARR TTR PETE 
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然 ガ ス の 自噴 力 は , ガス 田 が 殆 ん ど 平 原 地帯 の 中 央 部 に 位置 し , La seRAD 圧力 は 
殆 ん ど 海 又は 谷 水準 面 か ら 鉄 床 深 度 ま で の 静 水 柱 圧 に 等 し いこ と か ら , BELT この ラ 

ムネ 式 噴出 現象 に よる 力 と 考え られ る 。 この 療 え 方 か ら 継 続 自噴 井 の 自 噴 力 は , Ht F 
部 に お ける 含 ガ ス 水 が ガス と 水 の 分 離 を 開始 し て か ら , SHAT LAL Hoe MALT 
セパ レー ター 内 に 放出 され る まで の 間 に , TAK BY SABED ZAOMWIEL MECH 
つて 発生 する 力 と し て , EA, 運動 , 位置 3 ェ エネ ルギー の バラ ンス 面 か ら 算定 可能 で あ 
Bo も ちろ ん , 自噴 力 の 算定 は , 継続 自 叶 の 場合 を 対象 と し , 自噴 現象 を 継続 する た め 
に は , MAb LF —DoHEAIRAL TE 含 ガ ス 水 が , ガス を 分 離し な が ら 上 昇 し 
て 管 外 に 出る まで に 要する 時 間 内 に , 所 要 量 の 含 ガ ス 水 すなわち その 時 間 内 に 地上 に 流 
出し た 含 ガ ス 水 を 鉱床 内 の 圧力 温度 状態 に 換算 し た 量 と 同 量 の 含 ガ ス 水 が , スト レー ナ 
ー か ら 管 内 に 流入 し つづ ける こと が 必要 で ある 。 HOT この 必要 条件 を 満た し て 自噴 
を 継続 さす る た め に は 自噴 力 の 大 き さ と 鉄 床 内 に お ける 含 ガ ス 水 の 移動 状況 に よっ つ て , 
WERT -Y VT "プロ グラ が 定め られ な けれ ば な ら な いる 

(7) 水溶 型 可燃 性 天然 ガス 鉱床 の 富 化 作用 現在 まで に 試掘 確認 され た 水深 型 可燃 性 
天然 ガス 田 に お いて , ガス 伯 床 中 の 含 ガ ス 水 が きわ め て 太 き な 頻度 の 下 に 常に た それ ら が 
現存 する 環境 に よ つ て 定め られ る 飽和 沙 解 度 を 示し て いる と いう こと に つい て は , RR 
無関係 に 移り 変 つ て きた 環境 と 深 解 度 が 現在 偶然 飽和 点 に お いて 一 致し た と する 偶然 一 
致 的 の 考え は 全く 無理 で , むし ろ , その 人 鉄 床 が 昔 か ら 経 過 し て きた 地質 時 代 の 中 , 2S 
も 相当 長い 以前 か ら 信 ガス 水 は 常に その 鉱床 の あぁ る 場所 の 環境 に 応じ て 飽和 沙 解 度 を 変 
{EL OSV TER DDLABA RUN 5 Zero 

一 例 と し て 今 400m PREIS RMOMMALE EY 7H ATK 2 Hv AGERE EW 
CHAK, これ が 遭遇 し て きた 各 様 の 環境 変化 過程 に お いて は , 大 部 分 が 現在 ある 深度 
ょ より る も 漢 い 所 に 存在 し た こと が あぁ ある 筐 で あり, し か る も 時 に は 完全 に 小 入 水 に よっ つ て 洗浄 
され た こと が ある か も し れ な い 。 この よう な 無 ガ ス 或 い は , 貧 ガ ス 時 代 を 経た で あろ う 
HRS, 現在 ガス 舗 床 を 形成 し て いる た め に は , その 後 こ の 粗 炒 層 に 対し て メタ ン ガ 
ス 単 体 歌 い は 高 濃度 含 ガ ス 水 の 補給 が あつ た に 違い な いと 考え , この 補給 作用 を ここ に 
富 化 作用 と 名 づけ た 。 

全 層 ガス 層 説 の 述べ る と ころ に 従い , EL UCHEOREL 層 内 温度 に よ つ て 定まる 
飽和 溶解 度 を 持つ た ヌメ タン ガス 水深 液 が 地層 中 に 存在 する よう に な る た め に は , 基礎 条 
件 と し て , 現在 も 地層 中 に お いて メタ ン ガ ス を 発生 する か , また は 高 濃度 含 ガ ス 水 が 他 
処 か ら 供 給 さ れ て いる こと が 必要 で ある 。 メタ ン ガ ス 発 生 の 原料 を 泥 質 層 中 の 有機 物 に 
置く と いう 考え は 従来 の 炭化 水素 発生 の 機構 と 同様 に 採択 され る 。 

メタ ン ガ ス は , BRR B Cs, ガス 体 で ある か , 地下 深部 粗 炒 層 中 に 包 蔵 され 
て いる 含 ガ ス 水 中 の メタ ン は , 水 の 外 部 か ら ガ ス 体 で 供給 され た も の か , 発生 直後 ガス 
状態 を 経 ず に 沙 解 状態 に 入 つ た も の か の 問題 は , 炭化 水素 鉄 床 の 生 成 に 関す る 一 つの 大 
き な 問 題 と な る で あろ 3 う 。 

(8) 埋蔵 量 の 人 算 定 に つい て Henry の 活 則 を 基礎 に し た 実験 資 料 と , ガス 田 の 調査 観 
測 結 果 か ら , この 型 の ガス 層 の 深度 , 温度 に 対応 する ガス 水 比 が 定まる と する と , その 
ガス 層 に 対し て は 

Q=D-A-a-B 
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か ら 埋 蔵 量 Q が 算定 され る 。 

とこ と こ に Ot, この ガス 層 中 に 埋蔵 され て いる 全 ガ ス 量 を 常温 常 圧 に 換算 し た 量 ms 
で ある 。 

D ik, ガス 層 を 形成 する 粗 炒 孔 隙 層 の 厚 さ (m) 

A は , 上 記 ガ ス 層 の 分 布 面 積 (m?*) 

@ は , 上 記 ガ ス 層 の 和 孔 隙 率 

Bit, 常温 常 圧 に 換算 し た ガス 層 内 の ガス 量 と 水量 の 比 

一 般 に ガス ・ 水 比 は ガス 層 内 の 含 ガ ス 水 が 飽和 度 を 保持 する と し た 場合 の 値 を 採用 
する と ころ か ら , こう し て 算出 され た 埋蔵 量 を 「 飽 和 埋 蔵 量 」 と 呼ん で いる 。 

地上 で 分 離 採取 され る ガス 量 と 水量 の 比 y &, 上 記 式 内 の 8 の 数 値 と は 異 る も の で , 
その 差 は 分 離 後 放流 され る 水 の 中 に 落 解 し た まま ガス の 一 部 が 取り 去ら れる だ け y OF 
DANS Vo 

その 地域 に つい て 深度 の 違う 各層 毎 に 。 こう し て 計算 し た 埋蔵 量 を 集計 すれ ば , その 
地域 の 総 飽和 埋 蔵 量 が 求め られ る 。 

この 埋蔵 量 に 対す る 可 採 率 は , し ば し ば 問題 と な つて いる が , 確定 埋蔵 地域 に 対し 開 
Sie, 寺 井 の 配置 等 が 適当 に 行わ れる な ら は ば は, 理想 的 な 天然 の 水 攻 法 が 行わ れる 結果 , 
ガス 田内 の ある 一 定 区 域 に 対す る 確定 埋蔵 量 に つい て は , 10098 WL ELO MRR ES LW 
る は ず で ある 。 

(9) 生産 の 安定 性 地下 資源 は どれ る も そう で ある が , 開発 利用 計画 の 中 心 と な る 条件 
は , 上 年 的 鉱物 の あり 方 , 埋蔵 量 , 品位 の 三 要 素 で あり , これ ら を 基礎 と し た 生産 計画 は 
地形 交通 その 他 の 便利 さ に も 左右 され る が , 結果 的 に は 計画 し た 生産 量 が , 計画 し た 時 
期 に 入手 出来 る こと を 必要 条件 と し て 策定 され る 。 

計画 され た 生産 量 と 実際 に 生産 し た 量 と が , いか に よく 合う か の 度合 を HORE 
two 

Aa CHRO Tr SIKIAM APR RIR AGRRIL, 用 水井 底 の 地下 水 が 尽き る こと な 
く 補 給 さ れ , 採 揚 さ れる に も 似 て きわ め て 豊富 な 可 控 含 ガ ス 水 量 を 見 込む こと が 可能 で 
HY, HHOMDRY SDH TH, 一 井 一 日 当り の 生産 量 も ほ ぽ 一定 で , THOR 
SAS RU IER ORECAST ALLA ERY Bb, Abts EO 生産 計画 に は , 
きわ め て 高い 信頼 度 を 持た せる こと が 可能 で あり , し た が つて 一 ガス 田 に 対す る 生産 の 
安定 性 と 企業 の 確実 度合 は きわ め て 高く 評価 され る 。 し か し , 和 孔 際 層 内 を 移動 する 含 
ガス 水 の 流 速 に は 流体 の 粘性 , 地層 の 和 孔 隙 率 , BGR ED ESSAMMRAY, 生産 ガ 
ス 量 の コン トロ ー ル 範囲 も 自ずと 制限 され る の は , 場合 に よ つ て は 不便 な 点 で ある 。 

(10) 異状 に 高い ガス ・ 水 比 鉱 床 の 発生 地下 に お いて は , ガス 層 の 深度 お よび 温度 に 
よっ つて 規制 され る 飽和 点 に 近い 値 の ガス 水 比 を 持つ 含 ガ ス 水 の 存在 が 最も 安定 な 状態 で 
HY, これ より 低い ガス 水 比 の 含 ガ ス 水 は , 常に ガス の 落 解 量 を 増 そ うと し , 高い ガス 
水 比 を 有する 含 ガ ス 水 は , 過飽和 の 分 だ け 遊 離 逸 出さ せよ うと する 。 この ょ よう に 全く 無 
定形 の 流体 資源 で あぁ る 含 ガ ス 水 は , 厚い 地層 内 の 移動 に よっ つて 変る その 場 そ の 場 の 環境 
に 応じ た 安定 状態 と エネ ルギー バラ ンス を 保ち も ながら 存在 する 。 

地層 中 の 含 ガ ス 水 が , より 不 飽 和 な 状態 な 状態 に 変 移 する 機会 と し て は , BARK 
よる 稀釈 と 高圧 部 叉 は 低温 部 へ の 移動 に よる 他 動 的 お よび 自動 的 の 二 っ の 場合 が あり , 
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XY ARIA ARRRNB GT Sick, より 高 濃度 な 含 ガ ス 水 の 補給 と 低圧 部 また は 高温 度 
部 へ の 移動 に よる 二 つ の 場合 が あぁ る 。 低 ガ ス ・ 水 比 の 含 ガ ス 水 分 布 は , BAKKORR 
に ょ つて 招来 され る 場合 が 多く , 一 般 に 含 ガ ス 水 層 の 地質 構造 と 地表 地形 の 関係 か ら 見 
て の 高位 , RIS RABAMRORMICA Wo BMA -KIED それ は 反対 に 低位 すなわち 地 
層 内 の 含 ガ ダス 水 が 地 素 に 逸 出 する よう な 場所 に 当る 地域 に 多い 。 この よう な MATE 
| BAGS, この 型 の ガス 田 に お ける 普通 の す が た で ある が , この 変化 を 急激 に 与え うる よ 
う な 地質 構造 が 存在 し , 含 ガ ス 水 が 極度 に 稀釈 され れ ば , ガス 録 床 の 破壊 と な り , 極度 
の 富 化 作用 を うけ れ ば 異状 高 ガ ス ・ 水 比 久 床 の 発生 と な る 。 MSM, 千葉 県 九十九里 
浜 ガ ス 田 の , 特に 茂原 異状 高 ガ ス ・ 水 比 地域 を 含む ガス 井 の 深 度 , ガス ・ 水 比 対比 図 で 
ある 。 Eb, WARK - LSSSRE CRBC LTB), 地域 的 な 断層 帯 と 関連 
性 が 強い よう で ある 。 も ちろ ん 南関 東 全域 を 含む 大 規模 な 半 人 造山 半 造 陸 的 運動 に 伴う 所 
曲線 構造 と 地域 的 断層 構造 の 組合 せ が 久 床 の 分 布 発達 状況 と も 関連 し て その 結果 を も た 
らし た の で あぁ ろう が , 普通 の 水深 型 ガ ス 井 分 布地 区 か ら , あま り 遠 く な い 距 離 に , それ 
等 と 殆ど 同 じ 深 度 で あり な が ら 理 論 ガ ス ・ 水 比 の BREE ART ED EEK 存在 す 
る の は , ちよ つと 異状 な 感じ を も た され る 。 異状 高 ガ ス 水 比 の 呼称 の 生れ た の も この た 
めで ある 。 

CORBI T SAI RIL, 沖 未 解決 の まま 残さ れ て いる が , その 一 例 と し 
て , (1) 含 ガ ス 水 が , 低圧 部 に 移動 し た た め に 起 つ た 遊 見 ガ ス の 発生 が あり , (2) Ro 
で 毛細 管 現象 に よる 差別 移動 が 天然 セパ レーター の 作用 を な し つづ けた 結果 , (3) 遊離 
ガス を 伴い , 静 水 柱 圧 を 保持 する 水落 型 可燃 性 天然 ガス 鉱床 が 成立 し た も の と いう 場合 
る も 考え られ る 。 即ち , 遊離 ガス 溜り も その 久 床 深度 に お ける 静 水 柱 圧 を 示す の が 一 般 で 
ある 。 


4. 結 i 


以上 広範 な 実在 資料 か ら , PLO ARUEKAA AGRE REL, SC ORPMEIL ATR 
VERSA AZ SHE FOF IB ACHR DS AZ 水 に 落 解 し て いる と 考え た 場合 に 最も よく 理解 
され る と ころ か ら , この 鉱床 に 対し て 「 水 芝 型 可燃 性 天然 ガス 鉄 床 ]」 と いう 呼称 を 与え 
た 。 更 に 実態 了解 の 一 助 と し て , COGRICBET S 機構 学 人 的 問題 の 一 部 を 概説 し た が , 
ここ に 概説 し た 機構 学 的 問題 や , その 他 多 く の これ 等 に 関す る 意見 は , . す で に 一 部 公表 
し , その 他 に つい て は 追 つて 公表 の 予定 で ある 。 

新しく 設定 され た 水落 型 可 細 性 天然 ガス 鉄 床 の 実 在 は , 今日 一 般 に Ton Cwdket 
水素 鍼 床 の 生成 に 関す る 機構 学 的 分 野 に も , 全く 新しい 解説 材料 を 追加 する こと に な り , 
炭化 水素 鉱物 の 腺 胎 ・ 移 動 ・ 貯 溜 な ど , PALTKGKRO 生成 機構 に 対す る 新しい 学説 理 
論 の 誘導 を 期待 さす る も の で ある 。 

これ 等 各 面 に 豆 る 機構 学 的 問題 に 関し て は , ZOMMEBRAVICL THK Dd OT 
HAM, 新しい 理論 学説 の 完成 まで に は , 自ずから 路頭 に 迷う お それ も ある の で , 各位 
DED 73 ASHE E BE Liew o 

な お , これ ら の 問題 解明 に 際 し て は , 地質 調査 所 燃料 部 長 金原 均 二 博士 を 始め , 石油 
課員 御 一 同 の 御 教示 を 戴 い た 。 記 し て 深 其 の 謝意 を 表す る 。 
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a Tl 紹 介 


日 本 産 鉱物 文献 集 原田 準 平 監 修 本 書 は 1872 年 か ら 1956 ic, 日 本 に 産 す る 鉄 
物 に つい て 記載 され た 学術 雑誌 の 文献 集 で あぁ つて , 鉱物 の 分 類 は Dana’s system of 
Mineralogy Vol. I 及び II 並び に Strunz の Mineralogische Tabellen (1957) に 
従 つ て いる 。 MbTRRD BULK MASK, 酸化 及び 水 酸 化 鉱物 , ハロ デン 化 鉱 
物 , 炭酸 塩 鉄 物 , 硝酸 塩 鉄 物 , MGR, 硫酸 塩 鉄 物 , テル ル 酸 塩 鉱 物 , PRPROR, 克 
酸 塩 及び バナ ジン 酸 塩 久 物 , モリ ブ デ ン 酸 塩 及び タン グ ス テ ン 酸 塩 鉄 物 , 有機 化合 物 , 
SEY OK —— > V ERM, RV HSER, v OBER, 347 OSE, 4 7 ERR, 
フィ イロ 斑 酸 塩 , テク ト 弐 酸 塩 の 順に 配列 され て いる 。 本 書 は 本 邦 産 鉱物 の 研究 に 益 す る 
と きろ 極め て 大 きぐ COURS KIC HEEL 7. (KM 412, ASR, FERS 
地 鉄 教室 内 , 日 本 産 鉄 物 文 献 集 編集 委員 会 発行 ) [KAR 


坪井 誠太郎 著 “RCRA” 一 一 透明 固 態 物質 の 光学 的 鏡 検 法 坪井 先生 の “岩石 
1” が 発刊 され た の は 評者 が 学生 時 代 で , ZOHO HLABAS BEO—Bicla, 大 
へ ん お 世話 に な つた も の で ある 。 これ に 最近 の 進歩 を と り い れ て , 全く 新しく 書き 改め 
られ た 本 書 が 出版 くさ れ た こと は よろ こび に た えな い 。 米国 な ど で は 分 散 法 を “Tsuboi's 
method” な ど と よん で いる ほど で , 光学 的 研究 と 先生 と は 切 つ て も 切れ な いつ な が り が 
HY, この 種 の 書物 の 閉 者 と し て は 最も 適し た 方 で あろ 3 う 3。 

さて 本 書 は I 予備 事項 , I 固 態 物質 の 光学 的 性 質 一 般 , III 偏光 顕微 鏡 に よる 観察, 
IV 光学 的 鏡 検 渋 の 活用 の 4 編 に わか れ て お り , 1 で は 結晶 や 光 に つい て の 基本 的 事項 , 
Tl で は 結晶 光学 の 詳細 が 説明 され て いる 。 IL は 本 書 の 中 心 を なす も ので, 全体 の 半ば 
近く を し め , 先生 自身 針 作 の 苦心 を され た POH 顕 徴 鏡 を 基礎 と し て , 鏡 検 潜 の 詳細 を 
の べ て お られ る 。 IV に は その 岩石 学 ・ 鉱 物 学 ・ 化 学 な ど へ の 応用 法 を の べ , 最後 に は 練 
習 問題 と その 解 符 まで が そえ られ て いる 。 

全巻 を 通じ て うか が われ る いも じ る し い 特 色 は , 先生 の 創意 , 工夫 が すみ ずみ に まで 
滴 も て いる こと で ある 。 図表 の 多く が 御 自 身 の 研 究 ・ 側 作 に な る も の で あつ て , た と え 
ば 干渉 色 図 表 の ご と きる も , 従来 の それ と 比較 すれ ぼ ば その 差 が 明白 で ある 。 も し 希望 を の 
べ さ せ て いた だ く な ら ば , 自在 回 転 台 に つい て も 3 少し 詳し く の べ て いた だ きた か つた 。 
この よう に 本 書 に よ つ て 岩石 ・ 鉄 物 の 研究 者 や 学生 は も と ょ より, 結晶 一 般 の 研究 に た ず 
さわ る 人 々 は 顕 徹 鏡 に よる 研究 法 の 真 ず い を 理解 し うる で あろ 3。 座 銘 の 名 閉 と し て 広 
く 愛 用 され る と 信ずる 。 (iv+294, 5 図版 , 1959, 難波 書店 , 950 円 ) OVA) 


sb 


BELO RE 
8246, C nnabar } Metacinnabar 
の 安定 関係 Dickson, F. W., Tunell., G. 

nHgS (solid) > nHg (gas) +Sn 
(gas) の 平衡 圧 の 測定 , HgS の 硫化 ナ 
トリ ウム に 対す る 閣 解 度 及 び , 加熱 試料 
ORE HR RIK Hz HP 2% HgS 
は 一 気圧 下 で , 二 つ の 可逆 的 な 相 を 有 す 
る 。 一 つ は 赤色 の cinnabar で あり , Hb 
は 黒色 の metacinnabar で あぁ る 。 Cinn- 
abar を 加熱 する と 344°+2°C で meta- 
cinnabar に 変る 。Metacinnabar は 純 
FEC HAUL, 344°C 以 下 で 急速 に ci- 
nnabar に な る が , Fe, Zn,Se 48273 格子 
内 成分 と し て 少量 存在 し て いる だ け で る も 
転移 速度 が 極め CREP DN, 殆ど 転 
移 現象 が 見 られ な く な る 事 さ え あ る 。 此 
の 事 は 天然 の 銘 床 で metacinnabar が そ 
の まま 存在 し て いる 事実 と 合う 。 RB 
Fe 及び Zn の 存在 は , 夫々 , 少く と 
%, 305°C, 204°C に 迄 転移 点 を 引き 
下げ る 作用 も する 。 以上 の 実験 結果 は 天 
然 産 鉱物 の 産 状 に も 当 欲 まり 一 般 に me- 
tacinnabar は 深 成 で cinnabar に 比較 
し て 早期 に 品 出 し て お ね おり, cinnabar の 
変質 物 と し て 認め られ る 事 は な い が , it 
に 一 部 の cinnabar は metacinnabar の 
転移 産物 で ある 事 が は つき り し て いる 。 
(Am, Min., 44, 471~487, 1959) 

[ 関 ] 


8247, Tasman‘a, Mount Lyell 
ED 2M, 構造 を 有する 加水 白雲 母 Th- 
readgold L.M. 

西部 タス マニ = ニア, Mount Lyell の Com- 


stock 鉄山 で 銅 鉄 と 共生 する 彼 粒 , 緑色 
OBRICOWT, (K, Na, Ca, Ba) 340 
(Abebett het aCret a Mole co wor, 
Al)。 Oj9.38 Og 62 な る 化学 分 析 結 果 を 
得 た が , ふつ う の 折 雲母 と 異 り , TVA 
リ 成 分 が 少な く , HO 量 が 多い >。 これ は 
層 格子 間 の K- イオ ン が HOt イィ オン 
で 置換 され て いる も の と 考え られ る の で 
次 の 様 に 書き 直す と 普通 の 複 四面 体 構 造 
の 圭 母 の 化学 式 に よく 一 致す る 。(K, Na 
Ca Ba, HO) oe AL Fes Fett © 
r+, Mg) 4.01 (SL Al)g O20 OH4 o X 線 
回 折 写 真 に よる spacing は 2M, Me 
和 構造 体 で ある こと を 示す が , WO 2M, 
HYG |X TC Levinson の 記載 し た lepi- 
dolite で 知ら ちら れ て いる だ け で ある 。 前 
aD K-44vt H,Ot 4 4vOKES 
は 殆ど 同じ な の で , COBRA HE 
を 作 つ た と は 特に 考え られ な い e。 尚 , DT 
A 実 険 で は 格別 の 特徴 は 認め られ な か つ 
た 。 (Am. Min., 44, 488~494, 1959) 
(BY) 


8248, Sepiolite の X H#RUSTK 
回 折 実 験 Brindley, G. W. 

Sepiolite の X 線 回 折 図 に 関し , WH 
子 に 基 い て , d>2.038A の 回 折線 に 完 
全 に 指示 を 附け る 事 が 出来 た 。 此 の 場合 
parameter は a=13.50+0.02, b=26. 
97 エ 0.03, c=5.254-.0.01A CHS. a 
料 に よる 結 唱 度 の 違い は 著しく , 此 の こ 
と は 電子 線 回 析 図 で も 認め られ る 。 結 品 
度 の 高い も の で は , 電子 線 回 折 図 は 1/5.3 
A 及び 1/26.8A DIA Wk Et SHH 
様 に 依り 構成 され て 居り , 6 BE c 軸 を 
確認 出来 た 。 Sepiolite 結晶 の 発達 は 第 
ー に 2 軸 方 向 に 行わ れ , Boe a BH 
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向 の 雲母 状 構造 の 積 重なり と 0 tral 
へ の 拡張 が 行わ れる も の と 考え られ , © 
還 方 向 の 形態 的 な 長 さ は , 他 軸 方 向 の 
10~100 億 に 達する 。 (Am. Min., 44, 
495~500, 1959) CASI 


8249, Montana # Narsarsukite 
Stewart, Des: 

Narsassukite Na,TiSi,O,, が Mon- 
tana | Sweetgrass Hills, Sage Cr- 
eck に 産 し た 。 narsarsukite (xp§ es 
岩 株 附近 の 正 長石 一 葛 長 石 一 右 英 混成 岩 
を 切る 鉄 脈 に マン ガン ペク トラ イト , 石 
英 , 方 解 石 , 方 鉛 鉄 と 共生 する 。 この 
narsarsukite It, TEA feR 4/m ie 
Ae MOOD), COD), COD). (sO) e 
(120), (011), (021), (221) DHe4 
する 。 光学 的 隆 賀 は , €=1.658— 1.662, 
ow=1.610—-1.614, 一 軸 性 (+) Ex 
0O 三 無色 , XA — 7 —Clk ay=10.72A. 
C9=7.94 A. co/ag= 0.741, 強い 回 折線 
は , 5.365 (10), 3.394(8), 3.260(8) 2. 
579(6), 2.524A (6) で あぁ る 。 (Am. 
Min., 44, 265~273, 1959) (A) 


8250, Colorado 産 新 鉱物 Delrioite 
Thomson, M., Sherwood, A. 
Delrioite CaO-SrO:V,0;-3H,O が 
Colorado }\| Montrose の Jo Dandy 
鉄山 に て 発見 され た 。 この 鉱山 は Late 
Jurassic の Morrison formation の Sa- 
lt Wash member PORFYIAUFZY 
鉱床 を 採掘 し て いる 。 この 鉄 物 は 淡 黄 乃 
至 緑 色 の 繊維 状 の 結晶 で , FEZ ぶ 線 回 線 
は , 6.5(S), 4.95(MS), 3.55(M), 3.4 
5A(MS) CHS. Maid, a=1.783, 
B=1.834, y=1.866 (+0.003) 二 軸 性 
負 , 2V は や ゃ 大 きい , Katey, Y= 
mea, H=2, G=3.1+0.1. Delrioite の 
AVEA4 A.M. del Rio に 由来 する 。 
(Am. Min., 44, 261~264, 1959) 


(FHI 


8251, AV RARKEREAICH 9 BR 
BOBRRICLZA—¢ 1 BOER Fo- 
tbes, R. 

EY IF MGBBICHSA KVVI-E 
MAO mee BIC BREVY HB 
及び アラ スカ 岩 に は , HARADA E 
り 生 じ た 正 長石 徴 パ ー サ イト が ある 。 It 
DNV 4} BRAS 下 に 観察 し て 
その 結晶 過程 を 論じ , BI, その 起源 を 
BE Liz lb, N%—34 } OFBRICY 
つて は 1) 中 性 長石 が カリ 長石 の BAt 
受け , 接触 部 に 狭い 帯状 の 曹長 石 を 生じ 
2) 曹長 石 が 部 分 的 に カリ 長 右 成 分 に 四 
MeN, ERARU-B TI -V7V 
ー ス を 生じ 3) BRANAVY CRO 
長石 が 気泡 状 叉 は 条 疲 状 を 呈 し て , パー 
サイ ト 構 造 と な る 。 此 の パー サイ ト 生 成 
が 行わ れる 温度 は , 比較 的 低く , FRB C 
500°C 以下 で あぁ り , 静 的 環境 下 で ストレ 
RR EC MB, LOM 
域 の パー サイ ト に は , 離 次 に よる も の は 
見 られ な い 。 (Am. Min., 44, 603-619, 
1959) A 


8252, 高 分 散 液 に よる 屈折 率 測 定 の た め 
の Hartmann 網 不用 の 図表 Watkin- 
SS 

分 散 法 に よ つ て RUD ARE RET 
る 場合 , Hartmann 網 上 で の 各 漫 液 の 
屈折 率 を 示す 線 は 平行 な 直線 で ある こと 
VAL, 各 液 の 屈折 率 の 差 を 等 間隔 
(例え ば 0.05) に し て お け ば は , BML 
の 液 と の ND の 差 (補正 値 ) は , 各 液 
と 録 物 と の 屈折 率 が 一 致し た 波長 だ け の 
HBL Bo 

それ で 縦 軸 と 横 還 に SN SHARE O 
いて の 波長 を と り , その 各 値 に 相当 する 
ROMIE(Ae RT MRED, chick 
つて Hartmann 網 を 用 い ず に monoc- 


抄 
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hromator よる 測定 値 か ら 直 接 に 屈折 率 
を 求め る 方 法 を 提案 し た 。 

な お この 他 , 各 液 の 分 散 (Nr-Nc) を 
用 いる 図表 及び , 特に 斜 長石 の 成分 決定 
の た め の 表 井 の 図表 を 簡略 化し た Nx′ の 
図表 を 示し た が , 後者 の 精度 は EAn29% 


で ある 。 (Am.Min., 44, 314.321, 
1959) [ 字 留 野 ] 
岩石 学 及 び 火 山 学 


8253, マドラス 附近 の シャ ヤー ノ カ イト 
Subramaniam, A.P. 

YX) HA} OTH, イッ ド 南 東 
海 雷 マドラス 附近 の 岩石 単位 の 相 士 関係 
が 述べ で ある 9 ジマー ク カ イィ トド 及び シマ ャ 
ー ノ カイ ト 系 列 が 再 定義 し て ある 。 シヤ 
ー ノ カイ ト は 長石 ( 主 に 微 パ ー サ イト ), 
石英 , 斜 方 交 石 か ら 成 り , 頂 橋 石 を 含む 
も の , 含ま ね も の が ある 。 Holland Oy 
ャ ー ノ カイ ィ イト 系 烈 の 酸性 区 分 (アラ スカ 
Ato EST VAY, Skies yx 
ー ノ カイ ト 等 か ら 成 り , FREE D>) 
は パー サイ ト の 離 落 , 柄 格 石 の 形成 を 伴 
5 FEMA Set 72, Holland の 甚 性 区 
SRG RRE RULE OGRE CG, 厳密 
な 意味 の シャ ー ノ カイ ト と 成因 関係 が な 
Wo HABO 層 及 び レ ンズ を 伴う ノー ラ 
イィ イト の 散在 する 小角 頭 は 著者 の シャ ー ノ 
カイ ト suite に は 無関係 で ある 。Holla- 
nd の 中 性 区 分 の BAILIg— 2 RE 
関 緑 岩 か ら シ ャ ー ノ カイ ト , PERERA, 
き ミグ マタ イト へ 移 化 する 。 本 岩 類 は シャ 
—JH4 >} BHI K AYEERRAO 部 分 
的 な 同化 作用 か ら 結 果 し た 混成 岩 で あ 
Do bh, ERG H pee (khondalite) 
は 当地 域 に 広く 発達 する 。 Holland 
の leptynite は khondalite D2¥L ¢ 
結晶 し た 岩 相 と 推定 すら れる 。 シャ ー ノ 


カイ ト , 混成 岩 , 交 石 粒状 岩 及 再 結晶 し 
た khondalite の 上 述 し た 組合 せ は Ni- 
lgiri, Shevroy 及 Palni の 地域 の 様 な 
南部 イン ド の 広い マツ シイ フ に 分 布 す る 。 
詳し い 鉱 物 学 的 , 岩石 学 的 記述 及び 化学 
MA AHERe REEF SOK 人 与え られ 
VA (Aim. Jour isc, 2577-321 
~353, 1959) [ 千 藤 ] 


8254, BRIBICHIT Z mineral faci- 
es と 温度 関係 Barth, T.F.W. 


変成 作用 は , これ を 等 化学 的 , 異化 学 
的 な ど と 区 別 す る こと は 成因 的 に 不 合理 
CH H,O, CO, ZED volatile &% 
考慮 に 入れ る と , PACA RACORATC 
ある 。1952 年 に Yoder は mineral fac- 
ies が 確実 な 温度 - 圧力 を 示す も の で な い 
こと を MgO-Al,0,-Si0,-H,O 系 の 実 
験 に て 証明 し た 。 Yoder は 大 体 500°C, 
1200 気圧 に て , 水 の 含量 に 依る mineral 
association の 変化 を 示し た が , これ が 
Eskola の 選ん だ mineral facies と 矛 
Gt Seis, Eskola その 他 が 温度 一 
圧力 の 変化 に 帰せ て しめ て いる こと が ら で 
も 実際 に は 総 化学 成分 の 変化 に 基く こと 
が ある か ら で あ る 。 種々 の mineral fac- 
ies は 温度 一 圧力 と の 関係 を 何ら 示さ な 
いも の で は な さく, 確立 され た mineral f- 
acies は 今後 も 変成 岩 の 分 類 の system 
と し て 存続 し , 諸 岩 石 の 再 結晶 し た 温度 
一 圧力 条件 を 示す も の で あろ う 。 そし て 
温度 を 横 軸 に , 圧力 を 縦 軸 に 更に も う 一 
つの 因子 と し て HO の 活力 を , 圧力 と 同 
軸 上 に 反対 方 向 に と つた 関係 図 を , geo- 
thermal gradient を 加 えて 示し て いる 。 
以上 は 広域 変成 作用 に つい て 述べ た も の 
で あぁ あり, 最後 に 地質 学 的 温度 計 に つい て 
も 触れ て いる 。 (J. Madras Univ., 27, 
Centenary Number, 37~48, 1957) 

(KAI 
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8255, Skye & Rudh’an Eireannai- 
ch O2#SHR  Buist, D.S. 
Scotland の Skye 島 Rudh’an Eir- 
eannich (c7#=MOMSB RK BALE 
MEARS Y, 上 部 か ら , upper bas- 
alt, JAX 2.5 feet, hybrid zone, 厚 
x 9 inch~1 foot, felsite, ix 8 
feet, hybrid zone, J/~X 9 inch~l 
foot, lower basalt JHX 2.5 feet, 
で あぁ あり, RARURAREILRO EF 
考え られ る 。 先 づ basic magma が 第 三 
HMAEBPCRAL?: (Ba 5 feet) 。 
この magma は あま り 高 温 で な か つた ら 
し さく 接 触 部 の 砂岩 に ほとん ど 変成 作用 を 
与え て いな い 。 そ の 直後 に 引き つづ いて 
basic magma 78 granitic rock を 混成 
し て 地殻 で basic magma より 上 部 に 発 
生 し た acid magma が 中 央 の 弦 線 部 に 
BAL, i magma が 液状 で 混合 し 合 
い , felsite 及び hybrid zone を 形成 
(用 た SS の 吉林 Ve Tomkeieff } Mar- 
shall の "deep -seated” hybrid と 
“contact” hybrid が あて は まる 。 前 者 
の 証拠 は “basalt の 構成 鉱物 か ら 明 ら か 
で あり , 後者 は acid rock 中 に 見 られ る 
basic inclusion や basic rock 中 に 散 
在 す る biotite に よ ょ つて 証明 さ れる 。 
な お この 岩 床 は 熱 水 変質 を 受け て いる 
が , CHI BEA MOM PRADO 
acid magma か ら 岩 床 中 に Bk 溶液 が 
広がっ て 変質 を 与え た も の で あろ 3 う 3。 
(Geol. Mag., 96, 274~285, 1959) 
CAV 
8256, 米国 西部 に お ける ‘quartz di- 


orite boundary line’’ Moore, J.G. 


アメ リカ 西部 に お ける PARR HA 
RO (Eh INOW SRO te, 岩石 成 
分 と 地理 的 分 布 の 間 に 関 係 あ る こと が AR 
され る 。 即ち 西経 120° の カナ ダ 国 境 附 


近 か ら , ほ は ば 東南 に 向かい , Idaho kK 
RED PE R2.— Oregon, California を 
通り Sierra Nevada 護 毅 に つづ さく 境界 
線 が 考え られ , その 両側 に 分 布 す る 花 油 
岩 類 に 差異 が 認め ちら れる 。 (DRRRE 
“quartz diorite boundary line’ +x 
い , この 西側 で は 石英 図 緑 岩 が EEC, 
東側 で は 石英 モン ゾ = 岩 及び 花 賠 隊 緑 岩 
に と む 。 この ライ ン の 両側 に お ける 各 岩 
KO, ノル ム 石 英 一 斜 長石 一 カリ 長石 ダ 
ィ ア グラ ム 上 の 傾向 か ら , 東側 の 岩石 で 
は 早期 の silica poor stage に 於 て さえ 
カリ に 富む の に 対し , 西側 の も の は その 
分 化 過 程 を 通じ て カリ が 少な い 。 それ 太 
この ライ ィ イン の 両側 の 岩石 は 同一 マグ マ の 
分 化 系 列 に は 属さ ず , 花 賠 岩 類 が 位置 を 
し め る 前 の 地殻 の 根本 的 差異 に も と づく 
も の で ある 。 す な わ ち , この "quartz di- 
orite boundary line” は 大 陸地 毅 に お 
ける 花 賠 岩 層 の 縁 に 近く , 平行 な も の で 
あぁ ろう 。 そし て 東側 の 花 賠 岩 類 は 厚い 花 
ia (シア ル ) 層 か ら も た ら さ れ , 西側 
の も の は 地 向 斜 肉 積 物 及び 火山 岩 を FRO 
た 薄い シア ル 層 又は シマ 層 か ら も た らき さ 
れ だ な の で あろ る うし (our? Geol 67, 
198~210, 1959) (FBR 


8257, f Australia, Tungkillo % 
U Milendella ESRRABBRUH 
放 質 結石 White, A.J.R. 

南 Australia, Mount Lofty 山地 の 
東側 に 多量 の 柱 石 と 輝石 と を 持つ た , 特 
懲 あ る 不純 大 理 石 と 斑 灰 質 岩 石 が BCE 
及び 石灰 質 買 岩 の 高度 変成 作用 に ょ っ て 
生成 され て いる 。 この 変成 作用 は 本 質 郊 
に isochemical OAR EH CHG (Me 55 
へ 60) の 塩素 も 堆積 岩 自身 に 由来 する る 
の で ある 。 Tungkillo に 於 ける epidote, 
actinolite, calcite 及び Milendella 
に 於 ける garnet は granite, migmat- 


4D 
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ite 及び 脈 状 gneiss に 関連 し て 晩期 に 
於 ける 交代 作用 と 反 褒 に よ つ て 生成 され 
た 。 Granite の 外側 に ある Tungkillo 
で は 二 次 的 及び 後退 変質 に よる Ships = 
と し て 水 の 導 入 に よる 交代 作用 に 原因 す 
る が , 一 方 大 理 石 及び 斑 灰 質 岩 右 が fh 
岩 質 岩 石 と 密接 な 関係 に ある Milendella 
地域 に 於 て は 三次 鉄 物 を 生 ぜ し め た 反 
応 及 び 交 代 作 用 は 一 層 肛 し か つた 。 ここ 
で は , andradite grossularite 系 の ga- 
rnet が 発達 じじ てい る 。 (Geol. Mag., 
96, 285~306, 1959) [植田 〕 


8258, KRENRAD K 含 量 と アン チ 
パー サイ ト の 成因 Sen, S.K. 


天然 産 斜 長石 81 個 , 即ち 角 関 岩 相 34, 
Argee7d 26, 火山 岩 14, 花 局 岩 7 を 
傘 光 光度 計 と 分 光 分 析 計 を 用 いて 定量 し 
io AKBHOARAIE Or を 0.6 へ 2. 
3, 百 橋 岩 相 の も の は 2.1 へ 7.6, ZEB 
中 の も の は 1.5 へ 4.7 含ん で いる 。 一 方 
Ki Cla KRAIE Or を 0.6 以下 し か 
hws Ab に 富む 斜 長 右 は Or 
が 多く 4.4~11.5 SA CWS, SESH 
の KK 含量 は それ が 生成 され た 時 の 温度 が 
高い も の ほど 多い と いう 明瞭 な 傾向 を 示 
L€Y4. ARADO KZEOSDI29 
いて 次 の 様 な 事 が 影響 する と 考え られ る 。 
Bl% a) SRAHEED “openness” の 
増加 , b) K の 捕獲 に よる Si-O 〇 結合 の 
強化 , c) BAIR S Al-Si 不 整 構 
造 の 増加 に 伴う 酸素 に 随 催 す る KK の 配 位 
数 の 増加 。 比 較 的 高温 の 岩石 (ARH 
Kile, 接触 変成 岩 等 ) に みち られ る 冬 長 
右 中 の アン チ パ ー サ イト は 離 深 に よ ょ つて 
生成 され た も の で ある 。 有 叉 交代 作用 に よ 
つて で 生成 され た 終 長 石 中 に も アン チ パ ー 
サイ ト は 認め ちら れる 事 が ある 。 (Jour. 
Geol., 67, 479 へ 495, 1959) (#7) 
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8259, 硫黄 同位 元素 と 熱 水 鉱床 
Jensen, M.L. 

従来 の 熱 水 と いう 言葉 で 代表 され る 鉄 
床 を 次 の 3 つ に 大 別 し た 。 即 も , magm- 
atic hydrothermal deposits, meta 
morphic hydrothermal dep. 及び gr- 
ound water hydrothermal dep. で 
Do 

NAGE BOKER FNC 硫化 鉄 物 中 の 
PRED TTR COUT S32 / S34 及び 8 
S33% を 求め る 事 に よ つ て 比較 し た 。 こ 
れ に よる と この 方 法 で 鉱床 を 分 類する に 
は , や ゃ や 複雑 な も の と な つた が , 各 銚 床 
の 傾向 と し て は , magmatic hydroth- 
ermal dep. で は その 価 が その 銘 床 毎 に 
せま い 範 囲 内 に 集中 する 。 metamorphic 
hydrothermal dep. で は その 鈴 液 は 不 
均質 な 根源 か ら も た ら さ れる と 考え られ 
る が , それ を 反映 し て 価 は ひび ひろい 範囲 に 
わた つて ば ら つ いて くる 。ground wat- 
er hydrothermal dep. は 例え ば 砂岩 型 
HOV AYEAROME DOC, 一般に は 
この 様 な 水 成 岩 中 の 硫化 鉱物 は 軽い 同位 
元素 に 富み , 且 同 じ 所 の 硫化 鉄 物 で も そ 
の 価 を 異 に する 。 

この 他 種 々 の 試料 に つき 同様 に し て 同 
位 元 素 比 を 求め , 鉱床 の 成因 に つい て if 
UtwS3— (Econ. Geol., 54, 374~ 
394, 1954) [鈴木 


8260, 鉛 - 同位 元 束 に よる 銘 鉱床 の 時 
代 決 定 に 関す る 二 , =OBR 
Boyle, R.W. 

近年 鉛 - 同 位 元 素 の 比 を 用 いて , SABRES 
の 生成 時 期 が 決定 され て 来 て いる が , そ 
の 多く は Pb の 地球 化学 的 輪廻 を 無視 
し , その 同位 元素 の 分 別 作 用 は 天然 の 過 
程 で は 行わ れ な いと し て いる 。 AHMET 
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伴う 或 る 硫化 鉄 物 の 鉄 床 は , 水 成 岩 中 の 
lateral secretion に より 生成 され る と い 
5 Shaw と は 考 そ を に する が 7 Pb 
移動 の 際 分 別 作 用 が 行わ れ な いと TOR 
で は 一 致 じ な い 。 

RY, 岩石 或いは 天然 物質 中 の Pb は 
FRONT IE CHA L, 長石 等 に K ice 
む も の は K, ぁ ある も の は Ca と 交代 す 
So Rignskin, Rio, fio, 黒雲 
母 , その 他 で は Ca 又は K, BRA 
Ca, 硫化 鉱物 で は Pb の 親 鉛 性 に より , 
その 中 に 包含 され , ジル コン , BRAZLO 
他 は その 鉱物 中 の U, Th の 骨 壊 た に より 
生ずる 。 tik, 無機 妥 状 物質 等 で は 表面 
に 吸着 され , 結晶 料 界 その 他 で は その 鉄 
物 表 面 に 吸着 され る か 又は 化合物 と し て 
存在 する 。 

原 物質 の 風化 と 浸 触 に 対し , ARR 
等 に ある 同位 元素 (一 般 に 放射 性 が 高 
い ) tk, ABV THRE 地 に 集 る 。 
硫化 物 , LEBER AO DIL SNK, 
放射 性 Pb に 富む ジル コン , モナ ザイ ト 
等 は その まま の 形 で 残存 する 。 この 様 に 
し て 例え ば 同一 の pre-cambrian DO 
石 か ら も た ら さ れ て も, RRB 
を 有 し , 異 つ た 時 代 を 与え る 水 成 岩 の 堆 
積 盆地 を 形成 する 。 こ れ ば か り で な く 移 
動 及 び 沈 涯 に 際 し 酸化 還元 電位 , S 電位 
等 が Pb 同位 元素 の 分 別 作 用 に 関係 する 。 
又 U, Th OFA bE SME BRN 
ば は ならない 。 CNEOR, 根源 の も の と 
は 全く 媒 つ 同位 元素 組成 を 示す に 到 る 。 
又 広域 変成 , 花 賠 岩 化 作用 等 に 似 て いる 
実 険 の 結果 は , 相対 的 に 高温 の 地質 学 的 
過程 で は 異 つ た 結合 energy を 有する Pb 
は 差別 的 に 流動 する 。 

Tilton に よ ば 岩石 中 の 種々 の 鉱物 は 
Pb 同位 元素 の 組成 が 異 つ て お り , KOK 
物 は 唯一 の 熱 化 ANWR AT Sk 
一 鉱物 の 破 壊 は 一 つの 同位 元素 組成 を AE 


じ , A-BAPOMO RMB: 組成 
を 生ずる 。 そ し て 広域 変成 及び 花 賠 岩 化 
作用 に より ある 鉱物 は 破壊 し て 新 鉄 物 を 
つく り , 他 は 相対 的 に 安定 で あれ ば , BE 
中 の この 様 な 異 つ た 過程 は , 特有 の 同位 
元素 組成 を 有する Pb を 放散 し , Hor 
組成 の も の を 保持 する 。 この 事 か ら あ る 
条件 下 で は 鉱床 生成 の 族 に , 特有 の Pb 
同位 元素 の 選択 的 移動 と 濃 集 が 行わ れる 。 
監 固 な 結合 の Pb と 然 ら ざる も の と が 
同じ 割合 で 運動 に と りこ まれ れ ば , 結果 
は 根源 の 岩石 中 の 同位 元素 組成 の 合計 と 
近似 する 。 そ う で な けれ ば その 何れ か が 
と りこ まれ 濃 集 する 。 ある 種 の 鉱床 で は 
結合 の ゆる いも の が , AYR 5 BIR 
中 され る 同位 元素 組成 を 反映 し , Ares 
anomalous isotopic ratio を 示す 。 
種々 の Pb 同位 元素 の 割合 は , 夫々 の 
濃 集 程度 と , 異種 の 鉄 物 又 は 岩石 等 に よ 
つて 広範 囲 に 変化 し , それ 等 が 地球 化学 
的 に 詳細 に 研究 され ね は, 生成 の 時 代 は 
求め られ な い 。 
同位 元素 の 濃 集 する 範囲 は , その 根源 
と な る も の と の 問 の 自由 energy ORR 
に よる 。 両者 の 間 で energy TEBE 
(HA energy の 差 が 閉 し けれ ば 均質 
化 さ れる 。 も し その 差 が 小さ は けれ ば その 
中 の 或 る 種 の 同位 元素 の 濃 集 が 起 る 。 
ROR URE OAC, 鉱床 生成 に 関 
与 し て 根源 岩石 の 生成 後に 崩壊 し て 生じ 
た Pb の 量 を 知る 必要 が ある 。 又 根源 の 
岩石 中 の U, Th の 量 の 研究 と , 地球 化学 
的 過程 に お ける , 源 岩 生成 時 に 既に 存在 
し た Pb と , 源 岩 生成 後 の 崩 壊 に より 生 
Uk Pb と の , 夫々 異 つ た 流動 性 に 関す 
る 知識 を 必要 と する 。 (Econ. Geol., 
54, 130~135, 1959) [鈴木 〕 


8261, Egypt, Ras Gemsa に 於 ける 
硬 石 赴 起 源 の 硫黄 に つい て 
Schnellmann, G.A. 
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当地 域 は 中 新 世 の 泥 灰 岩 , ike, A 
Bek), その 他 に 硬 石 准 の 還元 に 
WAT SRAMFET SZ. 硫黄 は 炭化 水 
素 に よ つ て 広範 囲 に 同化 され た 部 分 に 集 
中 し , 1) RABRRA BARTOK 
MIGKALG) 2) BEBE (BAD ros- 
ette POMS) 3) EBSA GE 
RADZR POM AEE) の 3 種 に 分 け 
る 事 が 出来 る 。 RARMAM AI BR 
治っ て transform し , GED bRR~ 
の transformation に 際 し て は , その 量 
の 減少 が 認め られ , APMIS 1 Ch 
BAAS migrate し た 部 分 で は 不毛 の 炭酸 
塩 鉱 物 に な つて いる 。 当 鉄 床 の 構成 鉱物 
及び 母 岩 か ら 推 し て , 特に 高温 性 の 条件 
る 見 出し 難く 877 UVR HLS の 
WBIWER SBA SN 70 RSS 

n-CaSO,+C,Ho,4.=n-CaCO3+n:S 
+n-H,O+H, men Som<, 中 温度 
VPS CRACHKROBICEAIC k Y CaSO, 
が 居 元 され , 硫黄 が 生成 し た も の と 思わ 
れる 。 (Econ. Geol., 54, 889~894, 
1959) [阿部 宏 】 


8262, 黄 鉄鉱 と 白 鉄 鉱 の 示 差 熱 分 析 
Kopp,1O.C.5 Ker; PF. 


黄 鉄 鉄 の 示 差 熱 分 析 曲 線 は , 約 538°C 
で 発熱 ピー ク を 生じ , ARCH 460 
°C で 発熱 ピー ク を 生ずる 。 ARGO = 
の 酸化 に よる ビー ク が , BRROVIOL 
りり 低い 温度 で 生ずる の は , AR GALE Y 
不安 定 な た めで ある 。 この 酸化 に よる 発 
Be —7x, 粒度 が 細か く な る と , より 
低温 で 示す よう に な る 。 第 2 の 発熱 ビー 
ク が 生ずる の も ある が , これ は 酸化 反応 
が 不 完全 に 行わ れる た めで あろ うと 思わ 
れる 。 白 鉄 鉄 の 黄 鉄 鉄 へ の 転移 は , BR 
中 で 熱せ られ た 試料 で は 観察 され な い 。 
黄 鉄 鉄 も る , ARGS, 約 670°C で 吸熱 
ピー ク を 示す 。 これ は 強 磁性 か ら 常 磁性 


に 変る Curie point を 示す も の と 思わ 
れる 。 こ の ピー ク は , 粒度 が 細か く な る 
と , より 高い 温度 を 示す よう に な る 。 
1000°C まで 加熱 し た 試料 の 最終 生成 物 
は , いずれ る も 赤 鉄 鉄 と SO。 で ある が , 中 
間 生 成 物 と し て は , 磁 硫 鉄 鉄 と 磁 鉄 鉄 と 
マグ ヘマ イト を 含む 酸化 鉄 が 生ずる 。 
(Am. Min., 43, 1079~1097, 1958) 
[飯田 


8263, HistitLkOMKE Bish POR 
る 相 律 関係 Creasy, S.C. 


斑 岩 鋼鉄 床 に 伴う 熟 水 変質 帯 は その 化 
学 分 析 値 及び 鉱物 組合 せ か ら propylitic 
facies, argillic facies, potassium 
silicate facies に 区 分 され る が , この 各 
Atk ACF 及び AKE ダイ ヤグ ラム を 適 
用 する と 坪 に 明瞭 に 識別 する こと が 出 
来る 。 ACF ダイ ィ イヤ ャ グラ ム は propylitic 
alteration に 適用 し , 特有 の 鉱物 は 百 雲 
母 GAL)» RR, RIEBRURE 
塩 鉱物 で ある 。 AKF ダイ マヤ ャ グラム は 
argillic facies 及び potassium silicate 
facies に 適用 し , 特有 の 伝 物 は argillic 
facies で は カオ リナ イト , ASR (MBB 
母 ) , potassium silicate facies で は 
HZ GS), 黒雲 母 及び カリ 長石 
で ある 。 

propylitic facies に 対し て は , 化学 分 
析 値 は 原 岩 と 変質 岩 と の 聞 の 化学 変化 を 
示す の に 利用 出来 argillic facies 及び 
potassium silicate facies に 対し て は , 
化学 分 析 値 は Al,O,, FeO, MgO, Ca 
O, Na,O の 減少 , 並び に K,O, H,O, 
S の 増加 を 指示 する 。 KO の 増加 は 
argillic facies より も potassium silica- 
te facies の 方 が 約 60% 大 で あぁ る 。 
(Econ. Geol., 54, 351~373, 1959) 

(HAI 
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8264, 構造 上 か ら み た 日 本 及び その 周辺 
の 産油 並び に 含 油 地域 Kaufmans, 
G.F. 


大 陸 は 一 つの 中 核 を 基 に し て , 連続 的 
な 構造 運動 に より , その 周縁 に 発達 生長 
し て きた と いう 大 陸 塊 生長 説 を 基本 に し 
て , 日 本 を 含む 北東 部 アジ ア 全 体 の 広域 
的 地 体 構 造 を 考察 し た 。 カム チャ ツ カ , 
アリ ュー シャ ン 列 島 , 千島 列島 , AN, 
MAR BICkLURSNS BIS, 中 生 代 
後期 と 第 三 紀 造山 運動 に より 生じ た 比較 
的 新しい も の で ある 。 日 本 と カム チャ ツ 
カ は , 造山 運動 の 何 度 も 繰り 返さ れ た Hh 
KC, DAF VARA, 74 VY 
ピン に 連続 する , EYE BMOMAC 
ある 。 日 本 列島 の 現在 の 形 と 位置 は , 多 
分 中 生 代 初め の 造山 運動 に より 明確 に な 
る が を の で が る の S 

東 文 那 海 , 日 本 海 , オホーツク 海 地域 
は , 何れ も アジ ア 大 陸 海 岸 と 地 背 余 と の 
間 に 存 在 す る idiogeosyncline で ある 。 

日 本 の 石油 は 主 に 本 州 北西 部 , 北海 道 
了 西 部 の 中 新 統 , 鮮新 統 に 発見 され る が , 
これ は 日 本 海 堆積 僧 地 の 地 萌 斜 部 に 近い 
intermontane trough に 位置 し た 小さ 
AHS, DBM trap され て いる る も 
の で ある 。 今後 の 探査 指針 と し て は , 上 
記 の 産油 地域 及び 山形 盆地 等 の 残 され た 
小 構造 ぜ あ る が , より 大 きい 重要 な 産油 
は , 本 州 の 北西 海 崖 沖の 日 本 海 idioge- 
osynclinal basin 内 で , adh AOS 
に 存在 する , より 大 きい 背 斜 構造 か ら 得 
5NDACHAAI 6 

北東 部 樺太 で は オホーツク 海 idiogeo- 
synclinal basin の 安定 部 に あたる 第 三 


紀 層 か ら , 相当 の 産油 が ある が , 将来 は 
= OVO shelf 上 の structural 
及び stratigraphical trap も 期待 され よ 
35 (Bull. Am. Assoc. Petrol. Geo- 
上 43, 381~396, 1959) CHAI 


8265, 堆積 物 の 年 代 測 定 に 関す る 研究 
Goldich, S.S., Baadsgaard, H., 
Edwards, G., and Weaver, C.E. 


A40/K 40, Rb87/Sr8?_ CRO= OOM 
層 に つい て 年 代 測 定 を 行 つ た 。1) SAY 
FIN, 上 部 カン ブリ ア 紀 の Franconia 
formation, 2) そ ン タナ 間 隊 先攻 シブ プリ 
ァ アァ 紀 の Siyeh formation, 3) ミネ ソ ツタ 
州 , 先 カン ブリ ア 紀 の Sioux formation, 
1) は 海 緑 石 層 を 爽 在 する 砂 質 な 岩 相 か ら 
な り , Goodhue 地方 で 搾取 し た 2 個 の 
海 緑 石 試料 に つい て 行 つ た 結果 , A-K 
法 で 夫々 450, 430m.y., 平均 440m.y. 
ei COMME, WVAravyy 
JN, Sparta thi a5 OR BO*ER AIC 
つい て Wasserburg 等 (1956) 1c kD 
CH bate 443m. y., X Herzog (1 
958) の 435m.y., (Rb-Sr) と 極め て 
ょ く 一 致し て いる 2。 2) RS, FRCS 
質 な 岩 相 か ら な り , この 中 Glacier Pa- 
rk CRRL R474 }RABHOIZ 4 
ト に つい て 測定 し た 結果 A-K で 740m. 
y., Rb-Sr @ 780m. y. #4272, Fr 
anconia formation と 比較 し て 多少 の 開 
が ある が , これ は 分 析 の ェ ラ ー か る も 知れ 
な い 。3) は 赤色 細 料 の 東 岩 を 主体 と し , 
地域 に より 砂岩 , BERT Ret 28 
で , Pipestone 地 方 か BEAKL ve Catli- 
nite (EE@#E+) (Jackson, 1839) に 
つい て 測定 し た 結果 A-K で 1.20 b.y. 
を 得 た 。 こ の 測定 値 か ら Sioux format- 
ion OMAHORMW Animikian の 後 で 
中 下部 Keweenawan の 時 期 に 相当 す 
る こと が 考え られ る 。 地層 中 の 海 緑 石 や 


cia 


oi $543 


氏 を 含む 粘 二 に つい て A-K, Rb-Sr #& 
を 適用 する 事 は , これ 迄 単に diagenesis 
に 起因 する も の と し て 取扱 つて きた 堆積 
物 の 地 史 に 関す る 問題 を 論 識 する の に 今 
後 必要 な 事 で あろ う 。 (Bull. Am. As- 
soc. Petrol. Geol., 43, 654~662, 
1959) [島田 


8266 Precambrian 層状 鉄 層 の 堆積 
する 淡水 環境 Hough, J.L. 

スペ リオ ル 潮 地域 の 中 部 Huronian の 
層状 鉄 層 に つい て 説明 し て いる 。 COR 
Ieee Bix Precambrian の 鉄 層 で chert 
と hematite, chert 2 siderite OE 
層 を な する もの で , silica と iron の リズ 
ミカ ル な 堆積 を 示し て いる 。 気候 的 条件 
と し て は 亜熱帯 性 或いは 暖か い 温度 で あ 
0, 中 位 或 い は 多量 の 雨量 の ある 気候 の 
状態 を 必要 と する 。 鉄 と 奉 酸 に つい て は , 
風化 の 産 物 で ある の で 一 年 の BG 
LEDs 時 期 で 変化 が ある 。 堆積 の 環境 
と し て は , 大 きい 淡水 湖 で , 栄養 物 の 少 
い 有 有機 物 の 生産 の 少 い 環境 の も の で 深き 
ELT, 夏 に 水 の 密度 層 の 発達 を さま 
た げ ば ない 程度 の 十分 の 深き を 必要 と す 
Bo BOB A> 時 期 に は 鉄 は 科 元 状態 に 
於 いて MR LL CRP 5 ERR HER 
する 。 WKAMLROMBMTDNS. 
この 様 な 淡水 の 環境 に つい て 多く の 学者 
の 説 を 引用 し 説明 し て いる 。 有 又 鉄 鉄 物 の 
分 布 或いは 変化 と いう も の は 鉱物 の 安定 
度 に 支配 され pH, Eh が この 安定 度 を 左 
NG hour. Sed. Pet. 28, 
414~430, 1958) [阿部 


8267, ペン シル ヴァ ニ ィ アン 黒色 " 頁 
i’ OBS Payton, C.E., 
Thomas, L. A. 

中 央 アイ オ ワ 及 び 東 部 ネ ブラ スカ 地域 
の ペン シル ヴァ = ィ ア 系 に み ら れ る 黒色 
の 缶 理 性 ある “頁岩 "について, 堆積 岩 


岩石 学 的 立場 か ら 検 討 し た 。 こ の "頁岩 ” 
の 有機 物量 は 1~26% 1c Hy 1396, 
塩酸 深 解 物質 は 11 へ 389% で , 両者 の 
含有 量 関係 は 逆 比 例 す る 。 また 有機 物量 
RUBE, 放射 能 含 有 量 は 平行 関係 に あ 
る これ まで 頁岩 7 と きれ で で なき の 
tx, 30.40% O¥F+, 50-60% の シル 
}RUBRVOMMMA SMOOTH), そ 
の 粒度 組成 か ら シ ルト 岩 に 入る 。 sorting 
coefficients は 1.9 か ら 4.3 まで に わ 
た り , その 一 般 的 傾向 は 指定 出来 和 ぬ 。 
讐 物 組成 は X-ray diffraction patt- 
ern と 検 鏡 か ら , 多量 の 石英 , 他 に イラ 
Ab, カオ リナ イト , A, BRK, be 
酸 塩 , 長石 が 認め られ , その 平均 の 銚 物 
組成 は graywacke~sub-graywacke の 
範囲 を 示し て いる 。 こ の “頁岩 "の 洗 積 
環境 を 現世 の 堆積 環境 に 求め あれ ば , "va- 
rved-like” interval が 特徴 的 で , tidal 
flat deposit に 最も よく 似 か よ ょ つて お り , 
その 堆積 物 は また 海 進 , 海 退 の 両方 に わ 
た つて 沈 積 し た も の と み ら れ る 。 (Jour. 
Sed. Pet., 29, 172~177, 1959) 
CHAI 


8268, Decantation に よる 機械 分 析 
の 為 の 沈 濾 管 Prokopovich, N. 

機械 分 析 の 際 に 粒子 の 小さ いも の に 対 
LT, 水 の 中 に 混 湯 し て いる 粒子 を 分 離 
する 際 に 傾注 (decantation) 法 が 用 い 
られ て いる が , TRE A TKO ES 
分 離す る 方 法 を 考え て 新しい 管 を 考案 し 
た 。 この 装置 は ご く 簡 単 で あつ っ て 未 差 替 
分 析 や 交 線 分 析 の 試料 を 搾取 する の に 役 
立つ 。 装 置 は 直径 6cm RX 17cm の 
pyrex ガラ ス 管 の 中 の 試 近く に 漏斗 状 の 
細い 小さ い 管 を 入れ て 外側 に みち びき そ 
の 一 端 を ゴム 栓 で と め て お く 。 HRT S 
時 間 に よ つて 温 濁 し て いる 尊 子 が 沈 小 す 
BODE te RO MUS LO TH HE 
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Gacy So lourarsedsmbeta, 
28, 509, 1958) [阿部 


8269, デン マー ク に 於 け る 湖底 堆積 物 


Hansen, K. 


潮 旗 堆積 物 を 化学 成分 か ら わ ける と , 
ER, カル シウム 及び 有機 物 の 多い も の 
D3IDABMSNSMW, GHz CM 
HERO (LAD & 湖沼 型 と の 関係 を 
充分 に 表現 出来 な い 。 著者 は その 表 現 潜 
と し て 湖 護 堆積 物 を 次 の 三 主 要 成 分 に 区 


分 し た 。1) organic matter, 2) mine- 


rogene component, 3) inorganic bi- 
Estes SE Ri 
量 で , inorganic biogene component 
は alkali-soluble SiO。+CaCO。 と し 
Tt, M minerogene component {i 
total SiO,—alkali-soluble SiO, G3 
DLRo BHD 2 DMO K 4 tk med 
重要 で ある が , INWAR RR et 
C/N ratio CHRD LKo 即ち 有機 炭素 量 
O006 Wie C/N rations) LOW: 
り 低 いと neutralhumus で あり , 50 
% ME C/N ratio 2 10 EO Bwt 
acid humus で あぁ る 。 こ の 様 な 化学 成分 
と 湖沼 型 と の 表現 法 の 立場 か ら デ ンマ ー 


ogene component 


ク の 湖 (Moerkes6, Ugles6, Hampen 
S6, Slauensé, Almind S6, Borres6, 
Julsé6, Grane Langs6, Gribsé, Esr- 
om S6, Slotssé, Lyngby S6, Tystr- 
up S6, Bavelse S6) に つい て 調査 し 三 
成分 系 図 で 各 湖 の 特徴 を 示し た 。 Moerk- 
es6 (22.9,18.7), Ugles6é (16.1,14.0) 
Gribs6 (15.1) OAM C/N ratio が 
10 より 高く acid humus (dy) で 特徴 
づけ られ 且つ 有機 炭素 量 が 多く (4096 以 
上 ) 有機 物 に 富ん だ 湖 で あぁ る 。 他 の 湖 は 
何れ も C/N ratio が 10 ょ り 低 く , 

neutral humus (gyttja) で 有機 物 る も 比 
較 的 上 少ない 。 こ の 中 Tystrup S6, Ba- 
velse S6 (AEEMRRVIE+ CaCO, MAS, 

eutrophic gyttja の 好例 で あり Grane 
Langs6 は 鉱物 質 の 成分 が 極め て 多く 
機 物 の 生産 量 の 低い oligotrophic gyt- 
tja と し て 特徴 づけ られ , COMO WN 
何れ も eutrophic~ oligotrophic gyttj- 
a の 中 間 型 の 湖 で ある 。 以上 の 湖沼 型 と 
堆積 物 の 関係 か ら 更 に Grane Langs6, 
Gribs6 の drilling に よ ょ る 底 質 試料 を 分 
HEL, 夫々 の 測 の 発展 に つい て 論 eo 

(Jour. Sed. Pet., 29, 38~46, 1959) 
(BH 
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本 会 昭和 33 年 度 総会 記事 , 本 会 30 周年 記念 会 , 昭和 34 年 度 総会 並び に 学術 講演 
BOVE, 金属 部 門 例会 記事 , 日 本 学術 会 議 第 5 期 会 員 選 挙 の 件 , 幹事 評議 員 会 記 
事 , SAW, 会 員 動 静 , 投稿 規定 , 会 費 納 入 の 件 外 


ーー ンー ンー 


新刊 紹介 
Glossary of geology and ed sciences (A.G.I. 編 ) 外 7 件 
ty 録 
鉄 物 学 及び 結 品 学 Fei 外 26 件 
岩石 学 及 び 炎 山 学 Grantown granite complex の 構造 外 28 件 
金属 鉄 床 学 英国 譜 島 疹 の 隊 亜 鉛 鉄 , 方 鉛 鉄 及 びそ の 関連 鉄 物 中 
DE RS} 外 19 fe 
A yh ok RR 学 カン サス Arbuckle dolomite jh! Be 22 fee 
参 6 科 学 高温 加水 分 解 に よる 硝子 及び 寺 酸 塩 中 の 間 素 の 分 析 


SRMAOH 本 年 度 会 費 500 円 を 本 会 (振替 仙台 8825 B) 和 宛 至 急 お 納め 下さ い 。 
AMABICBBBMELELELEA, 特に 多額 に 沿 納 され て いる 方 は , 至 銀 お 納め 下さ 
ら な いと , 会 誌 の 発行 が 停止 され ます の で 御 注 意 下 さい 。 

投稿 規定 投稿 者 は 次 の 点 に 注意 し て 下さ い 。 

1. 論文 は 原則 と し て 和文 原著 と し , 原稿 用 紙 に 当 用 漢学 を 用 いて 横 書 , 図 及び RES 
め , 刷 上 り で 7 頁 (7.5 ポイ ント 活字 ) 以内 に と ど ま る よう に する 。 7 頁 を 超過 し た 場 
合 に は , この 超過 分 の 費用 は 著者 の 負担 と する 。 

2. 英文 原稿 の 場合 に は 和文 に 対す る 超過 組 料 を 著者 の 負担 と する 。 MARKEE 
文 要 紀 を つけ る 。 

。3. 図 は 自 紙 又 は 青色 印刷 の 方 眼 紙 に 時 又 は 黒色 イン ク で 大 きく 書き , 1/2 Rik 1/3 な 
ど に 縮尺 する の に 適する よう , 文字 や 記号 を 大 きく 書く こと 。 図 の 数 は 出来 る だ け 少 な く 
SA 

4. 引用 文献 は 頁 毎 に 脚 誌 と し て 次 の 順序 に 記す こと (BS. 掲載 誌 又は 単行 書名 , 巻 , 
頁 , 年 )。 
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6. 別刷 は 希望 部 数 を 原稿 に 指示 する こと 。. 但 し 費用 は 著者 の 自 弁 と する 。 
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投稿 論文 は 受付 け 順 に 印刷 する が , 本 誌 の 発行 が 隔月 で ある た め , な る べく 内 容 に 種 
の も の を 人 れ た い の で , 必ず し も この 順に 依ら な い 場 合 が ある 。 
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